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オープニングロール

Trouble of Enchantress




「ふう……」

　表の業務がようやく一段落し、私は息いき抜ぬきもかねて手元の引き出だしからある報告書を取り出した。

　信しん頼らいのおける部下に集めさせた《オーバーライン》のプロフィールデータだ。もちろん皆みな、唯一無二ユニークで興味深く、喉のどから手が出るほど欲ほしい逸いつ材ざいばかりである。

　こうしてつらつらと眺ながめているだけで心が高こう揚ようし、仕事の疲つかれも癒いえるというものだ。

「やはり高たか尾お女史は魅み力りよく的てきですね」

　能力のレアさと言う意味では突つき抜ぬけているとは言い難がたい。オーバーラインでなくとも専門分野でなら彼かの女じよと対等に渡わたり合あえる天才はいる。数こそ極きわめて希少ではあるものの、だが確実に存在するのだ。

　とは言え、彼女の真の価値が損そこなわれることはない。

　時間は有限だ。誰だれもあらゆる分野で専門家になることはできない。ゆえにまったく違ちがう分野の何かと何かを結び付けるのは常人には至難の業だ。だが、《超高速習得》を持つ彼女ならそれが可能だ。

　どれだけ深かろうと範囲の限られた専門家スペシヤリストには至れない、世界最広の万能屋ジエネラリストでもある彼女にしか見いだせないものがある。実際、そういうものをすでにいくつも彼女は世に送り出していた。

　チラリと机に置かれた資料に目をやる。彼女が二ヶか月げつほど前に発表した論文だ。実に奇き抜ばつでありそして興味深い内容だった。

「だが、彼女には及およばない。彼女こそが、私にとっての至高のイブ……」

　ページを巻まき戻もどしつつ、うっとりと彼女のデータに視線を走らせる。やはりだ。やはり私の悲願の実現のためには彼女の《力》が必要不可欠だ。私は判を取り、その項こう目もくのデータに修正を加える。

「……ふむ、差し当たってはまず障害を取り除かねばなりませんね」

　私は携けい帯たいを取り出し、ある場所へと電話をかける。

　発信音が鼓こ膜まくを震ふるわせる中、もう一度、私は机の上にある論文に目を向けた。そこにはこう記してあった。

『未来量子論』








Prologue

Trouble of Enchantress




「こんにちは」

「あっ、こ、こんにちは」

　いきなり女のひとに声をかけられ、わたしはうろたえ気味に挨あい拶さつを返す。見知らぬひとだった。でもすっごい美人！

　年はわたしより一つか二つ上かな？　とっても大人っぽくて妖艶な感じ。どこか憂うれいを含ふくんだ表情がまた色いろっぽくて。う～ん、かなり憧あこがれるかも。

　最近、カーくんの周り、女の子増えてきたからなぁ。今度ちょっと参考にさせてもらおう。彼かれにふさわしい女の子になるべく、自己の研けん鑽さんには余念がないわたしなのだ。

「ごめんなさい」

「えっ？」

　なんて浮うわついていたらいきなり謝あやまられ、わたしは戸と惑まどう。いったいどうされたんですか？　そう問おうとして、はっと驚きよう愕がくに息を呑のむ。








　彼女の瞳ひとみが、血の色のように紅あかく染まっていた。

















ACT1

Trouble of Enchantress




　バイトに新しい男の子が入った。

　ちょっとやんちゃな感じなんだけど、笑った顔には愛あい嬌きようがある。

　バイトするのは初めてみたいで、ちょっとどんくさい。

　失敗するたび、アタシを頼たよってくる姿がシュンとしょげかえった子犬みたいで。

　ああ、ほんと可愛かわいいなぁ!!

　うちにも弟は一人いるけれど、アレは何事もそつなくてしっかり者だし。

　こんな弟がお姉さんは欲しかったゾ！　文字通り手とり足とり教えて上げた時の、照れる顔がもう！　ハァハァ。

　最近はいろいろあってちょっと頭悩ませたりもしてて。

　だからこの子の存在はほんと一服の清せい涼りよう剤ざいかも。

　こんなにいちいち反応がキュートだと、お姉さんとしてはもっとからかって……

　おっと、可愛がってあげたくなるじゃないの。








「焼きそば三丁、お好み焼き一丁あがりぃっ！」

　大声で叫さけび、オレは料理を皿に移し変え、次々とカウンターに載せていく。

　Ｔシャツは汗あせでもうぐしょぐしょ、頬ほほをいくつもの汗の珠たまが流れ落ちていくのが自分でもはっきりとわかる。

　オレの住んでいる地域は、ネットで知り合った関かん東とう圏けんの人間には一様に「寒い」という印象があるらしいが、なんかフェーン現象とかいうやつのせいで夏は東京に負けないぐらい暑かったりする。

　天気予報によれば確か今日の最高気温は三六度だって話だ。しかも湿しつ度ども高いというおまけつき。現代っ子であるオレはもはや文明の利器クーラーなしに夏を越こせる自信が正直ない。

　とは言え、今はそんなものは気にならない。なにせ目の前の鉄板から立ち上ってくる尋じん常じようならざる熱気に比べたら、生なま温ぬるいにもほどがある！

「はーい♪　アタシ持ってくね～」

　底そこ抜ぬけに明るい声が響ひびき、ひょひょいっと店員の女性が皿を抱かかえていく。当然ながら人間には手は二つしかなく、手に余った二つは前ぜん腕わんの腹に載せられる。

　それでもまったく危なげなくしかもきびきびと客のところまで運んでいくのはプロの技わざを感じさせた。

　黒のビキニ水着にエプロンという、男の永遠の夢「裸はだかエプロン」に限りなく近いフェティッシュな格好に身を包つつんだこのひとは、海かい原ばら希き優ゆさん。オレが夏休みの間、雇やとってもらっているこの海の家「大将」のウェイトレスさんだ。

　先月、オレは従姉いとこのサヤ姉にけっこうな額の借金をしてしまい、八月に入ってからはその返済のため、親父おやじの高校時代の友人が経営しているというこの店でバイトさせてもらっている。ほんとは夏休み突とつ入にゆうと同時にやりたかったんだけど、ちょっと腕うでを怪け我がしてしまって延期せざるを得なかったのだ。

　鉄板料理担当は灼しやく熱ねつの激務ということもあって高校生のバイトの相場から見るとかなり奮発した時給になっている。とりあえずせっかくの夏休みだしみんなと遊ぶ軍資金もいるし、大変だけど頑がん張ばるしかない。日ひ払ばらいなのも、かなり有あり難がたい。

「おねえさ～ん。いいおしりしてるね～」

「お客様～、当店はお触さわり禁止で～す」

　夏の海によくいる浅黒のちゃらそうなにいちゃんのセクハラ攻こう撃げきを、希優さんはあしらいなれてるのか満面の営業スマイルを浮うかべたままひょいっと回かい避ひする。

　あれで左目がぜんぜん見えないとか正直、信じられないよなぁ。

　仕事に支障が出ないように、と最初に教えてもらったのだが、なんでも幼い頃ころの怪我が原因らしい。

　ハンデを克こく服ふくするためには、陰かげではすっごい努力を必要としたはずだ。苦労しているはずだ。でもそれをまったく感じさせない。

　自らの不ふ遇ぐうをあっさりと跳はね除のけ、いつも快活に振ふる舞まう彼女をオレは心の底から尊敬して──

「ねぇ～、か～くぅん♡　お姉さんセクハラされた～。癒いやして～」

　厨ちゆう房ぼうに戻ってくるなり、希優さんがだらけきった、だからこそどこか淫いん靡びさ漂ただよう声とともに、後ろからのしかかってくる。

「ちょっ!?」

　なんか背中にすっげえ質量のやわらかいものが二つ！　強きよう烈れつに自己主張してきているんですがっ！

「希優さん、あたってるあたってる！」

「ふふっ。あててんのよ♡」

「あんたがセクハラしてどうする!?」

　蠱こ惑わく的てきな言葉とともに耳元に吐と息いきを吹ふきかけられ、ゾクゾクっと背筋が震える。ムクムクっとナニかがこみ上がってくる。

　も、もちろんオレは明あ日す香か先せん輩ぱい一筋で、それは揺ゆるぎない。けど、そういうのが気になって気になって仕方ないのが、正常な高校生男子でもあるわけで！

　ええいっ！　希優さんのおっぱいは化け物か!?　あの明日香先輩すら上回るぼんきゅっぼんの弾けんばかりのわがままボディですよ、これは！

　こんな状じよう況きようで料理なんて無理すぎるし！

「ふふふっ。か～くんの抱だき心地ごこちさいこー♪　適度に引ひき締しまってて、でも肉つきすぎてゴツゴツもしてなくて。お姉さん的には百点満点をあげよう！」

「さわさわしなくでください！　し、仕事中！　仕事中ですよ！」

　振り向むきざま裏返った声で抗こう議ぎすると、予想通り、希優さんが実に底意地悪そうに、ニマニマしている。つーか顔近い近い。

「ん～？」

　じ～っと片方の瞳が、オレの目を覗のぞき込んでくる。ううっ、間近で見ると、ほんと美人だよなぁ、このひと。薄うすく化け粧しようもしていて、こと色気に関してはオレの知り合いの中では群を抜いている。

　ウェーブのかかった前まえ髪がみで軽く左目を隠かくすようにしているのは、目の焦しよう点てんが合っていないことを他人に不ふ審しんに思われないようにするためだろう。でもその髪かみ型がたは希優さんにとてもよく似合っていてこのひとの妖よう艶えんさを際きわ立だたせていた。

　って、意識すると、ますます顔が熱くなってくる。もうカッカッと内では火が焚たかれてるんじゃないかってぐらい。体感的には目の前の鉄板並。うあ～、今のオレ、ぜってー顔真っ赤なんだろうなぁ。

「ふふっ。いやぁ、か～くんって反応がいちいち可愛いよね～。弟属性あるよ、絶対。もうお姉さんはぁっ、お姉さんはぁっ!!」

　ってストップストップストップゥっ！

　なんで抱きつく力が上がってるんですか！　例のものも当然、余計に押おし付つけられてきていて……

　ただでさえ周囲の熱気でクラクラしてるわけで、正直、もう意識が朦もう朧ろうとしてきた。

「ほんとマジで勘かん弁べんしてください」

「あはは、ごめんごめん」

　オレが本気で泣きを入れると、パッとあっさりと希優さんは拘こう束そくを解いてくれる。

　この辺の距きよ離りの取り方が、このひとほんと絶ぜつ妙みように上う手まいよなぁ。見ての通り基本、滅め茶ちや苦茶馴なれ馴れしいひとなんだけど、声こわ色いろや口調、表情などから、ギリギリの線を見定めて、それ以上は踏ふみ込んでこない、きっちり撤てつ退たいできる空気の読めるひとでもあるんだよ。

















　まあ、だから余計にタチが悪いとも言えるんだけどな！

「そうそう、はいこれ。ちゃんと水分補給しないと脱だつ水すい症しよう状じようになっちゃうゾ」

「あっ……」

　目の前に差し出されたお茶の入ったペットボトルに、オレは呆あつ気けにとられる。そっか、こっちが本当の目的だったのか。

「ありがとうございます」

　礼と共にオレは受け取る。

　目が回るような忙いそがしさに水分補給するのをすっかり忘れてたぜ。希優さんだってオレ以上にくるくると動き回っていたのに、しっかり周り見てるよなぁ。たった二歳さいしか違わないけど、すっげえ大人だと感じる。

「にゅふふふ～♪　な～にぃ、アタシの顔じっと見て。あ～、惜おしいとか思ってるんでしょ～？」

　ニヤニヤと悪戯っぽくも艶を感じさせる微び笑しようとともに、むにゅ～っと両手で自らの胸を両側から圧あつ迫ぱくし、その巨乳をこれでもかと強調する希優さん。

　谷間が！　なんか谷間がすごいことにっ！

「お、思ってないです！」

　ごめんなさい、嘘うそです。正直ちょっとどころかかなり残念です。あ、あれがついさっきまでオレの背中に……ごくり。

　って今仕事中だし！　どうするんだよ、下半身のコレ!?

「それとも気になるのはこっちかな～？」

　希優さんは艶えん美びに微笑ほほえみつつ、エプロンの両りよう端たんをチョンっと指で摘つみ、すすすっとゆっくり裾すそを上げていく。

　ううっ、なんか見えそうで見えないギリギリのラインで止められると、その奥が気になって気になって仕方なくなってくる。

　水着だとわかっているのに！　さっきから何度も見ているはずなのに！

　思わずぐぐっと身体が前のめりになり──

　瞬間、希優さんの指がエプロンを離はなし、魅み惑わくの空間は完全に覆おおい隠される。

「あっはは。ほぉんと可愛いよねぇ、か～くんは♡」

　ううっ、完全に遊ばれているなぁ、オレ。

　ここ最近はずっと、こんな感じでバイト先のお姉さんにからかわれる日々を送るオレであった。





　時刻も二時を過ぎると、客足も落ち着いてくる。

　店内にはもはやお客はカップルが一組だけ。そのテーブルにも料理を提供し終え、ようやくスタッフにもちょっと遅おそめの、そして待ちに待った昼食の時間がやってくる。

「ご～はんだ、ごはん～だ～♪　さ～、た～べ～よ～♪」

　誰もが知っている有名な歌の曲調に乗せて即そつ興きようの歌を口ずさみつつ、希優さんが厨房へと戻ってくる。

　オレの腹もさっきからぎゅるぎゅると異様な唸うなり声ごえをあげている。厨房の一角ではヒゲもじゃの店長が、その容姿とは裏腹に器用な手つきでまかないの冷やし中華を準備していた。ひんやりしてて美お味いしそうだなぁ。今のオレなら三人前ぐらいペロリと平らげられそうだ。

「おっとお客様ご来店～♪」

　手に取った自分の分の皿を元の場所に戻し、希優さんはひらりと軽かろやかな足取りで店内へと逆ぎやく戻もどりする。その表情からはぜんぜん嫌いやそうな素そ振ぶりがまったく見えない。

　表面的には明るくオチャラケて見えるんだけど、実は仕事に対してすっげー真しん摯しなんだよなぁ、このひと。見習わないと。

「ってサヤ姉に聡さと里りじゃねえか」

　入ってきたのはオレの知り合いだった。

　ちょっと古ぼけた木造の店内にはあまりに不ふ釣つり合あいな豪ごう奢しやなブロンドの髪かみをポニーテールに結ゆい上あげているのがサヤ姉こと高たか尾お沙さ耶や。オレの従姉で、物心つく前から一いつ緒しよに育ってきた幼おさな馴な染じみである。

　その可か憐れんな見た目からは想像もつかないが、これでも世界でその名を知られた超ちよう天てん才さいだったりする。

　もう一人のキツネ耳を頭に付けたロリ系少女は高尾聡里。実は今はこの脳波で動くキツネ耳によって抑おさえているけれど、他人の心が勝手に流れ込んできてしまうという超ちよう能のう力りよく者だ。そのせいで親しん戚せき中をたらい回しにされたり、ある金持ちにその《力》を利用されそうになったりと、可愛い外見にそぐわずなかなかヘビーな過去を持つ女の子だ。

　まあ、今はサヤ姉に引き取られ、彼かの女じよの義理の妹として幸せに暮らしているんだけどな。血はまったくつながっていないけれど、姉し妹まい仲なかは極めて良く、義あ姉ねからは猫ねこっ可愛がりされている。

　聡里のスカートから伸のびるキツネの尻尾しつぽがパタパタと楽しそうに左右に揺れていた。海風に揺れているわけではなく、これも装着者の脳波を読み取って動くハイテクグッズだ。

「知り合いなら接客は任せた！　というわけで海原希優、食事休きゆう憩けい入りまーす」

「あっ、ずり！　っていうか勘弁してくださいよ。知り合い相手の接客なんておもちゃにされるのわかりきってるじゃないですか」

「そんなか～くんを肴さかなに食べるお昼ごはんはきっととても美お味いしいと思うの♡」

「なんてひとだっ！」

「それにしても二人ともグレード高いよね～。か～くんも隅すみに置けないなぁ」

　うふふっといやらしく目を細めて、希優さんがツンツンと肘ひじでオレの腹を突つっつく。

「そ、そんなんじゃないですよ、従姉妹いとこですって」

　一応、嘘は言ってないんだけど、どもってしまう。

　サヤ姉も聡里も、オレのことが異性として好き、らしいんだよなぁ。二人ともオレなんかにはもったいないぐらいの女の子なんだけど、オレにはすでに明日香先輩という意中のひとがいて……ほんとままならない。

「ふ～ん？」

　唇くちびるに人差し指を当て、希優さんが邪じや悪あくにその口元をゆがめていく。

　ゾクリ。あっ、なんかすっげーヤな予感。とりあえず急いでこの場を離……

「えいっ！」

　遅かったぁっ！　なんでいきなり顔に抱きついてくるのこのひとっ!?

　うっわ～、エプロン越ごしなのに滅め茶ちや苦く茶ちややわらけえええええ！　トクトクっと気持ち速い心臓の鼓こ動どうが伝わってくる。

　ああ、なんだろう？　この心の奥おく底そこからこみあげてくるなんとも言えない安心感と懐なつかしさは？　妙みように心が落ち着いていく。これはまだ生まれてまだ間もない頃の──

「んじゃ、が～んばってね～♡」

「え？」

　あっという間に夢見心地から覚める。いつものスキンシップからすると妙にあっさりとしてるような。抱きつかれた時間はせいぜい一～二秒といったところか。ちょっと物足りなさすら感じる。

　ってダメだろ、残念がってたら！　ただでさえ明日香先輩に女たらしとか女の敵とか言われてるんだからもっと毅き然ぜんと拒きよ否ひできるように……

「ふふふふふふふふふふふふふふふふ」

　地じ獄ごくの底から響くような笑い声とともに、ガシッと背後から肩かたを掴つかまれた。

　驚おどろき振り向くと、うすら寒い微笑を浮かべてなぜか厨房にまで踏み込んできていたサヤ姉がいて、さーっとオレの顔から血の気が引いていく。

　って、がんばれってこういうことかぁぁぁぁっ！

「カー坊、今、お昼休みよね？　ちょぉっと外でお話しましょ」

　いやあああ！　オレを店の外へと引きずっていこうとしないでっ!?

　なんか立ち上らせてる殺気が尋常じゃないんですけど！　こ、このままじゃオレ、マジで殺されかねないんじゃっ!?

　痛い痛い痛い！　肩が痛い！　爪つめが立ってる爪が立ってるーっ！

「まあまあ」

　と、オレの慌あわてふためきぶりに満足したのか、寸でのところで希優さんが止めに入ってくれた。

　ふう、助かったぜ。

　まあ、もともとはこの人の悪ふざけが原因なんだし、その責任をとってきっちり誤解を解いてもらわないとな。

「男の子がおっぱいに夢中になるのはサガみたいなもんだから大目に見てあげて、ね？」

　なんでさらに火に油をそそぎますかぁっ!?　よりにもよってサヤ姉のコンプレックスにクリティカルヒットですよ！　ちょっと洒落しやれになっていないんですけどぉっ!?

　おそるおそるサヤ姉の様子を伺うかがうと──

　そこには金こん色じきの修しゆ羅らがいた。

　ちなみに。

　店内には自らの胸を押さえて、

「胸なんて飾かざりだよ。カー兄エロいひとにはそれがわからないんだよ」

　とかなんとか呟つぶやいているキツネ耳少女がいたとかいなかったとか。





「うっわ～、憔しよう悴すいしてるね～」

「誰だれのせいだと思ってんですか！」

「あはは、ごめんごめん」

　ぱんっ！　と手を合わせテヘペロする希優さんに、オレは冷たい視線を送る。

　ぜんっぜん反省してないの丸わかりなんですけど、このひと。

　でもその仕草は年上なのに反則的に可愛かわいくて許したくなってしまう。ちくしょう、美人って卑ひ怯きようだ。

　あ～、しかしサヤ姉の説得に昼休み丸々使っちまった。休むどころか逆に余計に疲れちまったよ。昼飯も食いそこねたし、今日、最後まで体力持つかな、オレ。

「確かにちょぉっとやりすぎちゃったかも。でも……怒おこれてきちゃったんだから仕方ないよね」

「はい、何か言いました？」

「あ、ううん。なんでもない。よし！　じゃあお詫わびに胸揉もませてあげよう」

「もうやめて、オレのライフはゼロよ!?」

　なおも両りよう腕うででそのただでさえ凶きよう悪あくな凶きよう器きを寄せて上げて突きつけてくる希優さんに、オレは思わずキレ気味に突っ込む。

　いや、オレも男だから触りたいよ。滅め茶ちや苦く茶ちや触さわりたいけどさ。

「「じいいいいいいい」」

　思いっきりサヤ姉と聡里がこっち見てるってのにそんなことする勇気ねえっての。

　……イヤ、見ラレテナクテモ触ッタリシナイデスヨ？

「ひゅ～ひゅ～、熱い視線を注がれてますなぁ。あのブロンドの綺き麗れいな娘こ、ほんとは彼女なんでしょ～？　ほれほれ、お姉さんに白状してみ？」

「だから違ちがいますってば。その、えっと、オレが好きなひとは他にいるんです」

「えっ!?　じゃああのちっちゃいほう!?　いやぁ、いくらか～くんが高校生だからってさすがに犯罪……」

「だぁっ！　あっちでもないです！」

　そう、オレには好きなひとがいる。

　一つ年上の先せん輩ぱいで観かん田だ明日香というひとが。

　今ここにいないのはサヤ姉にハブられたとかそういうわけではなく、実は明日香先輩は夏休みに入ってからこっち喫きつ茶さかりおすとろでバイト中なのだ。

　オレたちの住んでいる街は小京都なんて呼ばれるぐらい古い街並みが多く、全国でも勇名な庭園があったり近場に温泉街もあったりして、けっこうな観光都市だったりする。そして夏休みと言えば観光シーズン、駅にも程ほど近ちかいかりおすとろは絶好のかき入れ時だった。

　いつもなら忙しい時は手伝ってくれる店長さんのお母さんがどうも腰こしを痛めたらしく長期戦線離り脱だつ。普ふ段だんお世話になっているから、と先輩は手伝いを買って出たらしい。

　おかげでこの一週間、先輩とは電話で声こそ聞かせてもらっているものの、直に顔を合わせる機会がなくて、ちょっといやかなり寂さびしい。

　まあ、明日はお互たがい休みなんで久しぶりに会えるんだけどな。

　にやにやしつつ、オレは携けい帯たいを操作し、一枚の写真を映し出だす。昨日メールで送ってもらったばかり、喫茶かりおすとろのウェイトレス姿の明日香先輩だ。うわあ、やっぱり先輩は何を着ても似合うなぁ。

「ふ～ん。そっか。本命……いるんだ。なんとなくいいなぁって思ってたのになぁ」





「ふいー、つっかれた～」

　閉店後の店内清せい掃そうを終え、オレは店の外で大きく伸びをする。

　忙しい時は集中していたこともあってあまり不快な感じはなかったんだけど、やっぱりサウナ並の熱気は容よう赦しやなく体力を奪うばうらしい。気が抜ぬけた瞬しゆん間かんに一気に疲ひ労ろうが押し寄よせてきていた。

　しかも今日はサヤ姉と聡里が来たせいでいつもの倍ぐらい疲つかれたぜ。バイト始めてから一週間、顔出さなかったからもう来ないもんだと思っていたのに。

　太陽はちょうど、遠く水平線の彼方かなたに沈しずみかけているところで、海をオレンジ色に染め上げていた。昼間は海水浴客でごった返していた砂すな浜はまも、今や人ひと影かげはまばらで寂せき寥りよう感かんを覚えずにはいられなかった。

「おっ、うぃーっす」

　こちらへと歩み寄ってくる見覚えのある少年に、オレは手を上げて挨あい拶さつする。

　海原優ゆう也やくん、希優さんの弟だった。理知的な、そしてちょっと神経質そうな感じでお姉さんとは正反対な印象。年は確かオレの二つ下で中学二年生……なんだけどすでにオレより背が高いんだよなぁ。はぁ。

「こんばんは」

　優也くんもこちらに気づき、ペコリと頭を下げる。礼れい儀ぎ正ただしいよなぁ。この辺も傍ぼう若じやく無ぶ人じんな希優さんとは似ても似つかない。

「お姉さんはまだ着き替がえ中じゃないかな」

「そうですか」

　頷うなずき、優也くんは携帯を取り出し、手早く慣れた手つきで指を動かす。多分、希優さんに店の前に着いたとかメールをしているのだろう。最近はけっこう物ぶつ騒そうな事件も多いし、また夏の海にはナンパ目的の男も多い。というわけでこうして優也くんが毎日、希優さんの送おくり迎むかえをしているのだ。

　姉に何かありましたら連れん絡らくください、とオレともすでに連れん絡らく先さきを交こう換かんしている。ちょっと心しん配ぱい性しようすぎるんじゃとは思ったけれど、まあ、希優さん美人だしな。

　ただ今日はいつもと大きく違う点が一つあって、彼かれの背に隠れるように、彼より一つ二つ年下っぽい女の子がおそるおそるこちらを見ていた。ちょっと大人しそうで地味な感じだけどけっこう可愛い娘だ。

「優也くんの彼女？」

　ニヤリと意地悪く笑って、オレは訊きく。まあ、ここ最近、彼のお姉さんにさんざんからかわれているのでこれぐらいの意い趣しゆ返しは許されるだろう。……多分、負の連れん鎖さとか負の伝統ってこうやって受うけ継つがれてくんだな。

　しかし、オレの思おも惑わくとは裏腹に優也くんはまったく狼狽うろたえた素そ振ぶりを見せず、女の子の背中を押して、ちょっと強ごう引いんに前に出す。

「妹の美み優ゆです。ほら、挨拶して」

「こ、こんばんはっ」

　めっちゃ緊きん張ちようしているのがわかる上うわ擦ずった声だった。そして挨拶するやまた優也くんの背中に隠れてしまう。

　な～んか怖こわがられてるなぁ、初対面なのに。ちょっと傷ついたかも。

「優也お待たせ～」

　と、そこに着替えを終えた希優さんが現れる。スラリと綺麗なおみ足をこれでもかと強調するショートジーンズに白のＴシャツというラフな格好で、おっぱいがたゆんたゆんと揺ゆれていた。あ、相変わらず凄え。ぐびっ。

「って、美優じゃん。どったの？」

　いつもはいない妹の姿に、希優さんは目を瞬またたかせる。

「今日友だちと遠出してて、帰りにお兄ちゃんと会ってそれで」

「そっかぁ。楽しかった？」

「うん」

　小さくはにかむように頷く美優ちゃん。さっきまでのおどおどした素振りは見えない。多分、人見知りするタチなんだろう。

「よし、んじゃ帰……」

　言いかけて、希優さんの表情が固まる。

　なんだ？　とその視線の先を追ってみると、夏の海には場ば違ちがいなビジネススーツに身を包つつんだ女性がこちらを見つめていた。長い黒くろ髪かみをストレートに伸ばした、理知的な雰ふん囲い気きを漂ただよわせた美女だ。

「こんばんは」

　美女が希優さんに歩み寄り、にっこりと微笑みながら挨拶する。そしてオレのほうにも振ふり向むいてペコリ。ばっちり化け粧しようを決めた顔は生まれながらの素質も手伝ってまさに妖よう艶えんという言葉が相応ふさわしく、眼鏡の奥に浮うかぶ微笑みも、大たい抵ていの男なら一発で蕩とろけさせられそうなぐらいなんだけど……なんだ、この違和感は？

「何の御ご用ようでしょう？」

　希優さんも明らかに表情を強こわ張ばらせていた。どんな迷めい惑わくな客にも一度として笑え顔がおを絶やすことがなかったこのひとが、だ。

「おとぼけを。決まってるじゃないですか」

「その話なら以前きっぱりと断らせていただいたはずです」

「ええ、そうでしたね。でも状じよう況きようが変わったと小耳にはさみまして」

　にぃっとスーツの女性がいやらしく口元を歪ゆがませる。こちらの様子をじっくりうかがいまとわりついてくる、まるで蛇へびのような気持ち悪い笑えみだった。声もなんかいかにも営業用に作った甘ったるい感じで、印象が悪い。

「っ！」

　希優さんの顔に隠かくし切れない嫌けん悪おと怒いかりが浮かぶ。おそらく触ふれられたくない話題だったのだろう。

　しかしその感情の炎ほのおはすぐに掻かき消え、代わりに何かを葛かつ藤とうするように視線をさまよわせる。

　そして──

「……ねえ、か～くん。ちょっと優也と美優の話し相手しててくれないかな？」

　懇こん願がんするように、オレの目を見つめてきた。その瞳ひとみは怖いぐらいに真しん剣けんで、そして妙に切せつ羽ぱ詰つまって見えた。いつもは飄ひよう々ひようとしていてつかみ所のないお姉さんなのに、今は見る影かげもないぐらいとても弱々しい。

「わかりました。ちゃんと見てればいいんですね」

「ありがと」

　希優さんはオレの答えにほっと安あん堵どした微笑を浮かべる。

　優也くんも美優ちゃんも、誰かが見てなくちゃいけないような年じゃない。つーか優也くんなんて二つ上のオレよりむしろしっかりしているとすら思えるぐらいだし。……言っててちょっと自分が情けなくなるけど。

　にもかかわらず希優さんがそんなことを言い出したのは、つまりこの女性との話を二人には聞かせたくないから、だ。万が一にも二人が盗ぬすみ聞ぎきなんかしないよう、オレに監かん視し役やくを頼たのんでいるのだ。

　ぶっちゃけかなりきな臭くさいし、希優さんは話を断るべきだとオレの勘かんも告げている。正直、そういう言葉が喉のど元もとまで出かかってはいる。

　とは言え、オレと希優さんの関係は所しよ詮せんただのバイト仲間だ。妹がいることだって今日初めて知った。そんなぜんぜん事情も知らないオレに、何が言えるってんだよ？

　オレにできることはせいぜい、彼女のお願いを忠実に遂すい行こうすることぐらいだ。

「それじゃあよろしくね」

　言い残して、希優さんとスーツの女性は店の裏手のほうへと歩いて行く。

　優也くんも美優ちゃんも、希優さんの言外の意思を読み取り、後を付いて行こうとはしなかった。残されたオレたちの間を妙に重苦しい空気が包む。

　話し相手をしてくれと言われたわけだけど、こんな雰囲気の中、何て声かけりゃいいんだよぉ!?

「あ、えと、美優ちゃんって可愛いよね！　将来はきっとお姉さんに似て美人になると思うよ、うん」

　とりあえず適当に思いついたことをオレは口にする。

　円えん滑かつなコミュニケーションの第一歩はまず相手を褒ほめることだ、とかなんとか親父おやじが言っていた。

　うん、即そつ興きようにしては悪くな──

「あたし、お姉ちゃんとは血が繋つながってないから似るわけないよ」

　──って最大級の地じ雷らい踏ふんでんじゃねえよ、オレーっ!?

　なんか美優ちゃんが、さらにどんよりと重たい空気まといはじめたじゃねえか！

　おいおい、どうするどうする!?　どうすりゃいいんだよぉ!?

「こらっ」

　優也くんが美優ちゃんの頭を乱暴に鷲わし掴づかみ、オレのほうに力づくで頭を下げさせる。

「すいません、妹が変なこと言って。反応に困りますよね」

「い、いや、オレもその、ごめんね。無神経なこと言って」

　それっきり言葉は途と切ぎれ、再び場を重たい沈ちん黙もくが支配する。

　ううっ、こういう空気すげえ苦手なんだよなぁ。っつっても今さっき大失敗したばかりだし、うかつに口を開くのは勇気がいりすぎる！

　しかし……希優さんの家って、けっこう複雑みたいだな。いやがおうにもある単語が頭をよぎる。まさか希優さんも……ってさすがに考え過ぎか。

「あの……」

「え？　あ、うん、なにかな？」

　優也くんの呼びかけに慌てて返事をする。やべ、自分の思考に没ぼつ頭とうしかけてた。今は希優さんのお願いを守って、二人と話すほうを優先しなくちゃ。

「えっと、その、職場での姉はどんな感じですか？」

　非常に心配そうに、優也くんが訊いてくる。見ればさっきまで一度としてオレと目を合わせようとしなかった美優ちゃんまでが、真剣そのものといった表情でオレを見上げていた。

「どんなって、ん～、すっごい有能だね。この店のエースだよ」

　お世辞抜きで、そう思う。

　一応、店には他に三人ほど、ウェイトレスさんがいるにはいる。でも希優さんの働きぶりはもはや別格とすら言っていい。一見オチャラケてサボってるようにしか見えないんだけど、手て際ぎわがめちゃくちゃいいから実際の仕事量はダントツだったりするのだ。

　さらに言えば集客力も。

　明日香先せん輩ぱい、サヤ姉、聡里とオレの知り合いにはけっこう美人が揃そろってるんだけど、希優さんもぜんぜん負けてない。しかも希優さんには上述の三人にはない人ひと懐なつっこい柔やわらかさがあるんだよなぁ。

　そんな愛あい想そとスタイル抜ばつ群ぐんの美人が浜はまで水着エプロンで客引きしててみ？　男ならこの店に来るしかないだろ。

　実際、店内の男どもの目はほぼすべて希優さんに釘くぎ付づけだ。注文する際もわざわざ希優さんが近くにくるのを待って、なんて客もオレが把は握あくしているだけでも相当数に上る。

　この店が浜で一番繁はん盛じようしているのはぶっちゃけあのひとのおかげだと言っても過言ではなかった。

「エース……ですか」

　しかし、優也くんの顔は浮かない。

　ふむ、普段の姿とか知っていると、世間の評価とのギャップがありすぎて信じられないのかも。オレも中学時代、サヤ姉が世界にも名を知られた超ちよう天てん才さいだとか、いまいちピンとこなかったからなぁ。身内ってのは案外そんなもんだ。

　……いや、違う、か。もっと深刻なものを感じる。いやがおうにも「状況が変わった」というスーツの女性の言葉が脳のう裏りをかすめた。

「優也くん。なにかトラブ……」

「おっ、優也くん。こんばんは。いつもお疲れ様さまー」

「おおーっ！　可愛い娘発見！　なになに優也くんの彼かの女じよーっ!?」

　黄色い声に、オレの声がかき消される。着替えを終え店から出てきたウェイトレスのお姉さんたちだった。確か大学生とか言ってたっけ。化粧も手て馴なれていて、オレと同年代の女子よりずいぶんと大人びて見える。

　お姉さん方は美優ちゃんに興きよう味み津しん々しんみたいで、矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせていく。

　ふう、まあ、お姉さん方のおかげで空気が一気にきゃぴきゃぴと明るくなったのは助かったぜ。けど……こりゃ改めて訊ける雰囲気じゃねえよなぁ。

「ただいま……」

　それからしばらくして、希優さんが戻もどってきた。すでに帰ったのかスーツの女性の姿はない。

　オレは思わず息を呑のむ。

　その表情は暗く憔悴しており、悲ひ壮そうさに満ちていて、オレの知っている希優さんとは、まるで別人のようだった。





　両親と夕食を食べ、風ふ呂ろに浸つかって疲れを癒いやし、二階の自分の部屋へと戻った頃ころには時計はもう二一時近くになっていた。さすがにこの時間にもなれば夏とはいえ窓の外はとっぷりと暗くなっている。

　どうにも悶もん々もんとした気持ちが、未いまだ心の中でくすぶっている。別わかれ際ぎわに見た希優さんの顔が脳裏を離はなれない。

　無理にでも訊いておくべきだったかなぁ？　いや、多分、そうしたところで教えてはもらえなかっただろうな。

「ふう……」

　溜ため息いきとともに天てん井じようを見上げる。

　ヒーローなんて御ご大たい層そうな呼ばれ方をしていても、所詮オレはごく普ふ通つうの高校生に過ぎない。目に留まる人すべてを救えるような本物じゃあ決してない。

　たった二つしか違わないけれど、希優さんはオレよりはるかに自立した大人の女性で、そして二つ下なのにオレよりよっぽどしっかりした弟もいる。今いま更さらオレごときがお節せつ介かい焼いたところでどうにかできるとは思えない。

　ったく、何にでも首を突っ込もうとするのはオレの悪い癖くせだな。

「……そうだ、オレはオレでやらなくちゃいけないことがあったんだっけ」

　慣れないバイトの日々に追われ、すっかり忘れていたぜ。他ひ人と様さまのことなんか気にしてる場合かよ。

　よし、思い立ったが吉きち日じつだな。早さつ速そくオレは本ほん棚だなから一冊の本を取り出す。

　内容は心的外傷トラウマについて。

　明日香先輩はもう予知夢を視なくなったとばっかり思っていたんだけど、実はまだ極ごく稀まれに視てしまうことがあると先日わかった。

　先輩の予知夢は心的外傷トラウマに起因するものだ。というわけで勉強しようと思って買っておいたのである。

　まあ、オレみたいな馬ば鹿かが頑がん張ばったところで超天才のサヤ姉には敵かなわないのだろうけれど、何かしらのヒントぐらいならオレでも見つけられるかもしれない。好きなひとのため、少しでも何かしたかった。

「なになに」

『心的外傷トラウマとは、肉体的あるいは精神的に受けた強い衝撃シヨツクが、長期間、心の傷となってしまうことを言う。これが精神に異常な状態を引き起こすまでになるとＰＴＳＤと呼ばれる状態になる』

　おー、なんかＰＴＳＤってのは聞いたことあるかも。過か酷こくな暴力にさらされ続けると、もう誰かの手を見ただけで、殴なぐられる恐きよう怖ふが蘇よみがえって身体がガタガタ震ふるえたりパニックに陥おちいったりするとか、なんかテレビの特集番組で見た記き憶おくがある。

　……《オーバーライン》の力ってのもそれに近いのかも、な。

『特に幼少時に親などから暴力による身体的虐ぎやく待たい、もしくは無視や育児放ほう棄き、行き過ぎた過保護と言った精神的な虐待を受けた場合、健常ならば幼児期に卒業するべき葛藤を消化できず、大人になっても引きずるケースがしばしば見受けられる』

　おっ、なんかこの辺、それっぽいな。

『本人は幼児期の体験を乗のり越こえたつもりでも、また全く忘れてしまった過去の体験であっても、何かの引き金で、突とつ如じよ、この心の中の子どもが暴れ出してしまう。このような時、往々にして彼らは思い込みからくる強迫観念に支配されており、他人の目からは常軌を逸したとしか思えない行動を繰り返す』

　子どもが暴れ出す、か。

　う～ん、このくだりはあんまりピンとこないなぁ。先輩にしてもサヤ姉にしても、凄すごい大人な感じするし。年下の聡里でさえ、もしかしてこいつ、オレよりしっかりしてね？　と思わされることしばしだし。

『学術的な言葉ではないが、しばしば彼らのような存在をアダルトチル──』

　た～たったた♪

「おっ」

　この着信音は！　オレは本を放って慌あわてて携帯を取り出し通話ボタンを押おす。

「もしもし。こんばんはです、先輩」

『うん、こんばんは、カーくん。バイトお疲れ様です』

　鈴すずの鳴るような綺麗で澄すみきった声が、オレの耳をくすぐる。一日ぶりでしかないのだけれど、凄く久しぶりに感じた。

　あ～、それにしても癒されるなぁ。先輩の声を聞くだけで今日一日の仕事の疲れも吹ふき飛とぶってもんだぜ。

「先輩はバイトお疲れ様でした」

　明日からは店長さんのお母さんが職場復帰するらしく、晴れて先輩はお役御ご免めんになるらしい。ううっ、先輩のウェイトレス姿、写真だけじゃなくて生で見たかった！

『ふふっ、ありがと～』

「あ、バイトといえば今日、サヤ姉と聡里が押しかけてきて大変だったんですよ」

『え～！　サヤさんたちだけずるいっ！　わたしも見たかったのに！』

「勘かん弁べんしてください。知り合いに働いているとこ見られるのって恥はずいんですよ～。特にオレ、まだまだだし、ヘマばっかりしてるし」

『君はなんにもわかってないなぁ。好きなひとが一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっている姿を見たくない乙女おとめなんていないんだぞ』

「はい？　あの、ちょっと声が小さすぎて聞き取れないんですけど」

『ふふっ、なぁいしょだよ～』

「またそれですか」

　先輩には見えないことはわかっていたけれど、オレはその場でがっくりと大きく肩かたを落とす。

　でたよ、先輩お得意のはぐらかし。柔らかいのに、いや、柔らかいこそ、かな。暖の簾れんに腕うで押おしを地で行く感じで、こうなったらこっちがいくら追及しても答えてくれた試ためしがないのだ。

『そんなことより、明日！　楽しみだね～』

「はい、やっぱり夏と言えばプールでしょ」

　先輩は今日でバイト終しゆう了りよう、オレも明日はバイトが休みということで、サヤ姉に信しん司じ、聡里の三人も加え、みんなで郊こう外がいにある大型レジャープールに遊びに行くことになっているのだ。

　まあ、先せん輩ぱいと二人っきりでってのも捨てがたくはあるんだけど、前回、それがバレて酷ひどい目にもあっているし今回はちょっと自じ粛しゆくである。また皆みんなと遊びたいってのもそれはそれでオレの偽いつわらざるところでもあった。

「オレ、スライダー大好きなんっすよー。あ～一年ぶりでワクワクしてきた」

『ス、スライダー!?　あれってすっごくこ、怖そうなんだけど……』

「え？　先輩、滑すべったことないんですか？」

『あ、う、いや、その……』

　しどろもどろになる先輩。

　あ～、しまった。

　人口五〇万人に満たない地方都市、レジャープールなんて近場にはそこしかない。というわけでこの辺りの人間はまず、大抵親に連れられてそこで遊んだ経験があるんだけど、明日香先輩は親と疎そ遠えんな関係にあったから……。

　不ふ吉きつな予知の《力》のせいで畏おそれられてもいたから、友だちと一いつ緒しよにってわけにもいかなかっただろうし。独りであんなところに遊びに行くのは痛いというか虚むなしくなるだけだろうし。

　今日はつくづく地じ雷らいを踏ふんでしまう日らしい。もっと察しろよ、オレ。今度、希優さんに空気を読むコツとか教えてもらおうかな。

『（ぴくっ）何か他の女のひとのこと考えてない？』

「え、うえ、うぇえええっ!?」

『図星、ね。ほんとカーくんは……』

　その後にどんな言葉が続くのか、気にはなったけれど聞かないほうが多分オレの精神衛生上いいんだろうな。

　しかし、なんでわかったんだろう？

　正直、オレなんかより、先輩の勘のほうがよっぽど冴さえているような気がしてならない。いや、先輩に限らず、オレの周りにいる女じよ性せい陣じんみんな。

　これがいわゆる女の勘ってやつか。それともオレが分かりやすすぎるだけとか？

『うーん、新しい水着買ったんだけど、カーくんには見せたくなくなってきたなぁ』

「そ、そんなっ!?」

　ってしまった！　思わず悲鳴を上げてしまった。しかも我ながらなんというか、この世の終わりのような情けない声だったような気がする。これじゃあオレに下心があるの丸わかりじゃないかぁっ！

　でも、電話口から漏もれてきたのは、意外にも楽しそうな笑い声だった。

『くすくす、残念だなぁ。自分で言うのもなんだけど、けっこう今年は頑張ったのに』

　な、何を頑張ったんだ!?

『あ～あ～、わたし、脱ぬいだらけっこう凄いんだけどなぁ』

　そ、それは田舎いなかで一度見て、知っています！

　知っているだけにまた拝みたいんだぁっ！

『でも、こぉんなえっちなひとが近くにいたんじゃ、危ないしやっぱりＴシャツずっと着てようかな～。黒で透すけないヤツ』

「い、意地悪しないでくださいよぉ」

『くすくす、そんなにわたしの新しい水着姿、見たいの？』

「そ、そりゃ、その、まあ」

『そっかそっか、う～ん、どうしよっかな～』

「う、ううっ」

　先輩のじらしがいい加減きつい。

　ここはオレの家のはずなのに、なんかすっごい身の置所がなくて困る。例えるならそう、片かた想おもいの彼女を家に呼んだらその娘こに似たアイドルの水着写真集があった、みたいな？

　それにしても先輩、出逢った頃と比べるとぜんぜん変わったよなぁ。声が電話越しでもわかるぐらい弾んでいる。本当に楽しそう。

　好きなひとに笑ってもらえるなら、ピエロになることも辞さない覚悟はあるけれど、さすがにこれ以上はドキドキしすぎてオレの心臓が持たない。とにかく沙さ汰たを下して欲ほしい。こんままじゃ生殺しすぎる！

「もう勘弁して下さいよ～」

『ふふっ、じゃ、それは明日のお楽しみってことで♡』

　ぷつ。つーつーつー。

　よりにもよってそこで切りやがりますか、先輩!?

　まったく……先輩はいつも卑ひ怯きようだ。

　思いっきりこっちの妄もう想そうを煽あおるだけ煽って。その上そんな蕩けるような甘あまったるい声でささやかれたら……

　はあ……今夜のオレは、かなり悶々とした夜を過ごすことになりそうだった。





「ごめんね、カー兄」

　オレの背中で、聡里が申し訳なさそうに謝あやまる。その息は荒あらく、吐と息いきが何度も連続でオレの首筋をくすぐる。

　オレとサヤ姉、聡里、そして信司の四人はじりじりと照りつける太陽によって焼けたアスファルトの上を駆け、明日香先輩との待ち合わせ場所である駅へと向かっていた。

　携けい帯たいに表示された時刻はすでに約束の時間を一分ほど過ぎていた。くそ、急がねえと。

「お前は何も悪くない」

　オレは力強く断言する。

　そう、聡里には何一つ非はない。むしろこいつは不平も漏らさず、限界まで頑張っていた。高校生でも運動神経のいい部類に入る他三人に付いて行くのは、元々身体のちんまい聡里には相当辛かったに違ちがいない。

　今だって背中ごしに早はや鐘がねのような心臓の音が伝わってくる。そんな健けな気げな彼女を一体誰だれが責められよう。

「悪いのはお前が無理をしてるって気づくのが遅れたオレと……こいつだ！」

「ぐえっ！　げほげほっ！」

　隣となりを走る信司が苦く悶もんの声とともに咳せき込んだ。オレがヤツの脇わき腹ばらに少々強めの肘ひじ打ちを叩たたきこんだせいだ。さっきまでけっこう思いっきり走っていただけに、けっこう効いたはずだ。

　まあ、いい気味だけどな。なにせこうなったのは全すべて、この馬鹿が女の色いろ香かに血迷ったせいなのだから。

　待ち合わせの時間にいつまで経たっても現れず、電話をかけたら「え？　いつの間にそんな時間に!?」とかのたまう体ていたらくである。

「し、仕方なかったんだぁ！　なんか印象がすっげえサヤさんに似てて、あんなブロンド美人に声かけられるなんて初めてで、俺おれは……俺はぁっ！」

　恥ずかしい言い訳を口走ってる変態はとりあえず無視。いや、気持ちはすっげえわかるけどさ、やっぱ日本人なら約束の時間守らなくちゃいけないだろ。

　オレだって明け方まで寝ねれなかったんだけど、それでも気合で起きたんだぞ。……まあ、嫌な予感に飛び起きたってのが正直なところなんだけど、な。

「あんたも男だったのねー」

　一人涼すずしげな顔で、そして口ぶりも冷ややかに、サヤ姉がしみじみと呟いている。

　でも、似てたとはいえ信司がサヤ姉以外に魅み了りようされるなんてのは、初めてな気がする。なんだかんだでサヤ姉一筋な男だったのに。よっぽどこいつの好みにドストライクな女の子だったのだろうか。

　……ただ、妙みように引っかかるんだよな。今朝から妙な胸むな騒さわぎが止まらないのだ。信司のヤツが普ふ段だんなら有り得ないことをしやがったせいだな、まったく。

　聡里を背せ負おっているから速度は出せないんだけど、それでも精せい一いつ杯ぱい待ち合わせ場所へとひたすら急ぐ。

　ひいひい言いながら坂を駆け上あがると、そこに明日香先輩がいた。

「はあはあ……えっ？」

　そのガラスのように透き通った硬質な美貌は、どこか壊こわれそうな脆もろさをはらんで見えた。

　風にたなびく黒くろ髪かみを押さえるその立ち姿は、あまりに儚はかなくて今にも消えてしまいそうだった。

　そして何より印象的で、初めて出逢った時、オレをどうしようもなく魅了した、憂いに満ちた瞳。

「明日香せん……ぱい？」

　我知らず、オレの声はかすれ、なぜか疑問形になっていた。

　そう、今、オレの目の前にいるのは間ま違ちがいなく、オレの片想いの相手、観田明日香先輩だ。白のワンピースに麦わら帽ぼう子しという涼しげながら清せい楚そさ溢あふれる格好は、少し前に田舎で見たのと同一だ。

　しかし、オレの呼びかけに振ふり向むいた先輩の表情には、まるで知らない人を見るかのような戸と惑まどいしかなく──

「……え？　あの、どちら様ですか？」

　その囁ささやくような言葉は、アブラゼミによるオーケストラの中でも強く耳に響ひびいた。


























ACT2

Trouble of Enchantress




　視界いっぱいにキラキラと光が舞まった。

　世界でアタシだけが見る残ざん酷こくで、だからこそ幻げん想そう的てきな光景。

　これらすべてが彼女の大切な記憶たち。

　それらが次々と空気に溶とけ消えていく。

　これぐらい、かな。そっとアタシは目ま蓋ぶたを閉じる。

「ど、どうしました？」

　少女が心配そうに声をかけてくる。自らが被ひ害がい者しやであることに気づかぬままに。

　アタシは、貴女あなたにいたわってもらえるような女じゃないの。

「って、あれ、どうしてわたし、こんなところに？」

「っ！　ごめんなさい」

　戸惑い気味にキョロキョロと周囲を確かく認にんし出だした彼女の姿にいたたまれず、アタシは逃にげるようにその場を後にした。








　明あ日す香か先輩の目は、明らかに他人を見るそれだった。

　オレたちが遅ち刻こくしたことに対するちょっとした仕返し……だったら良かったんだけど、そういう感じじゃ絶対にない。

「明日香先輩？」

　改めて名前を呼びつつオレが一歩足を踏み出すと、びくっと先輩がわずかに身体を硬こう直ちよくさせた。

　完全にこちらのことを警けい戒かいしていた。

　近づかないで、悲しそうな瞳ひとみがそう告げている。それでいてこちらが踏み止とどまると何か狂くるおしいほどの感情を押し殺ころすようにきゅっとその唇くちびるを噛かみ締しめる。

　強きよう烈れつな既き視し感かん。

　何かに絶望しているのに、どうしても希望を捨てられない。

　希望を抱いだきつつも、どこか絶望している。

　これじゃあまるで、初めて逢あったばかりの頃の先輩そのものじゃないか。

「あの、あなた方は？」

　その瞳が不ふ審しんそうに揺ゆれている。完全にオレたちのことを見知らぬ人間と認にん識しきしていた。

　まさかこれって……

「……記き憶おく喪そう失しつ？」

　サヤ姉もオレと同じ結論に至ったようだった。

　血相を変えてズカズカと先輩に歩み寄り、その胸むなぐらを掴つかむ。

「あなた、自分の名前は言える？」

「え？　あの……」

　突とつ然ぜんの事態についていけないみたいで、先輩はただただうろたえて怯おびえている。

「いいから答えて！」

「か、観かん田だ明日香……です」

　サヤ姉の剣けん幕まくに押し切きられた形で、先輩が口を開く。

　ほっ。とりあえず自分のことは覚えているっぽい。

　しかし、明らかにいつもの先輩でないことも確かだ。いったい何が起きたってんだ!?

「ふむ、全生活史健けん忘ぼうではない、か。ちょっと失礼するわよ」

「えっ!?　わきゃっ！　ちょっ！」

「ん～～～～、外傷はなし。ってことは心因性？　でもそんなはずは……」

「い、いきなりなにするんですか!?」

　当然のことながら、ぐちゃぐちゃにされた髪かみの毛けを整えつつ先輩は抗こう議ぎするわけだけど、サヤ姉はガン無視。そのまま空を見上げたかと思うと、人差し指だけが虚こ空くうに文字を刻むように忙せわしなく動き始めた。

　サヤ姉、完全に『思考時間』に入ったっぽいな。

　超天才ゆえの集中力の賜たま物ものとでも言うべきか。サヤ姉は時々、今みたいな感じで自分の思考に没ぼつ頭とうする時があるのだ。

　普段は暴力的だったり横暴だったりけっこう迷めい惑わくな従あ姉ねだけど、こういういざって時はほんと頼たよりになる。

「─────」

　時々、サヤ姉の口元が小さく動く。誰に言うでもない、不意に思考から漏れた独り言の類だろう。そのほとんどは凡ぼん人じんのオレには意味不明な代しろ物ものだったのだけど、その中にたった一つだけ、聞き覚えのある単語があった。

　そう、ごく最近に耳にした、とても聞きき逃のがせない不吉な単語だ。オレは背筋が戦せん慄りつに震えるのを止められなかった。





　本来の予定ではこの後バスに乗って郊外の市営大型プール施し設せつに向かいみんなで遊ぶ予定だったのだけど、もはやそれどころではなかった。

　不審がる先輩を半ば強ごう引いんに説とき伏ふせて近くのファミレスに連れ込む。サヤ姉と聡さと里りがいてくれて助かった。オレと信しん司じだけだとナンパ目的とか思われてさすがに拒きよ否ひされていただろう。

　ファミレスはまだ昼までには時間があるからか客の姿はほとんどなく、がらんとしていた。とりあえず窓まど際ぎわのテーブル席を陣じん取どり、人数分のドリンクバーを注文する。

　その後はお互たがいの自己紹しよう介かいと、質疑応答が続く。そうして聞き出した情報をまとめると、先輩は自分の名前や生年月日、家族構成や住所、電話番号などはすらすらと言えたんだけど、ただ……今の自分を中学三年生だと認識していた。

　そう、つまり今の先輩は、オレたちと出会う以前の先輩だったのだ。

「二〇一一年……」

　烏龍ウーロン茶ちやを一口すすり一息ついた後、先輩は半信半疑という面おも持もちでつぶやく。自意識はけっこうしっかりしているしあまり実感が湧わかないのだろう。ただ、秋深まり冬の足音が聞こえ始めた頃から、いきなり真夏の世界に放ほうり出されては、先輩も記憶の欠落を認めざるを得ないようだった。

「みなさんはわたしのお友だち……なんですよね？」

　どこか自信なさげに確認してくる。

　二年前の心境が垣かい間ま見みえて、胸が締め付つけられた。

　この頃ころの先輩は、ずっと独りだったんだ。そしてこれからもずっと独りだって思い込んでいる。

　そんなことないんだって教えてあげたい。

　あっ、そうだ。

「先輩、ほら、これ見て」

　オレは携帯を操作して、一ヶか月げつちょっと前にオレの田舎で撮とった写真を表示させる。先輩がサヤ姉や聡里と水着で戯たわむれている、オレの秘蔵の一枚だ。

「ほ～、ずいぶんと楽しそうじゃないか」

　隣に座すわる信司もオレの肩に手を置き、携帯を覗のぞき込んでくる。

　記憶がないと写真を見ても実感とか湧かないかもしれないけれど、それでもオレたちが仲良しなんだってことぐらいは伝わったと思う。

　さらに信司が馴なれ馴れしくオレの首にその腕うでを絡からみつかせてくる。おいおい、オレとお前の仲なんかアピールする必要ねえだろうが。さすがにそれは暑苦し……

「俺を仲間外れにして……なっ！」

　……あれ？　そう言えばこいつ、この時、いなかったかも。

「な・ん・でっ！　いつもお前ばっかいい目見てんだよ!?」

「ぐえっ！」

「こんな美少女三人の生水着鑑かん賞しようとか、なぜ俺を呼ばなかった!?」

「と、突然決まって……」

「つまり、ラッキースケベかこの野や郎ろう！」

「ぎ、ぎ、ぎぶ、ぎ……」

　締まってる締まってる。

　ちょっ!?　これ以上はマジヤバイって！　声も出せねえぐらい締まってるって！　信司てめえ、マジでオレを殺すか!?

　っていうかこんなコトしてる場合じゃないってのに！　信司のヤツ、今がどういう状じよう況きようかわかってんのか!?

「ぷっ。くすくすくす」

　不意に笑い声が零こぼれ落おちた。

　醜みにくく言い争うオレたちを見て、先輩がおかしそうに口元を押さえている。

「おら、観田先輩に笑われちまったじゃねえか」

　これ見よがしに信司は悪態をつきつつ、しかしオレにだけわかるようにこっそりと目配せを寄よ越こしてくる。

　あっ、そう言えば今日、先輩が笑うの初めて見たかも。

　そうだよ。今の先輩にとってオレたちは知らないひとなんだ。赤の他人にわけもわからず囲まれた状況じゃ、そりゃ緊きん張ちようするよな。

　信司のヤツ、その辺察してフザケてみせたのか？　信司のこういう気き遣づかいができるところ、素す直なおに羨うらやましいと思う。

　でも、首を本気で締めるのはやりすぎだろ。

「あ、ごめんなさい。笑ったりなんかして」

　皆の視線が集まり、恥ずかしそうに頬ほおを染めながらうつむく先輩。

　……謝ったりしなくていいのに。

「はいはい、おふざけはそろそろお終しまいにしてね」

　引いん率そつの先生よろしくパンパンっと手を叩いて、サヤ姉が場を仕切る。

　そうだな。さっきのやりとりは先輩の緊張をほぐすって意味で無む駄だではないというかむしろ有益な行動だったと思うけれど、あんまりお気楽に構えていられる状況では決してない。

「明日香の状態もだいたいわかったし、これ以上、ここであ～だこ～だ言ってても埒らちがあかないわ。とりあえず病院へ行きましょう。……ま、あたしの予想が正しければこれで事態が好転するとは思えないんだけど、ね」





　本来ならいろいろ手続きとかで時間がかかるんだろうけど、その辺はサヤ姉がコネを使って実にスピーディに行われた。それでも病院での検査が終わる頃ころにはすでに日もとっぷり暮れ、外は真っ暗になっていた。

　夜よる遅おそいということもあってサヤ姉の秘書の涼すず原はらさんが車で迎むかえに来てくれたので、それに乗ってオレたちは帰路に就くことになった。

　涼原さんの愛車はまん丸で一ひと際きわ大きなライトがトレードマークの、女性好きしそうな愛あい嬌きようのある白のミニバンだ。

　リアシートの後ろにはどんっ！　とオレごときには判別のつかない機材がダンボールに詰つめ込まれ鎮ちん座ざしている。当然、捨て置いていくわけにもいかず、その下に収納されている三列目シートはちょっと取り出せそうになかった。

　助手席では信司が、先さき程ほどからずっとぶちぶちと悪態をついている。

「ダメでしょ、これ？　道交法違い反はんでしょ絶対」

「厳密には違反かもしれませんが、一応、この車の乗車定員は七名ですし、聡里ちゃんは見た目一二歳さい未満です。多分、大目に見てもらえるでしょう」

　ハンドルを操あやつりながら、あっけらかんと涼原さんが答える。きっちりしているようでいて、実はアバウトなひとらしい。確かにそうでもないと、全てが規格外のサヤ姉の秘書なんてやってられないか。真面目まじめなだけのひとなら絶対に胃に穴が開いている。

　と、言う訳で。

　後部座席にはオレを含ふくめた四人がぎゅうぎゅう詰めになっていた。オレが真ん中で、右みぎ隣どなりにはサヤ姉、左ひだり隣どなりには明日香先せん輩ぱい、そしてオレの脚の間にはちょこんと聡里が座っている。

　もちろん、良い子は絶対に真ま似ねしちゃいけないゾ！

　狭せまい車内、触ふれ合あった肩からは年上女性二人の体温がはっきりと伝わってくるわ、ちょうどオレの鼻先にある聡里の髪の毛からはすっごくいい匂においがするわ、とんでもない状況にもう頭がクラクラだ。

　し、しかもですよ。

「お、おい、聡里。あんま動かないでくれ」

　そこでもぞもぞされるとだな、オレのナニかがこすれるんだよ！　断じて、そう断じてオレはロリコンではないんだけれども、そのあたりを刺し激げきされると、生理現象としてどうしても反応してしまうんだよっ！　男って生き物は！

　もし、もし実際にそんなことになったら切腹物もいいところである。男の尊厳にかけて是ぜが非ひでも回かい避ひしなくてはならない事態だった。

「わかった」

「っておおい!?　なぜに余計に身体を押おし付けてくる!?」

「？　深く座ったほうが揺れないでしょ？」

　きょとんとした顔で聡里が答える。ああっ、その無む垢くな瞳が自分の汚よごれ具ぐ合あいを余計に自覚させてくれてイタい！

　しかも聡里のヤツ、楽しそうにしっぽバタバタさせちゃってるし。ほんと無む邪じや気きだなぁ。

「ちくしょう、不公平だ、やってらんねえ！　なんで、なんでこいつばっかり！　爆ばく発はつしろ爆発しろ爆発しろ爆発しろ……」

　血けつ涙るいとともに自らの背もたれをボスボスと怨えん嗟さを込めて殴なぐり続ける信司がリアルに怖こわいです。すでに呪のろいの域に達しているぞ、これ。

「あーもう！　信司うるさい！」

「うぐっ……はい」

　さすがに崇すう拝はいするサヤ姉の一いつ喝かつに、渋しぶ々しぶといった体で信司は押し黙だまる。とは言え全然納なつ得とくはしていなさそうだ。後部座席を睨にらむその目には、明らかに殺意が灯ともっているし！

　お、オレだって好きでこうなったわけじゃないっての！　いや、とても口にはできないけれどさ。

　ちなみに信司の隣では小さくほっと涼原さんが安あん堵どの息をついてたりした。まあ、横で自分の愛車のシート殴られたり爆発しろとか連呼されるのは、そりゃ嫌に違いない。

　んんっとわざとらしい咳せき払ばらいとともに、サヤ姉が親指を折り曲げ四本の指を立てて見せる。

「さて、人が記憶喪失に陥おちいる原因は概おおむね四通りあるの。うち、外傷によるもの、病気によるもの、薬物によるもの、この三つに関しては病院の検査結果を見る限り可能性はほぼゼロ。よって最後の一つじゃないかというのが医者の診しん断だん」

「とりあえず外傷がないのは何よりだよな」

　記憶喪失というとやっぱり頭の怪け我がを連想するけれど、これがけっこう危ないのだ。頭を強打してしばらくは元気だったのにある日ぽっくり、なんてケースが少なからずある。先せん輩ぱいにそういう心配がないというのは不幸中の幸いだった。

















「で、最後の一つは？」

「ストレス。それも記き憶おくを封ふう印いんしないと心が壊れるってほどの」

「……はい？」

　サヤ姉の言葉に、オレは思わずマヌケな声を上げ、ついで視線を先輩に移す。

　うん、やっぱり先輩ってすっげえ綺き麗れいだよな。

　今の先輩はまさに、オレが一ひと目め惚ぼれした頃そのままだ。儚くて、今にも消えてしまいそうで、そんな桜のような美しさが漂ただよっている。

　でも……。

　オレは携帯の画面にさっきの田舎での写真を再度映し出す。先程のオレと信司のどつき漫まん才ざいに先輩は笑ってこそくれたけれど、うん、やっぱりぜんぜん違う。

　だって写真の先輩は弾けんばかりの笑え顔がおを浮うかべていて、心から嬉うれしそうだというのがありありと伝わってくるんだ。

　初めて逢った頃より何倍も何倍も華はなやかで魅み力りよく的てきな笑顔を浮かべてくれるようになったんだ。

「それは、ないだろ」

「そうね、実はあたしもこれは違うと思ってる」

　オレの言葉に、サヤ姉も同意してくれる。

　こんな風に笑えるようになった先輩が、オレたちとの今までを、記憶を全て心の奥おく底そこに仕し舞まい込まわなければ心が壊れるというほど忌いまわしいと思っていたなんて、そんなこと絶対に有り得ないと断言できる。

「でも、それじゃあ四つのどれにも当てはまらないことになりますよね？」

　話を聞いていた信司が、確認するようにサヤ姉に問いかける。

　ん？　ああ、そうか。

　そういえばこいつ、聡里の一件にはほとんど関かかわってなかったし、委員長の一件の時にはハメられて留置場に入れられてたんだっけ。

　だが、オレは知っている。

　世の常識とはかけ離はなれた力を持った人たちがいることを。

《オーバーライン》の存在を。





「あっ、もしもし、先輩。おはようございます」

『お、おはようございます。あなたは……』

「今、家の前に来てるんですけど」

『ええっ!?』

　二階の一室のカーテンがわずかに開き、隙すき間まから先輩の顔が覗く。でも、オレと目が合うと、照れたように顔を赤らめすぐに天の岩戸を閉じてしまった。

『な、ななな、なんでいるんですかっ!?』

　電話越ごしに随ずい分ぶんと慌あわてた声が漏もれてくる。

　あ～、女のひとって寝ね起おきの姿を見られるの嫌がるって言うしなぁ。ちょっと先走りすぎたかも。でも、やっぱり──

「その、心配だったもので」

　昨日は先輩も突然の事態にいろいろと混乱していたし、病院での立て続けの検査に疲ひ労ろうの色も濃こかった。詳くわしい話はとりあえず後日ということで先輩を家まで送ってそのままお開きとなったのだ。

　オレとしては明日香先輩は前回の刺し傷しよう事件の時同様、サヤ姉の家で寝ね泊とまりして欲しかったんだけど、強く固辞されてしまった。

　今の先輩にとって、オレたちはまったく見知らぬ他人なわけで、断られるのも当然と言えば当然だった。

　先輩の記憶喪失の原因がもし《オーバーライン》の手によるものだったとしたら、また先輩が何か危害を加えられるんじゃないか？　そういう不安は拭ぬぐえないけれど、だからってその確証があるわけじゃないしなぁ。身体的な危害が加えられた形跡もなかったし。それでずっと身み柄がらを拘こう束そくする、というわけにも現実いかなかった。

　一応、サヤ姉がいつも贔ひい屓きにしている探たん偵ていに、先輩の監かん視しと護衛をこっそりお願いしてくれてはいる。でもやっぱりそれでも安否がめちゃくちゃ気になり、こうしてバイト前に一目だけでも先輩の様子を見に来たってわけだ。

『……わたしとあなたって、ずいぶんと仲良かったんですね』

「な、何か思い出したんですか!?」

『いえ、何も。ただ、携帯にあなたのこと、カーくんって愛あい称しようで登録されてたから。しかも後ろにハートマークまで付いていますし』

「えええっ!?　ま、マジですか!?」

　う、うわああっ！　ど、どういうことだ、どういうことだ!?

　心臓が一気にバクバクとアップし始めたぞ。冷静になれ、オレ。ふ、普ふ通つうに考えると、やっぱり先輩ってオレのこと好きだったってこと、だよな？

「え、え～っと、それってどういう？」

『わたしに聞かれても困ります』

「で、ですよねー」

　も、もどかしいっ！

　聞きたい！　もう今すぐハートマークの理由が聞きたいのにーっ！　ご馳ち走そうを目の前にしながらおあずけ食くらった犬の心境だよ！　この昂たかぶりを、オレはどうしたらいいんだぁっ!?

『本当に……何もかもがわからないです。なんでわたしなんかにこんなにいっぱいの友だちがいるのか、なんでわたしはあの写真のように笑えていたのか、そして……あなた方にどう接すればいいのかも』

「あっ……」

　先輩の言葉に、一気に熱が冷めた。

　何をオレは脳天気に浮かれているんだよ。

　オレの脳のう裏りをよぎるのは、少し前に先輩が語ってくれた言葉。

『わたしね、ずっとずっと自分のことが嫌きらいだった。大っ嫌いだった。仕方がないよね。だってみんながわたしを嫌うんだもの。親兄弟、クラスメート、みんなみんな……』

　今ここにいるのは、オレのよく知っている高校二年生の明日香先輩じゃなくて、いきなり『未来の世界』に飛ばされて独り心細い想いを抱えている中学三年生の女の子なんだ。

「飾かざらず、思ったとおりに振る舞えば、いいと思いますよ。大だい丈じよう夫ぶ、オレたちみんな明日香先輩のこと好きっすから。愛あい想そ尽つかすとか絶対ありませんから」

　オレをどう思っているかも気になるけど、まずはその不安を取り除いてあげることのほうがよっぽど先決だろ。

『す……き……？　わたしのことが？』

　かすれた声で先輩はオレの言葉を反はん芻すうする。

　ずっとずっと孤こ独どくの中を過ごしてきたんだ。そりゃすぐには信じられるわけないよな。

「はい、好きですよ」

　だから繰くり返かえす。しれっと。でも力強く。

　内心めっちゃ恥はずかしいけれど、もう顔から火が出そうなくらいこっ恥ずかしいけれど。

　オレみたいな馬ば鹿かには、婉えん曲きよくで想いを伝えるなんて器用な真似はできないから。

　相手の心に届くのは、やっぱり心からの言葉だけだと思うから。

『～～～～っ！　ふ、ふ～ん、そ、そうやっていつも女の子を口説いているんですね？』

「あれぇっ!?」

　なんかオレの想定からは明後日の方向に話が飛んでってません？

『ど、どうせサヤさんや聡里ちゃんにもおんなじようなこと言ってるんでしょう？』

「そ、そんなことは……」

　ないと言いかけて、よくよく思い返してみると、聡里に対しては『大切にしたい。幸せになってほしい』って言葉にはしてないけれど想いを伝えてるし、サヤ姉にも『誰より信用できる、世界で一番頼りになる、自じ慢まんの従あ姉ね』とか言った覚えが……。

「わたし知ってるんですから。他にも大人っぽい綺麗なひとともイチャイチャしてますよね？　記憶を失う前のわたしがどうだったか知りませんけれど、わたしはそういう女の人にだらしない男性は好きじゃありませんから」

「いいいいいっ!?」

　大人っぽい綺麗なひとって……希き優ゆさんか!?

　あああっ！　またか！　またなのか！　記憶を失ってしまった先輩にもオレは女たらしと誤解される運命なのか!?

「ち、違ちがいますって。あのひとはそうい……」

　弁解の言葉を述べかけて、気づく。

　なんで先輩が希優さんのことを知っているんだ？

　先輩は記憶を失う前を含めて、希優さんとは一度だって会ったことがないんだぞ。

　サヤ姉や聡里が教えた？　いや、それはない。昨日はそれどころじゃなかったし、記憶を失う前日の電話、先輩はサヤ姉がオレのバイト先に遊びに来たこと自体知らなかったじゃないか。つまりメールなども送られていないはず。

　普通なら絶対に知っているはずのない情報だった。

　しかし、すぐにオレは理由に思い至る。

　そう……だった。

　今ここにいるのは、オレのよく知っている高校二年生の先輩じゃなくて、中学三年生の頃の先輩だ。

　今の先輩は……『絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス』なんだ。





　お昼時の海の家はまさしく戦場だ。

　正直バイトなんてしていられる心境じゃなかったけれど、だからってシフトに穴を開けるわけにもいかなかった。付き合いは短いが、希優さんをはじめいろいろお世話になった人たちに迷惑はかけられない。

　とは言え、ぐるぐると頭の中は先輩のことばかりが巡めぐり巡っている。

　学校ではずっと生徒たちから忌み畏おそれられ、予知夢を巡る騒そう動どうでは玉野に襲おそわれ、縁えん日にちでは委員長に狙ねらわれ、そして今度は記憶を失ってまた《夢》を視みだして……なんでいつも先輩ばっかり酷ひどい目に遭あうんだよ。

　先輩がいったい何をしたってんだ。

　そりゃあちょっと小こ悪あく魔まなところがあるけどさ、自分が怖がられるのも構わず赤の他人を不幸から救おうってするぐらい善い人じゃないか。

　神様ってのは本当に不公平だ。

「なんか、怖い顔してるね」

「え？」

「おつかれ。はい、お茶」

　目の前に差し出されるペットボトルに、既き視し感かんがかすめる。ただ記憶と違うのは、希優さんの表情が曇くもっていること。

　受け取りつつ時計を見ると、いつの間にか短針が二時を過ぎていた。客足も鈍にぶり、店内は潮が引いたようにがらんとしている。

「何か心配事？　今日、ぜんぜん集中できていなかったよね？」

「す、すいません」

　確かに言われたとおり、オレはどこか上の空だった。仕事中は仕事に、って頭ではわかっているんだけど、迷惑はかけられないって思ってはいたんだけれど、結局いつもより数倍ミスを連発していた。

「何か心に溜ためてるものがあるならお姉さんに言ってみ？　愚ぐ痴ち吐はくだけでもけっこう心が軽くなるもんだよ」

「ありがとうございます。でもそれ、希優さんにも言えますよね？」

「あいた～、これは痛いところ突つかれたかな」

　希優さんも、今日はオレと同じく動きに精彩を欠いていた。オレみたいにミスこそしていなかったけど、なんていうか人並みの働きぶりだった。いつもなら三人分ぐらいの働きぶりを見せるこのひとが、だ。

　なによりも、その表情から明るい笑顔がなくなってしまっている。それに引きづられるように、店内も灯ひが消えたように雰ふん囲い気きが暗くよどんでしまっていた。

　このひとの身にも何かあったのは明らかだった。

「ははっ、アタシのはおいそれと人に言う訳にはいかないこと、だから。ただ今はね、無む性しように誰だれかの役に立つことがしたいの。それで何かが許されるわけでも、アタシの罪が消えるわけでもないのはわかっているけれど……ね」

　希優さんが自じ嘲ちよう気味に笑う。このひとには、あまりにも似合わない笑い方だった。

　理由にはすぐに思い至った。一昨日、訪ねてきたスーツの女性。彼かの女じよと会ってから明らかに希優さんの様子は変だった。それをまだ引きずっているんだろう。

　いったい何が、と思わないでもないけれど、多分、本人が言っているようにオレごときには教えていいことではないんだろうな。

「じゃあお言葉に甘あまえさせてもらいます、ね」

　今日も結局、調子が悪いってのに希優さんにはなんだかんだとオレのフォローさせてしまったからなぁ。迷惑をかけまくった理由ぐらい話しておくべきだろう。それで希優さんの心が少しでも軽くなるなら、とも思うし。

「前にその、片かた想おもいのひとがいるって教えたことありましたよね？」

「ああ、そういえばそういうこと、言ってたねー」

「実はそのひとが記き憶おく喪そう失しつになってしまいまして」

「えっ!?」

　驚きよう愕がくを顔に張り付かせ、希優さんの表情が固まる。

「いわゆる『ここはどこ？　私は誰？』ってヤツじゃなくて。そういうことはしっかり覚えていたんですけれど、この二年間ぐらいの記憶だけ、すっぽりと抜ぬけ落ちちゃってて……」

「へ、へえ」

　なんと答えていいのかわからないのか、希優さんが瞳を左右に忙せわしくさまよわせる。

　まあ、いきなり記憶喪失とか言われても反応に困るよなぁ。相談ということで多少心構えはしていても予想外もいいところだろうし。実際、今ならともかく中学時代のオレがこんな話されたらまず嘘うそか本当かを疑っていただろう。

「まさか……そんなことって……」

　うわ言のようにかすれた声で、希優さんがぼそぼそと何かをつぶやく。元々、今日はあまり顔色がいいとは言えなかったけれど、一気に悪化した感じがする。

　少し様子が気にはなったけれど、オレは話を続ける。

「オレがそのひとに逢あったのは今年の春からで、だから、そのひと、オレのこと完全に忘れちゃってて……」

　思わず目め頭がしらが熱くなった。男のくせして情けないと思うけれど、一度噴ふき上あがった感情は容易には収まってくれない。

　大好きなひとに自分のことを忘れられるのは、やっぱりすげえ痛い。

　春の陽ひ射ざしのように暖かな眼まな差ざしで、オレを見てくれなくなったのが辛つらい。

　親しみのこもった甘く柔やわらかな声で、オレに話しかけてくれなくなったのが苦しい。

　そして──

「そのひと、ちょっと特別な環かん境きようのせいでずっと独りで寂さびしい想いをしてきて、最近、そうほんと最近になって、ようやく笑ってくれるようになったんですよ」

　明日香先輩の心からの笑顔が見れなくなったのが、何より悲しい。

　変えられない未来に絶望し、誰かの不幸を防ごうと必死になって、なのに結局、そのせいで人から忌み嫌われて。

　やっと、やっと解放された……はずなのに……。

「自分で言うのも何ですけど、オレ、いや、オレたちと出で逢あって、そのひとは変わったんです。なのにそれらが全部、泡あわのように消えちゃうなんて……あまりにも酷すぎる」

　二度と、もう二度と、あんな何もかもを諦あきらめたような笑い方、させたくなかったのに。

「は、はは……ははは……」

　乾かわいた笑い声が、希優さんの口から零れ落ちた。

　本来なら、オレは怒おこるべき状況だった。人が真しん剣けんに話しているのに笑うのはあんまりにも失礼だろうって。

　でも、そんな気にはまるでなれなかった。

　だって希優さんの笑えみはあまりにも虚うつろで、そして後こう悔かいに満ちていた。

「そんな……そんな大切なものを、アタシは……」

　ドクンっとオレの心臓がひときわ強く脈打つ。

　唐とう突とつに脳裏をよぎるのは、先輩のことを話すきっかけにもなった、希優さんの「罪つみ滅ほろぼし」という言葉。

　それの意味するところは、すでに希優さんは罪を背せ負おっているということだ。

　じゃあその罪とは？　答えは、すでに出ている。

　でも、これ以上考えたくなかった。

　オレが馬鹿だから、なんか勘かん違ちがいしてるだけだ。そんなことない、そんなことないって思い込みたいのに。

　いつも現実はオレたちに厳しい。

「ごめんね、か～くん。君の大好きなひとの記憶を奪うばったの、アタシなんだ……」

















ACT3

Trouble of Enchantress




　こんな偶ぐう然ぜんがあっていいのだろうか。

　アタシが記憶を消したのがまさかか～くんの好きなひとだったなんて。

　長い人生の、たった半年だけだからと自分に言い聞かせていたのに。

　これぐらいならきっとすぐ日常に戻れるって言い聞かせていたのに。

　そんなにかけがえのない記も憶のだったなんて。

　は……ははは……。

　優ゆう也やが言ってたっけ。

　天てん網もう恢かい々かい疎そにして漏らさず。

　やっぱり神様って、いるんだね。

　悪いことなんて、やっぱりできないんだね。

　そう、だから──

　罪を犯おかしたアタシは罰ばつを受けねばならない。








「き、君をからかっているとか、そういうつもりは断じてなくて、えっと、多分、信じてはくれないと思うけれど、その、アタシはひとの記憶を消すことができるの」

　どう話せばいいのかわからないと言った体で希き優ゆさんがたどたどしく告げる。

　そう、さっきと同じように普通なら怒るべき場面だ。ひとが深刻に悩なやんでいるっていうのに何ふざけたこと言ってるんだよって。時と場合を考えろよって。

　だけど、オレはもう知っている。

　人知を超こえた《力》がこの街にはびこっていることを。

「いや、信じますよ」

「え？」

「不可思議な《力》持ってるのが知り合いに何人かいまして、ね」

　努めて落ち着いた声で言う。でもそれでもちょっと声震ふるえてたかも、な。

「で、なんでせんぱ……いえ、話は仕事が終わってからにしましょうか」

　最後は早口で言い捨てて、オレは慌てて希優さんから背を向けた。

　やばかった。今、かなりやばかった。怒ど鳴なりかけた。

　希優さんにだっていろいろ事情があるんだろうと、頭にぎりぎり残っていた冷静な部分がささやく。ああ、何かあるんだろうさ。でも、感情ってのは理り屈くつじゃない！

　心の中にドス黒い怒いかりと暴力的な衝しよう動どうが、ごうごうと燃え盛っている。食いしばった歯と、握にぎり締しめた右拳こぶしが痛い。今、少しでも気に入らないことを口にされたら、オレは自分を抑おさえていられる自信がない。

「……わかった」

　背中越しに希優さんの声が届き、足音がオレから離れていく。おそらくウェイトレスの仕事に戻ったのだろう。

「ふ～～～～～」

　肺の中の空気をすべて吐はき出だすがごとく、オレは長い長い溜ため息いきを吐く。

　多分、これで良かったはずだ。

　そりゃ本音を言えば今すぐにでも問とい質ただしたいけど、さ。

　オレだけで訊きくべき話でもない。携けい帯たいから要件だけをしたためたメールを送る。話を聞き分ぶん析せきするのは馬オ鹿レより天才サヤ姉の役目だ。

　オレが聞いた話をまたサヤ姉に、っていうのは伝言ゲームみたいにどうしても情報が抜け落おちてしまう。そのちょっとした齟そ齬ごに問題解決のための重要なキーがあった、なんてことになったら笑えない。

　あ～、くそ！　でもやっぱりめっちゃくちゃ気になるっ！

　というわけでさすがにその後はぜんぜん仕事に集中できなくて、午前中に引き続きミス連発して周りのひとに迷めい惑わくかけまくっちゃったわけだけど。

　それでもなんとか営業時間を終え、後片付けもそこそこにオレは希優さんとファミレスへと向かった。道中、お互たがい終始無言だった。

　ほんと……なんでこんなことになっちゃってんのかなぁ。ほんの一昨日まで、仲良く楽しくやれてたはずなのに……。

　心からこのひとのことを尊敬していたはずなのに……。

　とにかく空気が重かった。

「カー坊、こっち」

　ファミレスに入ると、サヤ姉がオレを見つけて手を振ふってくれる。

　夕食時ということもあってテーブルにはお客さんがけっこう入っていた。その、ほぼすべての視線が一いつ斉せいにオレに集中する。

　……まあ、そうだよなぁ。和風大和やまと撫子なでしこ系美少女に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの洋風美少女、キツネ耳ロリータ、しかもその全員がクオリティ激高ってあの一角ちょっと目立ちすぎだろ。

　そしてオレが新たに連れてきた希優さんもこれまたすげえ美人。

　なんでこんなヤツが？　という視線が身体と、そして心に突き刺ささる。うっせ、オレが白鳥の群れに混じった醜みにくいアヒルだってことは、オレ自身が一番わかってるっての。

「あっ……」

　近くで息を呑のむ音が聞こえた。希優さんの視線が明あ日す香か先輩に釘くぎ付づけになり、苦しそうにその表情が歪ゆがむ。やっぱり人ひと違ちがいとか、そういう幸運はないんだな、と改めて思い知る。

「そのひとがメールの？」

　サヤ姉が腕うでを組み、希優さんをぶしつけな視線で上から下まで観察しながら訊いてくる。

「ああ、サヤ姉や聡さと里りは一度会ってると思うけれど、紹しよう介かいはしてなかったな。オレのバイト先の先輩で……」

「海かい原ばら希優……です。ごめんな……さい」

　深々と、希優さんは明日香先輩に向けて頭を下げた。その身体は小刻みに震えていて、本当に申し訳ないと思っていることがひしひしと伝わってくる。

「あなたがわたしの記憶を……？」

　謝あやまられた先輩本人は、明らかに戸と惑まどった素そ振ぶりを見せた。明日香先輩本人も予知能力の持ち主ではあるんだけど、まあだからって、自分以外にそんなとんでもない《力》があるだなんてそうそう信じられるもんでもないよなぁ。

「本当に、ごめ……」

　希優さんは改めて謝罪の言葉を述べようとして、途と中ちゆうで嗚お咽えつで言葉にならなくなる。

　そこにいるのはいつもの頼たよりになりまくる大人の女性じゃなくて、ただただ自らの犯した罰に怯おびえ、子供のように泣きじゃくる女の子だった。

「……とりあえず座すわったら？」

　サヤ姉が冷れい淡たんに告げる。

　聡さとい従あ姉ねのことだ。希優さんにもいろいろ事情があることぐらいもう察してはいることだろう。とは言え、自分の親友の記憶を奪われて労いたわるほどお人ひと好よしにはなれないわな。

　バイト仲間でいろいろ尊敬していたオレですら、今、相当複雑な心境なわけだし。

「で、あなた、他人の記憶を奪える力があるのよね？」

　希優さんが対面に座るなり、サヤ姉が確かく認にんするように問う。

「……うん、信じられないかもだけど……」

「いえ、信じるわ。どうにもそういうのにあたしたちは縁えんがあるみたいだから」

「えぇっと、そういえばか～くんもそんなことを……」

「「「か～くん？」」」

　ぴしりっ！　ぞくぅっ！

　空気が、いや、空間そのものがきしんだ音が聞こえた。

　そして三人の美少女の、冷め切った責めるような視線がオレを射い抜ぬく。

　やべえ、なに？　怖いこわいコワイ。なんか猛もう烈れつな悪お寒かんに身体の震えが止まらなくなってきたぞ。

「待て待て待って!?　オレには神に誓ちかってやましいことはひとつもないからな！」

「「「どーだか」」」

　再び三人の声が綺麗にハモる。

　って先輩、記き憶おく戻もどってないはずですよね!?　なんでそんなにシンクロしてるの!?

「日記を読んだらカーくんがカーくんがって、このひとのことばっかり。好きって気持ちが文章からすっごく伝わってきたけど……」

　先輩がむ～っとすごく不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめて、何事かぶつぶつと呟つぶやいている。

　気になってオレは耳を澄すまし、

「なんでこんな節操のないひとを……」

「がふっ！」

　痛つう恨こんの一いち撃げきを受けるハメとなった。

「……でも、ちょっと楽しい、かな」

「え？　今先輩なんて……」

「なっ、なんでもありませんっ！」

　ぷいっと先輩は表情をぷりぷりと怒らせてそっぽを向いてしまう。

　あああっ、またオレは……なぁんてね。聞き返しこそしたけど実ははっきりと先輩の言葉は耳に残っていた。

　いくら鈍いオレだって、今の先輩の態度が照てれ隠かくしだってことはわかる。

　ほんのちょっと息が合っただけ。だけどそれは今の先輩にはきっと生まれて初めての経験で……。

　よく、よく覚えている。出逢ったばかりの頃ころ、オレたちとのささやかな触ふれ合いで楽しそうに笑っていたこのひとを。

　やっぱり、早くオレたちのことを思い出してもらわないと、な。なにより先輩自身のために。

「まあ、呼び方のことは後回し。本題に入りましょう」

　パンパンと手を叩たたきつつ、サヤ姉が場を仕切る。

　えーっと、後回しってことは後できっちり追及するってことだよね？　忘れてくれないかなぁ。

　……無理だろうなぁ。世界最高の頭脳の持ち主だし。

「海原さん、だったわよね。そっちこそ信じられないかもだけど。予知能力者、精神感応者テレパス」

　サヤ姉がテーブルに設置されたアンケート用紙をくるくるっと丸めて棒にしたもので、明日香先せん輩ぱいを、ついで聡里を指し示す。

「……え？」

「言っておくけど今日は四月一日じゃないから。明日香が記憶喪失で、冗じよう談だん言っていられる状じよう況きようじゃないし、こっちは」

「ダウト。ちゃっかり自分を省いたね、サヤ姉」

「うっさい」

　ぼそっと突っ込んだ聡里の頭をサヤ姉はさっきの紙の筒つつで叩く。そう、小鳥遊たかなしの話によれば、サヤ姉のずば抜けた知能も超ちよう能のう力りよくの一種、らしいんだよな。

　どうも超能力──《オーバーライン》の力は、今までの経験則的には、なぜか量子力学的に説明できるケースが多かった。

　しかし、サヤ姉の天才っぷりってどういう理屈なんだ？　かなり気にはなるけれど、今はサヤ姉のことより、

「だからあなたがそうだって信じられる。つーわけでさっさとあなたの能力を詳しく教えてもらいましょうか」

　とにかく希優さんの《力》の解明が最優先だった。



「アタシの左目、ちょっと特別なの」

　希優さんが髪かみの上から目を押さえて告げる。

　そう言えばバイト始めの自己紹介の時、見えないって説明だったよな。方ほう便べんだったってことか。じゃあ本当は……

「視た人間が記憶喪失になるってところかしら？」

「ちょっとだけ、違うかな。正確には視線を合わせた、だと思う。アタシも何度も使ったわけじゃないから自信持っては言えないけれど」

「なるほど。確かに、視ただけで記き憶おくがなくなるんじゃ、駅にいた人間のかなりが対象になっちゃうか」

「ん～、聡里のに比べると、限定されてる感じだな」

　ふっと思いついたことを口にする。聡里の《力》は周囲の人間の思考を読むことができるというものなんだけど、その条件は、聡里がその人間を認にん識しきすること、それだけだった。

　視覚でも聴ちよう覚かくでも嗅きゆう覚かくでも触しよつ覚かくでも、そしておそらく味覚でも。五感ならなんでもよかった彼女に比べ、随ずい分ぶんと発動条件が定まっている感じだ。

　まあ、記憶が消えるなんて凶きよう悪あくな《力》、そう無差別に振るわれても困るが。つーか視線を合わせるだけですら、むしろ条件緩ゆるすぎね？

　ライトノベルとかでよくある異能バトルだったら、けっこう無敵能力な気がするぞ。

「確かに限定はされてるけど、それでも髪で隠してるだけじゃちょっと危なすぎない？」

「あっ、普段はコンタクトにちょっと細工して見えないようにしてあるから……」

「ああ、なるほど」

　そう言えばオレもバイト中、何かの拍子で希優さんの左目を視たことが何度かある。自己紹介の通り、確かに焦点が合ってなくてどこか虚ろで、確かに見えている感じがまるでしなかった。見るわけにはいかなかったんだ。

「明日香は記憶を失っていると言っても二年だけ。これはどういうこと？」

「視線を合わせた時間が長ければ長いほど、消える時間も長いの。頼たのまれたのは半年分だったんだけど、久しぶりだったしうまく制せい御ぎよできなくて……そっか二年も奪っちゃったんだ……」

「ま、待ってくれ希優さん。頼まれ、た？」

　聞きき逃のがせない言葉だった。

　今も希優さんに対してわだかまった心が消えたとは言えないけれど、時間を置いたことで少しだけ頭が冷えている。

　後悔と罪悪感に押おし潰つぶされている今の希優さんを見れば、先せん輩ぱいの記憶を奪うなんて、本当はしたくなかったってことぐらい、わかる。

　そもそも、希優さんと先輩には接点がない。

　思い当たるのは、一昨日、希優さんの表情を曇らせた──

「あのスーツの女性に……ですか？」

「うん……」

　オレの問いかけに、希優さんがコクリと頷うなずく。やっぱりそうか。

「いったい何者です、あのひとは!?」

　見るからに妖あやしいひとだった。不可解さは深まるばかりだ。

　なんで希優さんの《力》のことを知っていた？

　どうして先輩の記憶を奪わなければならなかったんだ？

　いったいなにが目的なんだ？

　頭の中に次々と疑問が浮かんでは、ぐるぐると回る。

「えっと……」

　オレの問いに直接答えず、希優さんは自らのバッグから財さい布ふを取り出し、そこからさらに一枚の名めい刺しを抜いてそっと机の上に置いた。

「株式会社フォービ……えと？」

　会社名が英語で書かれていた。読めるか。

　ここは日本だ。ちゃんと日本語で表記しやがれ。

「Ｆｏｒｂｉｄｄｅｎフオービドウン　Ｆｒｕｉｔフルーツ……なるほど、そういうこと、か」

「なにかこの会社のこと知ってるの、サヤ姉？」

「いいえ、初めて聞く社名よ。ただ、まあ、裏で糸引いてる黒幕には察しがついたわ。日本語に訳すと、禁断の果実。心当たりあるでしょ？　禁断の《力》に執しゆう着ちやくしてる蛇へびみたいなヤツに、ね」

「あ……ああ……っ！」

　頭に思い浮かんだのは泰然自若とした笑みを浮かべた男の姿。

　怒りにかすれた声で、オレはその忌いむべき男の名前を口にする。

「小鳥遊……京きよう水すい……っ！」





　小鳥遊京水。

　わずか一代で世界でも指折りの大企業プレイバードを築き上げたカリスマ経営者だ。

　まだ四五歳さいと歳こそ若いが、その威い厳げん、風格は見る者を尽く圧あつ倒とうすると評判で、アメリカのあるニュース雑誌が毎年恒こう例れいで行っている「世界で影えい響きよう力りよくある一〇〇人」にはここ一〇年ほどずっとベストテン以内にランクインしている。

　小鳥遊の経営で際きわ立だっていると言われているのが、優すぐれた人材の発はつ掘くつと、適材適所に配置するその手しゆ腕わんだ。『経済界の曹そう操そう』とも称しようされている。

　そんなヤツが従来の超能力者とすら一線を画す超々能力者《オーバーライン》に注目するのは必然と言えばこれ以上ないほどに必然だ。

　そして、明日香先輩にちょっかいをかけてくるのも、な。

　そうか、あの野や郎ろうが先輩をっ！

　怒り心頭に発したオレは立ち上が──

「落ち着きなさい」

　──ろうとして、ガシッとサヤ姉に頭を押さえられ無理やり椅子に戻された。

　特にサヤ姉は力を籠こめている様子はないのに、カクンっと身体から力が抜けて抗あらがうことができなかった。合気道か何かか？　こんなのまで習得してたのか、このひと。

「どこ行くの？　とは聞かないわ。でも、あんたがブタ箱に放ほうり込まれるだけ、よ」

「ぐっ……」

　なんでもお見通しだな、このひとは。

　……そうだな。プレイバード本社に乗り込んだところで、サヤ姉の言うとおり守衛に捕つかまって警察に突き出されるだけだ。

　だけど、だからって、なぁっ！

「警察も無理、ね。小鳥遊が明日香の記憶を消すよう教きよう唆さしたなんて言ったって笑われるだけ。とり合ってもらえるわけがない」

　言葉だけ見れば冷静なんだけど、サヤ姉の表情も険しい。眼光は鋭するどく、怒りの炎ほのおが燃えている。

「くっそぅ！」

　聡里の時といい、どこまでも抜け目めがなく、嫌いや味みな野郎だ。

　ヤツのことだ。オレたちが、いやサヤ姉が小鳥遊の教唆であることにたどり着くであろうことは十分に予測の範はん囲い内ないだったはずだ。本当に隠そうと思っていたのなら、もっと巧こう妙みように動いていたはず。こんな露ろ骨こつな名めい称しようの名刺とか、きっと残させない。希優さんの口ぶりからしても口止めしていた形跡がない。

　つまり、自分の関与を隠すつもりがないってことだ。

　誰かを殴なぐって来い、そんな指示だったら証しよう拠ことして警察に突き出せるのに、記憶を奪えという指示はあまりに現実味がなく冗談にしかならない。対象に対しもっと悪あく辣らつなことを命じているにもかかわらず、法でヤツを罰することは叶かなわないのだ。

　それを見み越こしてのことなんだろう。ほんと腹立たしい男だ！

「でもなんで明日香の記憶を？　それだけがいまいちわからないのよね。いったい何が目的で……」

「それならわかってる！」

　自分でも語気が荒あらいのは自覚できたけど、それぐらい大目に見てもらうしかない。

　小鳥遊の野郎が今ものうのうと紅茶とかすすっているのかと思うと腸はらわた煮にえくり返かえる思いなのだ。

「え？」

　サヤ姉がきょとんとした目をオレに向ける。

　まあ、サヤ姉なら、思考を積み重ねていけばすぐに正解へと辿たどりつけていただろう。オレが先んじれたのは、記憶を失った結果を単に知っていたからに過ぎない。

「先輩、予知夢が再発してるんだ」

「っ！　なるほど、そういうこと、ね」

　サヤ姉が忌いま々いましげに吐き捨すてる。

　小鳥遊京水は、唯一無二ユニークな《力》を愛している。

　ヤツにとって予知能力を失った高校二年生の明日香先輩に価値はない。

　そう、ヤツが興味があるのは、予知能力者である以前の明日香先輩なのだ。





「三ヶか月げつぐらい前、かな。藤ふじさん、えと、その名刺のひとね。彼女が、アタシの前に現れたのは」

　ぽつぽつと希優さんが事情を語り始める。

　釣つられて、オレは机に置かれた名刺に再度、目を向ける。そこにはひときわ大きく「藤美み音ね子こ」と書かれていた。

「なぜか彼女はアタシの《力》のことを知っていたわ。そしてスカウトしてきたの。高給を払はらうからうちで働かないかって。でもアタシは誰かの記憶を消すなんて、もう二度としたくなかったから、その時は断ったの」

　もう二度と、か。つまり明日香先輩の前にも誰かの……。そしてそれが、希優さんにとって望ましくない結果だったってことが、容易に想像がついた。

「でも一月前にね、お母さんが交通事故を起こしちゃったんだ……。原因は居い眠ねむり。ずっと女手一つでアタシたち姉弟きようだいを育ててくれてたし、最近は特に不ふ況きようでいろいろ大変だったみたいで、疲つかれが溜たまってたんだね……」

「そんなことが……」

　それ以上は言葉を続けられない。

「うん、まあ、不幸中の幸いというか、お母さんにも相手の人にも、命に別状はなかったんだよ。保険もなんとか下りたし、膨ぼう大だいな借金を背負ったとかそういうのはないんだけど……ないんだけれど……事故の原因が居眠りで、怪け我がの治ち療りようで半年以上の長期離り脱だつ。まあ、仕事をクビになっちゃうのは仕方ない、よね」

　希優さんは、ははっと自じ暴ぼう自じ棄きとも取れる乾いた笑みを零こぼす。

　女手一つで子ども三人、か。

　まだ高校生ガキのオレにはいまいちピンとこないところはあるんだけど、すっげえ大変なんだろうな。

　やっぱりそれなりの収入がないと家族は養えない。そして希優さんのお母さんともなれば四〇歳は過ぎているはずだ。再就職でそんな高収入な働き口なんて、今の大だい不ふ況きよう下の日本じゃそうそう見つかるものじゃないだろう。ここ数年は特にひでえらしいし。

「でもね、高校中退のアタシじゃさー、生活費も満足に稼かせげないのが現実なんだよ。うちには蓄たくわえもほとんどなくてさー。ほんとどうしよっかなーって途と方ほうに暮れちゃったなぁ」

　極きわめて軽い感じに希優さんは言う。

　……軽くしないととても口にできないんだろうな。そうでもしないと重すぎて、喉のどから先には上げられそうにない。

「頑がん張ばっても頑張ってもさー、崩ほう壊かいの足音が近づいてくるの。お母さんもけっこう責任感強いひとだったから、心病やんじゃってねー。もう悪い方へ悪い方へって崖がけから転がり落ちていく感じ？」

　今さらながら得心がいく。

　なんていうか希優さんを見てたから思い知らされたんだけど、オレって仕事に対して甘えみたいなものがあったんだよな。それは希優さんより年上の大学生のお姉さん方にも当てはまる。

　そう、あえてそれに名前を付けるならば、学生気分ってやつだ。

　それが希優さんにはまったくといっていいほどなかった。希優さんだってまだ一七歳、学校に通っているとしたら高校三年生でしかないんだぜ？

　なのに仕事中の希優さんは、プロ意識の塊かたまりだった。ふざけているようで、それらすべてお店を上う手まく回すための気配りだった。某ぼうファーストフードで有名なスマイルゼロ円という言葉からもわかるように、接客業は笑え顔がおが基本だから。

　笑顔の裏で、家族を守るために必死だったんだ……。

「アタシは馬ば鹿かだし、別にいいんだけどさぁ。優也と美優は頭良くてね～。特に優也なんて学年一桁けたをずっとキープしてんのよ。将来は弁護士になってお母さんを楽させてやるんだなんてナマなこと言っちゃってさ～、やっぱなんとか大学に進学させてやりたかったりしたんだ～。将来、守ってやりたかったんだよ」

　過去のやりとりを思い出しているのか、希優さんは窓の外を遠い目で見つめる。

　夜の街を車のヘッドライトが無む味み乾かん燥そうに流れていく。

「そんな途方に暮れてたところにね。また来たんだ、藤さんが。一億円の小切手ちらつかせてさ～。私が指定する人物の記憶を半年消してくれたら、これを差し上げますってね」

「～～～～っ！」

　ぎりっとオレは歯を食いしばり、声にならない唸うなりをあげる。

　人の弱みにつけこみやがって！　胸むな糞くそ悪すぎて反へ吐どが出そうだ。

「明日香さんが目の前にいるのにこんなこと言うのはあれなのはわかってるんだけど、さ。そん時のアタシは、思っちゃったんだなぁ。そのひとには悪いけれど、半年ぐらいならって……」

　ぐっと唇くちびるを噛かんで、うつむく。

　涙なみだをこらえているようだった。自分には泣く資格すらないとでも言い聞かせているかのように。

　希優さんはすぐに泣き笑いの顔を上げ、

「でも、やっぱり悪いことしちゃダメだよね。他ひ人と様さまを傷つけたりしたらいけないよね。そんなことする前にさ、せっかくそれなりに綺き麗れいに産んでもらったんだからさ、身体でも何でも売れば良かっ……」

「もう、いいっ！　もういいよ、希優さん！」

　堪たまらず、オレは希優さんの言葉を遮さえぎる。

　希優さんの事情を聞いた今も、明日香先輩の記憶を奪ったことへの怒りは、まだある。やっぱりそう単純には気持ちは切きり替かえられるものじゃない。でも、これ以上、希優さんが自分を傷つけるのは、見ていられなかった。

　このひとは、オレだ。

　オレにも何がなんでも護まもりたいひとたちがいる。

　明日香先輩、サヤ姉、聡里、父さん、母さん。……まあ、オマケで信しん司じも。みんな、オレのかけがえのないひとたちだ。

　もし、もし、みんなを助けるために見知らぬ誰かを傷つけねばならないとしたら、多分、いやきっとオレは躊躇ためらわない。

　中学時代から親しい誰かを守る為ために、他の誰かを傷つけることを厭いとわなかった『正義の味方バカ』なオレだから。

　オレにはオレの言い分があるように、相手にも相手の言い分があったはずだ。そしてオレが傷つけた人たちのことを大事に想おもっている人たちもまた、大勢いたはずなのだ。

「そんなに自分を、責めないでよ」

　確かに、希優さんは『罪』を犯した。

　でも決して、悪いひとじゃ、ない。

　自分が記憶を消した明日香先輩を前にして、その仲間であるオレたちに囲まれて、心境的には針のムシロに違ちがいない。

　こうなることは、わかってたはずだ。

　それでも逃にげず、この場に来た。

　そもそも黙だまっていたらまずばれなかったはずなのに、だ。

　だからオレは、励はげましの意味も込めてポンっと希優さんの肩かたを叩き、

「大だい丈じよう夫ぶだよ、希優さん。先輩の記憶は、オレが、いやオレたちが取とり戻もどすから」

　そう言って、「え？」と見上げてくる希優さんにニッと口くちの端はを釣りあげ笑って見せる。

　そう、オレたちは、今までだって色々な無理難題に遭そう遇ぐうしてきた。そしてそのすべてを撥はね除のけてきたんだ。

　今回だって、なんとかなる。根こん拠きよはないけれど、せいぜい自信ありげに繕つくろう。これで少しでも希優さんの心の重荷を取り除けたらいいんだけど。

　ただそんな精せい一いつ杯ぱいのオレの格好つけは、

「……やっぱり女たらしだ、このひと」

「はあ、またか。またこのパターンか」

「わーカー兄かっこいー（棒）」

　明日香先輩をはじめ女じよ性せい陣じんにはえらく不評なようだった。

　えーっと、みんなで頑張ろうって言っただけなのに、なんで？





「小鳥遊のやつにはいろいろ思うところがあるけれど、とりあえずこれも後回し、ね」

　仇あだへの嫌けん悪おをありありと浮うかべつつも、サヤ姉はそう宣言した。

　多分、あの野郎のスカした面を思いっきり殴り飛とばしたいってところなんだろうな。オレも一いつ緒しよなので、気持ちは痛いほどよくわかる。

　だけど、優先順位を間ま違ちがえてはいけない。

　オレたちにとって今一番大切なのは明日香先輩の記憶を取り戻して、以前のように微わ笑らってもらうことだ。

　それが希優さんの心を救うことにもなる。

　あの野郎への仕返しは、その後でいい。

　そして、オレの呼び名のことはもはや忘れてくれていい。つーか忘れてくれ。

「さて、まずは彼女──海原さんの記憶を消すという《力》を解き明かさないと、ね。ん～、そうね、明日香の記憶を消した時のこと、具体的に教えてもらえる？」

「え、ええ」

　頷いた希優さんの身体は小刻みに震えていた。そうだよな。あれほど後こう悔かいしているぐらいだ。彼女にとって思い出したくもないし、口にもしたくない事こと柄がらだろう。

「藤さんに電話で指示された場所に行くと、明日香さんがいたの」

　それでもぽつぽつと、希優さんがあの日のことを語り始める。藤？　ああ、この名刺の持ち主だったっけ。

「指示された場所に、か。相変わらず監かん視しされてるみたいね、あたしたち。やっぱりそういう《オーバーライン》がいるのかしら？　ま、いいわ。ん」

　腕うで組ぐみしつつ、サヤ姉は顎あごをしゃくって希優さんに続きを促うながす。

　一応、学年的には希優さんのほうが一つ上のはずなんだけど、横おう柄へいだなぁ。

「うん……アタシはコンタクトを外して明日香さんに声をかけたわ。えっと、言葉で表現するのが難しいんだけど、明日香さんと目が合った瞬しゆん間かん、視界に無数の光が舞まって、そして霧む散さんしていくの。多分、あれが明日香さんの記憶なんだろうね」

「ふ～む、なるほどね。いくつか仮説は思おもい浮かぶけれど」

「え？　もう？」

　思わずオレはサヤ姉の顔を凝ぎよう視しする。

　だって話を聞いてから今まで、『思考時間』にすら入らなかったよね。《オーバーライン》だと判明して以来、サヤ姉の天才性はさらに磨みがきがかかっているように感じる。

「まあ、どれだったとしても、あんまり状況は芳かんばしくないけどね」

「芳しかったことなんかあるかよ、最近」

「そうだったわね」

　ため息混じりに苦く笑しようするサヤ姉。

　そう、最悪の状況には慣れている。そしてオレたちはその苦境を常に打ち破ってきた。だから今回もそうするだけだ。

「でもまだ思いつきに等しい段階。もう少し海原さんから話を聞く必要があるわね。外そと堀ぼりを埋うめる意味でも」

　そこでいったんサヤ姉は言葉を区切り、すっと視線を再び希優さんへと戻す。その目は未いまだ険しい。

「さて……こっからさらにあなたにとってきついこと聞くことになるけど、覚かく悟ごはできてる？」

「……できていなければ、ここにはこないよ。いいよ。何でも聞いて」

「そう……じゃあ遠えん慮りよなく。あなたの幼少時のことを教えてもらえるかしら？」

「え？」

　まったく予想外の質問だったらしく、希優さんが目を瞬しばたたかせる。なんでそんな質問をされたのかまったくわからないのだろう。

　まあ、仕方ないよな。聞く限り希優さんは間違いなく《オーバーライン》ではあるけれど、《オーバーライン自分自身》についてまだ何にも知らないのだから。

「最初に言ったけれど、すでにあたしたちはもうあなたみたいな不可思議な《力》を持った人間を何人か知っている。そして、その《力》が心的外傷トラウマに起因し、その時の切なる願望が能力を決定づけているってことまで突つき止とめているの」

「心ト的ラ……外ウ傷マ……？」

「だから貴女あなたにもあるはず。思い出したくもない過去が。つらいと思うけれど、どうしても答えてもらわなくちゃならない。そこに解決のヒントがあるかもしれないから」

　申し訳なさそうに、でも断固とした口調で言い切る。

　サヤ姉にとっても苦く渋じゆうの決断なのだろう。こんな心の傷を無理やり開いてえぐるような真ま似ね、本当はしたくないに違いない。

　なんだかんだで、サヤ姉はめちゃくちゃ優やさしいひとだから、な。多分もう希優さんのことけっこう許しちゃってると思う。希優さんも被ひ害がい者しやみたいなものだし。本当に悪いのは、希優さんの弱みにつけ込み禁断の果実を差し出した蛇へび野や郎ろうだ。

「小さい頃の願い、か。なるほど、そういうこと、か。……うん、話すよ」

　重々しく頷いた希優さんの顔には、強い決意と、そしてびっしりと汗あせの珠たまが浮かんでいた。

　思い出したくもない過去……だもんな。やっぱりそれ相応に重たいんだろうな。正直、聞く前から気が滅め入いる。でも、聞かないと、な。

「アタシの最初のお父さんはさ、飲んだくれのＤＶ夫だったんだ」

　どこか他人事のような冷めた口調だった。

　ＤＶ、ドメなんたらバイオレンスの略で、家の中で暴力振るう人間のことを言うんだっけか。そして最初の、ね。ってことは二人目もいて、そして女手一つで、という先の言葉。

　よく明るく笑えてたよなぁ、このひと。

「いつもいつもいつもいつも、殴られてたよ。アタシもお母さんも弟も。一番印象的な記憶は、お父さんが拳こぶしを振り上あげて、振り下おろすところ。どんどんどんどん拳が大きくなって、左目に当たるところ。そん時の後こう遺い症しようで左目が弱視になっちゃった。まあ、でも別にそれは構わないんだけどね。だってこれがきっかけでお父さん、警察に捕まって刑けい務む所しよ行きになったわけだし」

「うわ……」

　前もって覚悟はしていたつもりだったけれど、それでも絶句するしかない。

　はっとオレは慌あわてて隣となりに座るキツネ娘むすめの震える手を握にぎってやる。こいつも親代わりの人間に暴力を振るわれた人間だった。

　女子どもを守るのが男ってもんだろ。殴ってどうすんだよ。どいつもこいつもふざけんなっての。

「そしてアタシたちはめでたくお父さんから解放されたわけだけど、でも暴力の爪つめ痕あとは、その時にはすでにお母さんの心と体に刻み込まれてしまっていたの。男の人を見るだけで恐きよう慌こう状態に陥おちいるようになってしまっていた」

「そんな……」

　口元を両手で覆おおって、明日香先輩が悲痛な声を上げる。

　自分の記憶を奪うばったひとに同情なんて、やっぱり記憶を失っても優しいひとであることには代わりはないのだ。

「毎日毎日怯おびえてガタガタ震えているお母さんをアタシは見ていられなかった。可哀かわい想そうで可哀想で助けてあげたかった。いつしかこう考えていたわ。お母さんの中からお父さんなんか消えてしまえって」

「消えてしまえ、か」

　苦虫を噛み潰したような顔で、サヤ姉。気持ちはわかる。希優さんの語る過去は壮絶の一言に尽きていた。

「そしたら小学校に上がった頃だったかな。ある日突とつ然ぜん、お母さんと目が合った瞬間、光が舞ってね、綺麗って見蕩れていたら、お母さん、忘れちゃったんだぁ。お父さんのことも、そして……アタシたちのことも」

「っ！」

　オレは思わずギュッと自らの胸を乱暴に鷲わし掴づかむ。

　大好きなひとに忘れ去られた時の、胸にぽっかり穴が開いたような感覚は、オレもつい先日味わったばかりだ。その傷きず痕あとはまだ癒いえてすらいない。

　そして、小学校に上がったばかりといえば、まだまだ親に依い存ぞんしている年とし頃ごろだ。その親に自分のことを忘れ去られるなんて、当時の希優さんにとってまさに世界が崩壊したぐらいのショックだったんじゃないだろうか。

「さっきの光のせいなんだなって、子ども心にも気がついて、そして鏡を見てそれは確信に変わったわ。だって左の瞳が、紅あかく染まっていたんだもの」

「紅？　ふむ、局所的な白化現象が起きている？」

　サヤ姉が分ぶん析せきめいたことを呟いているけれど、その辺の細かいことはオレにはよくわからなかった。

　そっとオレは希優さんの左の瞳を覗のぞき込む。相変わらずどこか作り物めいた虚うつろさで目の焦点は合っていなかったけれど、色に関しては至って普ふ通つうだ。そういえば細工したコンタクトをはめているとか言ってたっけ。

　でも……《オーバーライン》の能力は心的外傷トラウマに起因する。《力》が宿ったのが父親の暴力で弱視になった左目だったってことも、決して偶ぐう然ぜんじゃあないんだろうな。

「そこにまだ小さな優也が「お姉ちゃん、お母さんが」って来てね、つい反射的にあいつのこと見ちゃって、光が舞った時にしまったぁって思ったよ。まあ、すぐに目を閉じたから優也が失ったのは一ヶ月ぐらいだったけれど……でも……」

「……ありがとう。もう、十分。辛かったでしょ。お疲れ様さま」

　ねぎらうように声をかけて、サヤ姉はそっと天てん井じようを見上げる。

　その表情は苦々しく、視線は険しくて、これからの苦難を予感させるにはまさに十分だった。





　ファミレスを出る頃には日付が変わっていた。話し込んでいるうちにいつの間にか時間は矢のように過ぎていたらしい。

　オレ以外はみんな女の子──それも目もくらむような美少女揃ぞろいなわけだし、もうちょっと男のオレが気を回すべきだったかもしれない。まあ、希優さんは前もって「バイトの人たちとの付き合いで今日は遅おそくなるから」と連れん絡らくしてあるそうだし、家族が心配しているということはないだろう。

「暗えなぁ……」

　思わず正直な感想がオレの口から漏もれる。

　すでに目の前の通りには車の往来はなく、がらんとしていた。東日本大だい震しん災さいの影えい響きようか、夜道を照らす電灯はいくつか消えたままだし、コンビニも看板の電でん飾しよくを落としていて営業準備中かって感じだ。

　こんなゴーストタウンじみたところを女の子を一人歩いて帰らせるわけにはさすがにいかない。

　確かここから一本裏手の大通りは、銀行に証券会社、保険会社がずらーっと並ぶビジネス街になっていたはずだ。当然、ちょっと脇わきに入った小道とかには居酒屋も多く、となればこの時間帯、客待ちしているタクシーが列を作っていることだろう。という訳でそこまでみんなでぞろぞろと歩く。

「あー、そういやオレ、夏休みの宿題まだ一つも手をつけてねえよ！　やっべえ！」

　しー─────ん。

　オレの渾こん身しんの道どう化け発言は、ものの見事に滑すべったらしかった。

　うん、わかってるんだよ。重たすぎるぐらい重たい希優さんの身の上話を聞かされたばかりだと、気楽な世間話とかできる雰ふん囲い気きじゃねえってことは、さ。

　でも耐たえられねえんだよ、こういう空気!!　こんな時こそアゲアゲでいくべきでしょ！

　と、オレが次なる一手を懲こりずに模も索さくしていたところで──

「あ、あのっ！」

　ためらいがちに希優さんが明日香先輩に声をかけた。その表情はこの世の終わりかってぐらい切せつ羽ぱ詰つまっていて、相当勇気を出しての行動だったことが伝わってくる。

「はい？」

「え、えと……」

　先輩に視線を向けられただけで、やっぱり後ろめたさがあるのか希優さんはうっとどこか怯ひるんだ感じになる。

　そのまま数秒ほど視線を右左にさまよわせた後、意を決したように、

「アタシがもらった一億、さ。全部、貴女にあげる」

「え、ええっ!?」

　先輩が驚おどろきに目を見開き、素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　まあそりゃ驚くよな。オレたち学生にしてみれば一万円でも大金だ。よほどのお金持ちのご子息でもない限り、自分の銀行口座に一〇〇万円以上のお金が刻まれたことなどまずないはずだ。一億円と言えばその百倍である。

　いや、まあ、オレの隣を歩いているブロンドの女の子は普通にその数倍のお金を稼いでいたりするんだけど、さ。それでもやっぱりオレのような一いつ般ぱんピーポーにとっては途方もない大金である。

　それこそ人ひとり、いや一家四人の人生を大きく左右するほどの。

「貴女の記憶の対価にもらったものだから。アタシが持っていていいものじゃ、ない」

　希優さんは明日香先輩を見つめ、キッパリと言う。

　確かに希優さんの言うとおり、記憶を失ったのは先輩なのだから、受け取る権利があるのは先輩だ、というのは正しい。正しすぎるぐらい正しい。

　でもそのお金は、家族を守るためどうしても必要なもののはずだった。

　お天道さんに顔向けできないようなことをして得たお金に価値はない……なんてのは本当の意味でお金で苦労したことのない人間が言う綺き麗れい事ごとだ。持てる者の理り屈くつだ。

　そりゃお金で買えないものだってあるだろうさ。でも、金がないとどうにもならないことが、あるんだよ。オレはもう、それを思い知ってる。

　聡里の境きよう遇ぐうを聞かされた時、完かん膚ぷなきまでに、な。

　今だって、オレが聡里のためにしてやれてることといえば、ちょっと話し相手と試食係とゲームの相手をしてやる、その程度だ。それはそれで聡里にとって大切なことだと思うし、自分を卑ひ下げするつもりはないけれど、でも、聡里に衣食住を与あたえ、平へい穏おんで安あん寧ねいな生活を送らせているのは、サヤ姉の金ちからだ。

　金ちからがなければ、聡里を救うことが出来なかった。金ちからがなければ世の中を渡わたっていけない。

　希優さんもその現実に直面している一人だ。お金がないことの厳しさを今、この場の誰だれよりも痛感しているひとのはずだ。それでも、全すべてを被害者である先輩に差し出だすと言う。

　大事な家族を守れる《力》を手にして、正論だからと簡単に割り切れるものじゃ、ない。

　そんな渾身の誠意とも言うべき決死の申し出を、

「受け取れません」

　って先輩、そんなすげなくすっぱりと拒きよ否ひしなくてもーっ!?

「は、半分。半分だけでも受け取りましょうよ！」

　慌ててオレは先輩に口くち利ききを入れる。いや、別にもったいないとかそういう下世話な理由じゃなくて。

　それが一番、希優さんの為になると思ったから。

　これは一種の慰い謝しや料りようのようなものだ。つまりは、償つぐない。希優さんの罪悪感を多少なりとも軽減することだろう。

　そして半分なら希優さんの手元に五〇〇〇万円が残る。それだけあれば希優さん一家が路頭に迷う心配はないだろう。しっかり計画的に使えば、二人の弟妹を大学に進学・卒業させることも難しくないだけの額のはずだ。

　落とし所としては妥だ当とうだと思ったんだけど──

「受け取りません、絶対に受け取りません」

　そんなオレの提案も、断固とした口調で切り捨てる。

　一億をそんなあっさりとって思うけれど、そう言えば先輩、何気にすごいお金持ちっぽいんだよな。

　あ～、でも、そうか。一番の被害者は他でもない明日香先輩なのだ。加害者の精神ケアなんて考えてあげる義理、確かにないよな。

　先輩はとても優しいひとだけど、聖女じゃ、ない。誰かに怒おこったり、憎にくんだりすることもあるはずだ。どうしたって許せないこともあるに違いない。

「その代わり、一つ、お願いを聞いてもらえますか？」

　先さき程ほどまでの毅き然ぜんとした態度から一変、優しく穏おだやかな声で、先輩が問う。

　おろ？

「え？　お願い？　うん、一つと言わずいくつでも言って。なんでも言うことを聞く」

「ふふっ、言げん質ち取りましたよ。なんでもしてくれるんですね？」

「うん、なんでも、するよ。こき使ってくれてかまわない。靴くつを舐なめろと言われれば舐めるし、気の済むまで殴ってくれてもいい。それこそ顔の形が変わるぐらい……」

「希優さんストップストーップ！」

　慌ててオレは希優さんの言葉を遮る。

　めちゃくちゃ軽いようで実は責任感が人一倍強いひと、だからなぁ。ファミレスで話しているときから少し気になっていたんだけど、一度折れると脆もろいというか、自じ虐ぎやく思考に入ったらたちまちデフレスパイラルを起こすところがあるような気がする。

　こりゃしばらく、希優さんのケアにも気をつけておいたほうがいいな。万が一自殺とか……ぶるる、考えたくもないけれど、可能性がないとは言い切れない。

「そんなこと、言いませんよ」

　明日香先輩が、そっと手を差し出した。

　その手にどういう意味があるのか、希優さんは測りかねているようだった。意味することは一つなのに、どうしてもそれだと思い至れないようだった。

　先輩が笑う。地上に降臨した聖女のごとく神こう々ごうしくも優しく。

「わたしのお友だちに、なってくれますか？」

「……え？」

　言葉にされてもなお、希優さんは信じられないようだった。先輩の手と顔を、何度も何度も交こう互ごに確かく認にんし続ける。

「はっ、はははは」

　オレは吹ふき出さずにはいられなかった。見ればサヤ姉も聡里も、可お笑かしそうに口元をほころばせている。

「な、なんでもするとは言ったけれど、そんなの、そんなの、なれるわけが……」

「やっ、やっぱりいやですよね、わたしなんかの友だちなんて」

「そんなわけっ！　……なれないのは、なる資格がないのはアタシのほうで……」

「じゃあ問題ないですね。わたしのほうからお願いしてるんですから」

「え？　いや、でも……」

「わたし、不ふ吉きつな予知のせいでずっと友だちいなかったですから。同じような《力》を持っている貴女とは、良い友だちになれると思うんです。それに」

　先輩はそこでいったん言葉を止めると、ぐるりとオレたちを見回して悪戯っぽく笑う。

「このひとたちが、わたしの記き憶おく、取り戻してくれるそうですから。だから海原さんが気に病むことなんて、ひとつもないんですよ」

















　その言葉を、先輩自身が信じられてるとは思えなかった。まだオレたちと今の先輩の間に強い絆きずなはできていないから。

　記憶を取り戻せるかどうか、きっと不安を抱いたままのはずだ。それでも、目の前で罪に怯えるまだお友だちですらないひとのために、気き丈じように笑って見せられる。

　そうだよな。二年前だからって、先輩は先輩だ。

　オレが世界で一番大好きなひとは、こういうひとだった。

　当然、話している間、先輩の手は一度として引っ込められることはなくて、やがていやがおうにも希優さんは先輩の言葉を受け止めるしかなくなる。

「あり……がとう……ありがとうありがとう！」

　希優さんは先輩の手を尊いものにでも触ふれるように押し抱き、ただただお礼の言葉を繰り返した。

















ACT4

Trouble of Enchantress




　アタシが記憶を消した娘と話した。

　すっごくいい娘だった。

　正直、敵かなわないと思った。

　か～くんが好きになるのもわかるなぁ。

　アタシも、一発で大好きになった。

　でもだからこそ、良心の呵か責しやくで胸が張はり裂さけそうに痛い。

　か～くんは彼かの女じよ──明あ日す香かさんの記憶を取り戻すと言った。

　聞けば、明日香さんの予知夢の時も、聡さと里りちゃんの精神感応の時も、完全に他人に成りすませる殺さつ人じん鬼きを相手にした時も、か～くんたちはみんなで頑張って、難題を解き明かしてきたのだという。

　すごいなぁと素す直なおに思う。だから信じたい。

　彼かれらがアタシの罪を……消し去ってくれることを。








　明日香先せん輩ぱいが記憶を失ってから、はや一週間が過ぎた。

　状じよう況きようは、まったくといっていいほど進展していなかった。先せん輩ぱいは失った二年間のことを何一つ思い出すことはなかったし、未だ予知夢を見続けているし、サヤ姉は地下室に閉じこもったまま一向に出て来なくなったし……

「焼きそばあがり！」

「うん……」

　そして希き優ゆさんの表か情おは暗く沈しずんだままだった。いや、現在進行形でどんどん沈んでいっている感じで、むしろ状況は悪化の一いつ途とをたどっている。

　先輩のお友だち宣言は、多少なりとも希優さんの心の重荷を取り除きはしたかもしれないが、やっぱり先輩が記憶を取り戻さない限りこのひとの罪悪感が消えることはないのだろう。

　悩なやんだものの、オレは今もバイトを続けていた。

　先輩が大変なときだしなるべく一緒にいるべきなんじゃ、とはもちろん考えた。けど記き憶おく喪そう失しつについてオレなりに色々ネットで調べたところ、漫まん画がとかでよくあるように思い出の場所に行ったり印象深い情景とかを見たりしたときに思い出す、なんてことは実際けっこうあるらしい。

　明日香先輩との思い出の場所と言うと、この近辺がほとんどなのは確かなんだけど、オレの実家がある田舎や、聡里を取り返しに向かった長なが崎さきとか遠方のものも少なくない。

　となれば当然、先立つものが必要だ。借金がまだあるってのにサヤ姉からまたというわけにもいかないし。サヤ姉なら貸してはくれるんだろうけど、それはなんかあまりにヒモっぽくて情けなさすぎる。

「いらっしゃいませー」

　うん、あとやっぱり、希優さんの様子も気になるし、な。今のだって、一週間前と比べると元気三割減ってぐらい声に張りがなかったし。

「え～っと、おっ、いたいた」

　からっとしていて聞き覚えのある明るい声が響ひびいた。

　調理場からちらっと店内を覗き込むと、

「ちーっす！」

「あろは～」

　オレのよく知るクラスメートの女子の姿があった。

　ちょっと悪戯っぽい笑えみと八や重え歯ばが印象的なセミロングの女の子が明あけ智ち薫かおる。先月オレが腕うでを怪我した時にはいろいろお世話になった。見たとおりかなり可愛かわいい容よう貌ぼうの持ち主で、クラス内では男子の一番人気らしい。

　腰こしの辺りまである茶ちや髪ぱつに高校生にしてちょっと化け粧しようが濃こい目めの女の子は、薫の中学時代からの友人で、藤とう堂どう貴たか子こ。明日香先輩やサヤ姉といった超ちようド級きゆう美少女と比べると幾いく分ぶん落ちるのはいなめないが、それでも一いつ般ぱん的てきに言えばそれなりに可愛い部類に入る……かな？

　海ということもあって、二人とも水着姿、しかもビキニ。ううっ、二人ともけっこう出るとこ出てるんだな。普段の制服姿とはまた違う趣おもむきがある。

「知り合い？」

　びくぅっ！

　後ろからの希優さんの声に、思わずオレは背筋が伸のびてしまう。なんか最近、やましいことを考えているときに限って、冷たい視線で見られてることが多くて。

　男として女の子の胸とかお尻しりとかにふと目がいっちゃうっていうのはもう本能で仕方ないとも思うわけだけど、やっぱり蔑みの視線は心に突き刺ささるわけで。

　なんかもうパブロフの犬状態？

「知り合いなら、オーダー取りお願いね」

「だから知り合いは勘かん弁べんして欲しいと」

「お客様は神様。何事もお客様優先。お客様は君目当てで来ているわけだし、君が接客するのが一番喜んでくれる……でしょ？」

「うぐっ、えと、はい……わかりました」

　ぐうの音もでない正論に打ち負かされ、オレは目の前の調理を希優さんにバトンタッチしてすごすごとオーダー取りへと向かう。

　相変わらずプロ意識高いなぁ、希優さん。

　でも……一週間前とほぼ同じ状況で、真面目まじめなことしか言えない辺り、相当余よ裕ゆうを失っている証しよう拠ことも言える。

「おまたせしました、ご注文はお決まりになられましたでしょうか？」

「わー、ちゃんと店員さんだ」

「店員さん、スマイルくださーい」

「こ、こうでしょうか？」

　うちはハンバーガーチェーン店じゃねえ！　と喉のど元もとまで出かかった言葉をぐっと飲み込み、オレはにっこりと笑みをつくる。

　まあ、希優さんにプロの心得を薫くん陶とうされたばっかだし、な。ふっ、オレも大人になったもんだぜ。

「まだまだだね」

「笑顔が固い。三〇点」

「オレをいたぶりにきたのかよ、おまえら!?」

　あっという間に化けの皮がはがれる。所しよ詮せん、オレの付つけ焼やき刃ばのプロ根こん性じようなんてこんなもんである。

「つーかなんでオレがここでバイトしてんの知ってんだよ」

　取り繕うのを止め、オレは普段の調子でしゃべる。昼時も過ぎ、店内には客はこいつら以外には一組しかいないので大目に見てもらおう。

　さっきこいつらは明らかにオレを探していた。でもオレ、こいつらにバイト先教えた記憶ねえんだよな。そもそも夏休みに入ってからこっち、こいつらと会ったこともなければ連絡を取ったこともなかったわけだし。

「ええ!?　あ、それは、その、今日は部活がお休みで、あの、えっと……」

「部活？　ああ、そういえばおまえ演劇部だったな」

　確か中学から続けてるとか言ってたっけ。秋の文化祭では劇とかやるんだろう。色々世話にもなってる友人の晴れ舞台だ。絶対見に行かなくちゃ、な。

　きっと薫は王子様役とか似合うんだろうなぁ。案外、来年辺りには女子を中心にファンクラブとかできたりしてるかも。

「う、うん。そ、それで暇してたら貴ちゃんがね……」

「ほえ？　一緒に行こうって誘さそってきたのあんたじゃん」

「た、貴ちゃん!?」

「海の水ってべとつくからあたし嫌いやだったのに」

「て、店員さん。かき氷二つね。大至急！」

「あ、ああ」

　やっぱり知り合いに仕事姿を見られるのは恥はずい。注文が取れたのでそそくさとオレは厨ちゆう房ぼうへと引っ込む。

　しかし、薫のほうから、ねぇ？　あいつどういうつもり……あ～、そういうことか。ずいぶんとオレの腕のこと気にしてくれてたからな。

　まだ治ったばかりでバイトなんて大だい丈じよう夫ぶかって心配してくれたんだろう。やっぱり薫っていいやつだよな～。

「ううっ、貴ちゃんひどいよ。合わせてくれたっていいじゃないかぁ」

「だぁってあんたまどろっこしいんだもん。あいつ、例の先輩しか見えてないっぽいしぃ、ちゃんとアピールしないと気づいてもらえないよぉ？」

「べ、べつにいいよ、気づいてもらえなくても」

「え～、でもいつも見てるじゃん」

「そ、そりゃあいつも見てるけど、さ。いいんだよ見てるだけで」

「友人としては見ていられないのよ」

「じゃあ見ないでよぅ」

　店内では二人が何やら言い争いを始めていた。

　さすがに距きよ離りがあって内容は聞き取れないが、薫は顔を真っ赤にして藤堂に文句を言っている。一方、藤堂のほうはずっとニヤニヤして取り合っていない感じ。

　まあ、オレには関係ないか。





　今日の仕事を終え、帰り支じ度たくをして店を出た。

　ぐるぐるとオレは肩を回す。あ～、つっかれたぁ。今日も働いたなぁ。

「って、あれ？」

　すっかり人気がなくなり静まり返った砂すな浜はまを一人、とぼとぼと歩いている影かげが一つ。

　すでに水着から見慣れない私服に着き替がえていて、さらになんかちょっと表情がアンニュイな感じでいつもとはまるで雰囲気が違うけれど──

「よぉ、薫、なんだ、まだいたのかよ」

「環かん境きよう利用闘法っ！」

「わぶっ！」

　オレが声をかけると、薫はやおら手で砂をすくうやオレの顔めがけて思いっきり投げつけてきやがった。

　いきなりの予想外の攻こう撃げきにオレは回かい避ひすることもかなわず被ひ弾だん。

　ぺっぺっ。口の中に砂入ったじゃねえか。

「いきなり何しやがるこら!?」

「えー？　待っていてあげた人間に対して失礼な言い草だったからつい」

「頼たのんでねえし！」

　最近、オレの周りの女子は揃そろってオレに対して理り不ふ尽じんな気がする。

「って藤堂はどうしたんだ？」

「貴ちゃんはもう帰ったよ。ボク一人。君がいつもよりちょっと元気なさそうに見えたからちょっと……ね」

「そう見える、か？」

「見える」

「そっか」

　ポリっとオレはバツが悪げに頬ほほをかく。

　客は楽しみに海に来ているわけだし、そういうのは表に出さないようにしよう。そう気をつけてはいたつもりなのだけど、どうやらこいつには見破られていたらしい。

「前も言ったでしょ。なんか困ってるようなら相談ぐらい乗るよ？」

「それで一人わざわざ残ってくれてたのか。サンキュな」

　ほんといいヤツだよなぁ、こいつ。

　サバサバしてるんだけど実に友だち思いで。クラスでも人気なわけだ。見た目もいいし、な。

「いえいえ。で？」

「ん、まあ、大丈夫。自分でなんとかする」

　少し強がって見せる。

　こんないいヤツを巻き込むわけにはいかない、よな。《オーバーライン》なんて超ちよう常じような《力》や、小鳥遊たかなしみたいな財力と権力を併あわせ持もつような怪かい物ぶつがうずまく世界に。

　薫はごくごく普通の一いつ般ぱん人じんなのだから。

「ってかおまえ、あの漫画読んでたのな」

　ちょっと露ろ骨こつだったけれど、適当に話をそらす。

　さっき薫が使った技わざ名めいは、某ぼう超ちよう有ゆう名めい格かく闘とう漫まん画がのあるキャラクターのものだ。まさか女の薫が知っているとは思わなかった。ちょうど良かったので話題にする。

「うん、面おも白しろいよね～。君も好きなんでしょ？　休み時間とかよく読んでたし」

　薫は少しだけ寂さみしそうに瞳ひとみを曇くもらせて、でも次の瞬間にはニコッといつものように明るい笑え顔がおで話に乗ってきてくれた。

　ほんとサンキュ、な。ンで、ごめん。

「オレ、昔空手とかやってたからさ、その影響かな、格かく闘とう漫まん画が好きなんだよ」

「ふ～ん、あ、そういえばさ、あの漫画にシンクロニシティって出てきたじゃん」

「あったなぁ～。世界中でニトログリセリンが、ってやつだろ」

　ニトログリセリン──言わずと知れたダイナマイトの原材料である。ちなみにこの爆ばく薬やくを発明したのがアルフレッド・ノーベルという人で、彼の遺産を使って作られたのが、かの世界的権けん威いであるノーベル賞だ。

　このニトログリセリンには裏話があって、まだニトログリセリンが発見されて間もない頃ころ、世界中の学者がやっきになってその結けつ晶しよう化かに挑いどんだんだけど、全てが失敗に終わっていた。熱しても冷やしてもどうやっても結晶化させることができなかった。

　だがある日、嵐あらしに巻き込まれた船に積まれたニトログリセリンがなぜか結晶化して爆ばく発はつ事故を免まぬがれるということがあった。更さらに不思議なことにそれ以来、世界中のニトログリセリンが簡単に結晶化するようになったのだ。

　……ってエピソードだ。へ～、そんな不可思議なことってあるもんなんだなぁ、と子ども心に感心したのを、今もよく覚えている。

「まあ、その有名なエピソード、実はまったくのデマなんだけどね」

「デマだったのかよ!?」

「そう、デマなんだな～」

「ぐあ、信司とかに偉えらそうにウンチク垂れちまったよ、オレ」

　思わずその場にうずくまる。

　うわ、ほんと砂浜に穴掘ほって埋まりてえ！　ちくしょう、博学ぶるとか似合わないことするもんじゃねえなぁ。

「ふふっ、まあ、シンクロニシティそのものがデマってわけじゃないから安心して」

「……と言うと？」

「電話を発明したのはグラハム・ベルってひとになってるけれど、実はね、彼が特許を出願したほんの二時間後に、イライシャ・グレイってひとが電話の特許を出願してきたなんて逸いつ話わがあるの。つまりグレイはたった二時間差で電話の発明者の栄えい誉よを逃のがしたってわけ」

「うわっ、それ、悔くやんでも悔やみきれねえなぁ」

　後の世界的普ふ及きゆうとか考えると、そのわずか二時間が、後の人生の明暗を分けるものとなったことは想像に難かたくない。他人事ながら切なくなってくるな。

「まあ、グレイは後にファックスを発明してるんだけどね」

「天才すげえ！」

「他にもあるよ。万ばん有ゆう引力の法則を発見したのは誰かはもちろん知ってるよね？」

「さすがのオレだってそれぐらい知ってるって。ニュートンだろ？　でも他にもってことはこれも？」

「そう、実はこれも同時期にロバート・フックってひとが思いついていて、当時はアイディアの発案者は自分だってバチバチ対立したりしてたみたいなんだよ。こんな感じで同時期に同じ事を思いついたって事例は枚挙に暇がないんだ」

「ほえ～」

　でもよくよく考えると、オレも似たような話はいくつか聞いてるな。

　サヤ姉の秘書の涼すず原はらさんはいわゆる特許関係の法律を扱あつかう専門家なわけだけど、同じ時期にぜんぜん縁えんが無いはずの複数の人間が、まったく同様の特許申しん請せいを持ってくるなんてケースがけっこうあると言っていたのを思い出す。

　最先端とか流行のものならわからなくないんだけど、個人の独創的なアイディアでもしばしばこれが起こるので驚かされるんだとか。

　実際うちの親父おやじは趣味でＳＦ小説なんかを真夜中しこしこ書いていたりするのだが、時間にまつわるある斬ざん新しんなアイディアを思いついてこれで受賞間違いなしだぜとウハウハしていたら、先に似た様なアイディアがゲームで発表されてしかも有名になって凹みまくってたことがある。

　当然、親父とそのゲームクリエイターに接点なんかなかったわけだけど、ほぼ同時期に似たようなことを考えついていたわけで、これも奇き妙みような偶然の一いつ致ちと言えなくもない。

　そういや以前、予知関連で調べている時にも似たような事例を見かけたな。

　沈没したことで有名な豪華客船タイタニック号、実はあの事故を予知したとしか思えない人たちがいたりする。

　事故内容とほぼ一致する小説を書いた作家、事故直前に豪華客船が氷山に激突するという予知夢を視たという牧師、出港間際になって乗船と美術品の輸送をキャンセルした船の所有者、全員の名前にモーガンが入っているなんて共通点があるのだ。

　おおっ、ほんとに枚挙に暇がないな、これ。シンクロニシティ、恐るべし。

　おおっ、ほんとに枚挙に暇がないな、これ。シンクロニシティ、恐おそるべし。

「しかしおまえ、よくそんな逸話知ってたな」

「へへっ、実は最近、ちょっと思うところがあってね、それで調べてみたのさ」

「ちょっとってなんだよ？」

「なぁいしょ」

「あっそ」

「あれ？　ずいぶんとあっさり引き下がるね」

「女のひとのないしょは答えてくれないってもう学んでんだよ」

　主に先輩とか先輩とか先輩とかで、な。

　そういや親父が、女の子ってのは彼かれ氏しとちょっとした共通点があっただけで運命を感じたりするとか言ってたな。もちろん人によるところも大きいんだろうけれど、男より共感や偶然の一致みたいなのをえらく重視するところは、オレの周りの女じよ性せい陣じんを見ててもあるっぽい。薫のちょっとってのもそういう類か？

　まあ、あんまり詮せん索さくしてもしゃあねえよな。

「言うだろ？　『Ａ　ｓｅｃｒｅｔ　ｍａｋｅｓ　ａ　ｗｏｍａｎ　ｗｏｍａｎ』ってな。だったら訊きかぬが華はな、さ」

　ちょっとキザにそう言って、オレはニヤリと口元を釣つり上げてみせる。今のオレ、我ながらけっこう格好よくなかった？　“〝わかってる”〟男っぽくね？

　まあ、種明かしをすれば、某「見た目は子ども、頭脳は大人」な探たん偵てい漫まん画がに出てくる女優の名文句で、意味は「女は秘密を着き飾かざって美しくなる」だっけか。うん、確かにそういうミステリアスなところも先輩の魅み力りよくの一つだよなぁ。

「むー、まいっか。その台詞知ってるよ。またおんなじ漫画読んでるなんて、これもシンクロニシティかなぁ？」

「いや、どっちも超メジャー漫画だし別におかしくないだろ」

「……あっそ」

　なぜか薫はすごくつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせていた。

　えっと、オレ、なんかした？

　と思ったらすぐに薫はにぱっと明るい笑顔に戻る。

「ねえねえ、シンクロニシティとは違うんだけど、他にもう一つトリビア知ってんだ」

　どうやらオレの気にしすぎだったようだ。

　すっかりいつもの薫である。

「へえ？　面白そうだな。それも教えろよ」

「オッケ。ゴルフってさ、英国発はつ祥しようというのが定説なんだけど、最近では中国拳けん法ぽうの達人、呉ご竜りゆう府ふがその起源であるという説が支配的でね」

「なにぃ、それマジか!?」

「もちろんデマに決まってんじゃ～ん。あははっ！」

　薫がニヤリと悪どく唇を釣り上げ、ついで思っきり吹き出す。

　ぐああああっ、やられた！　今のは自分でもさすがに馬ば鹿かすぎた！　これぐらい気づけよ、オレ。薫に対してより、むしろそんな自分に腹が立つ！

　でももう後の祭りで、よっぽどおかしかったのだろう、薫は腹を抱かかえて身体をくの字にして笑ってやがる。

「あははははははははははっ！　げほげほっ！　あははははははははははっ！」

「って、いくらなんでも笑いすぎだろ！」

「笑うって！　あはははは！　ひぃひぃ。そ、そんな簡単にひとを信じちゃダメだよ。あ～おかし。さっき女の秘密は訊かないのが、とか言ってたけどさぁ　ぷくく、そんなんじゃ女の人に騙だまされるのがオチだね。覚えとくといいよ。女はね、みんな生まれながらにして女優なんだから！　あはははははっ！」

「うるせえっ。いい加減笑うのやめやがれ！」

　ふてくされたように吐はき捨すてて、ふと思い出す。そういや薫っていいヤツなんだけど、なぜか妙に明日香先輩のこと嫌きらってたんだよなぁ。

　今のってもしかして先輩に対する隠いん喩ゆか何かだったのだろうか。ってのはいくらなんでもうがちすぎだよな。

「……君はいっつも、観かん田だ先輩のことばっかり見てるよねぇ」

「うっ」

　最近、オレの周りの女子は揃ってオレに対して勘が良すぎる気がする。

「携けい帯たいの待ち受けにもしてるみたいだし～」

「なぁっ!?　み、み、見たのか!?」

「ばっちし。ウェイトレスのコスプレとか……君ってそういう趣しゆ味み？」

「ちげえよ。つーかひとの携帯見るなよ」

「ボクだってそんなの見たくなかったよ。あ～暑い暑い」

　ニヤニヤと笑いながら、薫は手で顔を扇あおぐ。

　おどけて心底楽しそうなのに、なぜか違和感。遠くを見つめるその表情は、妙に寂しげにオレの目には映った。

　潮風が彼女の唇が紡つむいだ小さな独り言を運んでくる。

「Ａ　ｓｅｃｒｅｔ　ｍａｋｅｓ　ａ　ｗｏｍａｎ　ｗｏｍａｎ……」





















　翌日。見上げれば雲ひとつない晴天が広がっていた。

　夏なら当たり前かもしれないけれど、日本列島には台風とかけっこうくるし、せっかくのバイト休みにドシャ降ぶりでもされたらやっぱり気分滅め入いるだろ。それにほら、オレってばどうもトラブルメーカーらしいからなぁ。オレの運命さだめは嵐を呼ぶぜ！　とかマジありえそうだし。というわけで晴れてくれて万ばん々ばん歳ざいなのだ。

　だからって、まだ朝だというのにこうもじりじり照りつけてくれなくてもいいんだぜ？

　学校の校庭にはまばらに生徒たちの姿があった。夏休み中とは言え、運動系文化系問わず普通に部活はあるからなぁ。

　そして──遠巻きに生徒たちの忌避の視線を一身に浴びるオレたち。

　ったく、この学校の生徒たちが明日香先輩に向けてくる感情は相変わらず、だ。

「ここが今のわたしが通っているという高校……ですか」

　校舎を見上げつつ、先輩がつぶやく。心に何の感かん銘めいも受けていないことが、その声からありありとわかった。

　まあ、そんな簡単に物事が進むとはハナから思っていない。

　今日はみんな──オレ、明日香先輩、サヤ姉、聡里、信司の五人で先輩の思い出の地巡めぐりだった。実は希優さんも誘ってはみたんだけど、今日はどうしても外せない用事があるとのことだった。

　オレも毎晩、電話で思い出話を先輩に聞かせてはいるんだけど、今のところこれといった成果は上がっていない。でも、百聞は一見にしかず！　実際に目で見て肌はだで感じれば、きっと思い出してくれるはずだ。

　ちょっとクサい言い方をすれば、オレたちと先輩の絆はそう柔やわくないはずだから！

「先輩、これこれ」

　校庭でひときわ大きな桜の幹にオレは手をかける。

　今でも鮮せん明めいに思い出せる。

　もう緑で覆い包まれているけれど、当時のこいつはそれはもう花びらを満開に咲さき誇ほこらせていた。風が舞い上げる桜吹雪ふぶきは幻げん想そう的てきですらあった。

　そんな中に、女め神がみがいたのだ。

「この下で、オレと先輩は初めて逢あったんですよ」

「そう、なんですか」

　桜を見つめる先輩の瞳は、寂しそうに揺ゆれるだけだった。

　ううっ、オレとしては運命の出で逢あいとも言うべき人生最大の衝しよう撃げき的てき出来事だったんだけど、ダメだったかぁ。

　まあ、あくまでオレにとって思い出深いってだけで、先輩にとってもそうだったとは限らないしなぁ。

「あたしともここで逢ったのよ」

　そう言って、サヤ姉が何の前まえ触ぶれもなくオレの耳たぶをぐいっと引っ張る。

　痛い痛い、いきなり何……ってそっか。そう言えば最初にサヤ姉と先輩が対面した時もこうしてオレ、耳引っ張られたっけ。

　……当時のオレの扱いってけっこう酷ひどかったんだな。今もか。

「ここでこの馬鹿、初対面なのにいきなり観田先輩に告白しやがったらしいですよ。イタいっすよね～」

「ぶふっ！」

　信司の野や郎ろう、いきなり何言い出しやがる！

　い、いや、先輩に思い出してもらうためには悪い手ではないというかむしろ良い手と言えるのかもしれないけれど、それはオレにとってはけっこう黒歴史ーっ！

　ああ……タイムマシンなんてものがあったなら、当時のオレにもっと段階踏ふめよって説教したいっ！　切実に！

「さすがカー兄、驚きの早さ。まさにアタック」

「聡里、それを言うなら驚きの白さだ」

「早い手っていいな～♪」

「それは歯は磨みがき粉こ！」

「……早くても聡里は気にしないよ？」

「別の意味で男には禁句だからっ！」

「……えっと、小さいのも、その、聡里は気にしない、よ？」

「背のことだよねそうだよね!?　あと目を逸そらして憐あわれむように言わないでくれ！」

　突っ込みつつ、ガックリとオレは肩かたを落とす。

　聡里にまでそう認にん識しきされてるオレって……オレって……。

「……信司、その辺どうなの？」

「そこ何訊いてんだよ!?　先輩も興きよう味み津しん々しんに聞き耳立てないでください！」

「えっ、ええ!?　わ、わたしは別に」

　まあ、そんなこんなで賑にぎやかに。

　思い出巡り、スタート。





　階段をひたすら昇のぼり続け、到とう達たつした先にある無骨な扉とびらを押おし開ひらく。

　やや暗い校内に慣れた目が、久しぶりの陽光に思わずくらむ。でもすぐに慣れて、視界には懐なつかしい景色が広がった。

　鉄てつ柵さくに囲まれ、一面コンクリートに埋うめ尽つくされた無む味み乾かん燥そうな空間には、今は甲こう子し園えんに応おう援えんに出かけているのかブラスバンド部も応おう援えん団だんの姿もなく、人ひと影かげと呼べるものは美術部らしき人間が一人、イーゼルを立てて遠く街並みを写生しているぐらいだ。

　遠く運動場から掛かけ声ごえのようなものが響いてくるけれど、普ふ段だんの喧けん騒そうを知る身としては物もの寂さびしさを感じずにはいられない。

　そんな中、オレは慣れた足取りで給水タンクの裏側に歩を進める。

「ここで先輩はいつもお昼ご飯食べてたんですよ」

「ここで？」

　きょろきょろと先輩が辺りを見み渡わたし、ちょっとだけ自じ嘲ちようしたように笑う。けっこう陰かげになってて、人目から隠れるには絶好の場所だからな。

　あんまりそういう顔させたくはないんだけれど、毎日利用していたわけだし、ここはこれで思い出深い場所には違ちがいないから、な。

「出逢ったばかりの頃は、ここでよく先輩に賭かけの結果報告をしてましてね」

「賭け？」

「ええ、先輩が視る予知夢を変えることができたら、先輩、オレに全てを捧ささげてくれるとか刺し激げき的てきなこと言ってたんですよ～」

「ふ～ん、でもダメだったんですよね？」

「……ええ、まあ」

「……やっぱり」

　残念そうにうつむく先輩。

　これはオレとそういう仲になってて欲しかった……ってわけではもちろんなくて、未来が変わらないことに忸じく怩じたる思いを抱えてるから、だろうな。

「えと、でもですね。未来は不変ってことはなくて」

「前に聞きました。未来量子論、でしたっけ？　いまいち実感わきませんけど」

「そう、ですか」

　実感がわかない、か。今の先輩には、その論に基もとづいて行われた自作自演作戦の記憶がない。ほんと、百聞は一見にしかず、だよなぁ。

「じゃ、じゃあ他行きましょうか」

　鉄柵に手をかけつつ眼下に広がる風景を見下ろす先輩が、そのままどこかに消えてしまいそうに見えて、オレは慌あわててそんなことを言う。

「ん、そうですね」

　振ふり向むいて微び笑しようする先輩がやっぱり儚はかなげで、オレの胸を締しめつける。

　先輩の本当の笑顔をオレは知っている。一ヶか月げつ前なら小さく笑っただけでも、幸せそうなのが凄すごくよくわかったんだ。だけど今の先輩の微笑とそれとは似ても似つかなくて……。

　と、いかんいかん。初っ端から湿っぽくなっててどうする。

「こっちです」

　それからオレたちは来た階段を降り、屋上から程ほど近ちかい次の目的地へと向かう。「２ーＢ」というプレートが突つき出でた、先輩の教室だ。

　先輩とは学年も違うしあんまりオレとは縁がない、そして先輩自身にとっても孤こ立りつしていてあまり良い思い出があるとは言えない場所ではある。

　それでもやっぱり、四月から実に四ヶ月間、ほぼ毎日通っていた場所だ。何か思い出すこともあるかもしれない。

「窓まど際ぎわの一番後ろ。あそこが先輩の席ですよ」

「ありがとうございます」

　ペコリと軽く頭を下げて、先輩は自分の席へと向かう。

　そういや先輩、記憶を失ってからずっと、オレに対して敬語なんだよなぁ。今の先輩は精神的には中学三年生でオレより年下だからか。

　先輩は優等生気質かたぎなところがあるから、その辺仕方ないとは思うんだけど、う～ん、なんか他人行ぎよう儀ぎな感じがして、ちょっと嫌なんだよなぁ。

　オレに対して年上風も吹かせてくれないし、ちょっと切ない。

「ちょっ！」

　席の前に立った先輩が、驚いたような声を上げた。

　これまでなかった反応だ。

「な、なにか思い出したんですか、先輩!?」

「ダメーっ！　こっち来ちゃダメー！」

　駆かけ寄よろうとして、先輩に両手で押し留とどめられた。

　それだけにとどまらず、いつもからは考えられない力で教室の外まで一気に押し切きられる。

　敬語も忘れてるし、なんか相当慌ててる？

「え？　え？　先輩？」

「机は学校の備品でしょ。自分の物じゃないでしょ!?　何彫ほってるの、前のわたしはーっ！　もう、もうっ！」

　真っ赤な顔でぷりぷりと先輩が以前の自分に文句を言っている。なんか今の先輩は、少しだけ以前の先輩をほうふつとさせて、ちょっと微笑ほほえましくなった。

　しかし、記憶を失ったはずの先輩がここまで取り乱すなんて、いったい何が彫られていたんだ？





　学校では結局、先輩が何かを思い出すことはなかった。

　期待していなかったと言えば嘘うそになるけれど、この程度で落ち込んでもいられない。記憶喪失で周りの人間に一番大事なものってのは、根気らしいからな。

　次にオレたちが訪おとずれたのは公園だ。青せい陵りよう高校からも近く、オレたちが住む街でけっこう著名なデートスポットで、

「ここでオレと先輩、初めてデートしたんすよ」

「あたしたちを撤まいてね」「俺おれたちを撒まいてな」

















「すみませんでしたーっ！」

　背後に立ってぼそっと左右から呟つぶやくサヤ姉と信司に思わず平ひら謝あやまり。

　でも、オレ、そんな悪いことしてないよね？　好きなひとと二人っきりでいたいとか、ごくごく普ふ通つうの心理だよね？

　まあ、怖こわくて言えないけど。だって、二人とも、声にドス利いてたし。

「懐かしいなぁ。あっちのボートとか一いつ緒しよに乗ったんですよ」

　指さした先、遠く池のほとりでは近所のお子様たちが群れをなしてバシャバシャやっていた。ははっ、時季が時季だからなぁ。デートスポットとしてはかなり台無しかも。あの空間で雰囲気は出せそうにない。

「んで、この噴ふん水すいの前で、えと、その……」

　うーわー、言えねえ！　さすがに言えねえ！

　ここで先輩のほうからキスしてもらったんだけど、ここにはサヤ姉に聡里、信司もいたりするわけで、公開処しよ刑けいもいいところだろ、これ!?

「あんたとこいつが初めてキスした、らしいわよ」

「ってサヤ姉!?」

「キっ!?」

　先輩が奇き声せいを上げたかと思うと、顔をトマトのように真っ赤にしてうつむく。そうしながらもちらっちらっとオレの顔をうかがっているのがわかる。

　多分、あの時もらったメールからすると、あれは先輩にとってもファーストキスみたいで……それは当然、今の先輩にとってはまだなわけで、その相手はやっぱり気になるんだろう。

　で、でもこの状況はやはり……めちゃくちゃ気き恥はずかしい！

「ふんっ」

　ぽかっ。

「いつまでも雰囲気作ってるんじゃないわよ、さっさと次行くわよ次」

「ってえなぁ。わかってるよ。次って言うと、ボートだな」

「……記き憶おく巡めぐりって本題からして、あんたと明日香ね。何が悲しゅうて他の女に好きな男との想おもい出を教えてあげたり、一緒にボートに乗せたりせにゃいけないのよ。まあ、これで戻ってくれたほうがそりゃいいんだけど。けど、けど……はあ～～～～っ」

　唇くちびる尖とがらせて怒った風にオレを小こ突づいたかと思えば、今度は重々しくも長い溜ため息いきをつく。なんか色々と葛かつ藤とうめいたものがあるっぽい。

　でも、突っ込んだら酷い目に遭あうと全力でオレの勘かんが告げているのでスルーしておく。

「あっ、そ、その、ま、待ってください。えと、その前に写真！　写真を撮とってもいいですか？」

「ん？　別に構わないけど？」

「あ、いえ、その、み、みん……」

　先輩は何かを言おうとして、言葉に詰つまる。うつむいたままもじもじと、明らかに何か言いたいことがあるっぽいのに、それを口に出せないでいるようだった。

　いったいどうし……ああ、そういうこと、か。

「そだ。せっかくだしみんなで記念写真撮ろうぜ！」

　オレは素知らぬ風を装よそおって助け舟ぶねを出す。

　今の先輩は、まだずっと独りだった頃の先輩だもんな。みんなとの想い出が欲ほしいに決まってるじゃないか。

「おお、いいじゃねえか。なんだかんだで五人全員集まった時ってすくねえもんな」

　信司も同意を示す。けっこう交友関係の広い信司は、しょっちゅう用事で留守にしてたりするからなぁ。これもいい機会だろう。

「とりあえず誰かその辺の人にって、おっ、ちょうどいいところにちょうどいいヤツが」

　まさに天のめぐり合わせとでも言うべきか、あるクラスメートが機き嫌げん良さげに鼻歌まじりにウォーキングしている姿がオレの目に映る。

「おーい、薫ーっ！」

「およ。カッちゃんじゃないか、こんなとこで逢うなんて……運命の必然かな」

「きっぱり偶ぐう然ぜん」

　こいつとしてはいつもの冗じよう談だんのつもりだろうけれど、今は周りに先輩、サヤ姉、聡里と女性陣の目がある。はっきり言い切っておかないと後が怖い。ぶるぶる。

「……って、カッちゃん？」

「いやぁ、君の周りの女の子、みんな君のこと愛あい称しようで呼んでるっしょ？　カー坊、カーくん、カー兄。こうなると残りはもうちゃん付けしかないかなって。でもカーちゃんだとほら？」

「母親だな」

「でしょ？　だからカッちゃんかなって」

「オレ的には皿が落ちて割れた音みたいでなんとなく嫌なんだが」

「うん、小さい女の子助けて事故死しそうな愛称でもあるよね」

「おい、やめろ、不ふ吉きつすぎる！　思いっきりそれオレやりそうだよ！」

「きれいな顔してるだろ。ウソみたいだろ。死んでるんだぜ。それで」

「縁えん起ぎでもねえっ！」

「あはは。でももうここらで手を打っておかないとこれも誰かに取られちゃいそうでね～」

「そこまでオレのニックネームにこだわらんでもいいだろ」

「いいじゃん、ボクと君の仲でしょ？　それに残り物には福ありそうじゃん？　てかそんなことより、なんか用？」

「マイペースなやつめ。まあいいや、みんなで写真撮りたいんだよ。頼めるか？」

　言いつつ、オレは先輩の手から無断で携帯をするりと抜ぬき取とり薫に手て渡わたす。「あっ」と小さく声を漏もらし唖あ然ぜんとした表情でオレの顔と携帯を交こう互ごに見てる先輩が小動物っぽくて可愛い。

　こういう時の先輩ってけっこう遠えん慮りよしたりするからな。ちょっと強ごう引いんだったけど、時間も限られてるしいいよな。

「ふー────む」

　なにやら薫は難しい顔つきで携帯を凝ぎよう視ししている。

　あ～、でもこいつ、明日香先輩のこと嫌いだったっけ。無神経なこと頼んじまったかな。

　かと思うと、今度はオレたちの顔を順々に見ていき、

「よし、小お沢ざわくん、パス」

「は？」

　信司に携帯を手渡し、なぜかてけてけっとオレの隣に駆け寄ってくる。

　なんだ？　何がしたいんだ、こいつ？

「この場合、どう考えてもカメラマンは小沢くんでしょ」

「い、いいっ!?」

「だって、ほら」

　薫がなにもかもをわかった風な顔で、みんなを示すように両手を広げる。

「あっ……みんな、こいつのことが……はあ、わぁかったよ、俺が撮るよ」

「おい、信司、いったいどういう……」

「邪じや魔ま者ものは……俺だったのさ」

　寂しそうに、哀あい愁しゆう漂ただよう声と口調でそんなことを言い出す。

　ほんと一体、ヤツに何があったというのだろう？　一いつ瞬しゆんで二〇歳さいぐらい老ふけ込んだようにさえ感じる。

「あ～、でも、皆みんなで写真撮るなら希優さんもいれば良かったのになぁ」

「これだけのメンツ揃えてまだ足りねえかぁっ!!」

「ぐはっ！」

　い、いきなり何しやがる!?

　全体重を乗せた打ちおろしの右チヨツピングライトとか洒落しやれにならんぞ。マジで奥おく歯ばが折れるかと思ったじゃねえか、てめえ。

　思わず反はん撃げきしようと立ち上がりかけ、オレははっと気づく。

　男には、拳こぶしで分かり合える時がある。格闘漫画とかで時々あるシーンだ。そんなわけないだろう。今まで、オレはそんなことは眉まゆ唾つばものだと思っていた。

　だが、はっきりと感じたのだ。

　信司の拳から、どうしようもないほどの怒いかりと悲しみが伝わってきたのだ！　その深さは、オレの全身が打うち震ふるえるほどだった。

　見れば、殴なぐった信司のほうが痛そうだった。拳が、ではない。

　心が、だ。

　よくはわからないけれど、オレは殴られても仕方ないことをしたんだな？

　信司、今回のことはきっとオレが悪かったんだな？　言葉をかわさずとも素す直なおにそう思えた。

「いきなり殴るなんて、サイテー」

「聡里、お兄さんのこと嫌い」

「お、小沢さん、暴力はいけないと思います！」

「信司～？　こいつ殴っていいのはあたしだけよ。知らないわけじゃないでしょう？」

　……うん、殴られた当人のオレは許せたんだけど、彼の『痛み』は拳を交えていない彼女たちにはまったくといっていいほど伝わっていなかったらしい。

　女性陣から総スカンを食くらった信司は、ぶるぶると小刻みに身体を震わせたかと思うと、

「ち、ち、ちくしょおおおおおおおおおおお!!」

　天を裂さかんばかりの慟どう哭こくとともに、いずこかへと駆け出したのだった。

　さらば、友よ。

　オレはその背中に心からの合がつ掌しようを送らずにはいられなかった。





「お待たせ～」

「なんだ薫、長かったな。大きいほうだったのか？」

　ガッ！　ゴッ！　がぶっ！　オレの両頬を容よう赦しやなく薫とサヤ姉の腰の入った拳が打ちはさむ。そして頭をキツネに思いっきりかじられた。

　肉体的ダメージにふらふらになったところに──

「サイっテー」

　明日香先輩のトドメの一言によって心まで貫つらぬかれ、オレはその場に四よつん這ばいになって打ちひしがれるしかなかった。

　そんなオレをせせら笑うかのように、真上ではさんさんと太陽が輝かがやいている。

　女性陣はもうすでにオレなど眼中になく、薫を囲みオレの悪口に花を咲かせ始めていた。

「おいおい、いくらなんでもありゃあないだろ？」

　オレの前にしゃがみこみ、信司が心底呆あきれ返かえった顔でため息混じりに言う。

「あ、ああ。どうもあいつとは男友だちな感覚が染しみ付いてて、その、つい……」

「まあ、そういうフランクさが彼女の魅力だけど、だからって、なぁ？」

「わかってる。オレも今のは大失言だったと思ってる」

　女の子ってのは、やっぱり男のオレにはわからない。

　初はつ恋こいの女性の明日香先輩とはいつもどう接すればいいのか迷うし、ずっと家族同然に思っていたのに突とつ然ぜん異性として好きと言われたサヤ姉には戸と惑まどっているし、聡里に至ってはマジで何考えてんのかわからないし、希優さんの悪戯にもどう対処していいやらで困っている。

















　その点、男友だち感覚で付き合える薫はほんとわかりやすくてつい気安く扱っちゃうんだよなぁ。でも、薫だって一応女の子だ。いや、一応どころかクラスで一番可愛いって評判な美少女だった。

　これからはあいつのこと女の子としっかり認識するべきだな、オレ。

「え？　一緒に？　嬉うれしいなぁ。ちょうどボクお腹なか空いてたんだ」

「うん、食べて。カー兄のだからちょっと量多いかもだけど」

「うぉいっ!?」

　なんて反省していた矢先、背後で行われていた不ふ穏おんな会話に思わず振り返ると、ギロッという八つの眼がオレを射い抜ぬいてくる。こ、こええええええっ！

　なに、なに、なんなのこの連帯感!?　なんでいつもオレの周りの女子たちは、オレを攻撃する時はきっちり一致団結しちゃうの？

　そもそも先せん輩ぱいなんて記き憶おくを失ってるはずなのに！

　思わず視線を逸らし震えるオレのそばで、信司がぼそっと呟く。

「哀あわれだな」

　ほうっておいてくれ。

　ぐるるるるるるるっと激しく鳴なり止やまない腹の音がなお一層、オレをみじめな気持ちにさせてくれた。最近聡里のヤツ、料理の腕をメキメキ上げてるから、すっげえ楽しみにしていたのにーっ！

「明智さん、でしたよね。作った聡里ちゃんがそう言ってるんだからどうぞどうぞ」

「食べなさい食べなさい。カー坊にはちょうどいい罰ばつよ」

「うん、カー兄はちょっと反省したほうがいいと思う」

　いつのまにやら女性陣はキャンピングシートの上にずらっとお弁当を広げていて、聡里が宣言どおり薫に大きめのお弁当を差し出だしている。

　マジか。あんたら本気と書いてマジか!?　真しん剣けんと書いてマジか!?　マジでオレに飯抜きなさい、ですか!?

　みんなが和気あいあいとお弁当を食べる中、独り膝ひざ抱かかえてるって本気でみじめすぎるんですけど!?

「じゃ、俺も食ってくるぁ」

「し、信司。オレたち友だちだよな？」

「ああ、友だちだ。だが、心からの親友にも女子の手作り弁当は米こめ粒つぶ一つたりとて渡わたすつもりはないっ！」

　断固とした口調で言い切って、その言葉とは裏腹に軽かろやかにスキップしながら女性陣の輪の中に何食わぬ顔で割り込む信司。

　く、くうううっ。憎にくしみで人が殺せたらっ！

　なんでたった一言で、さっきと立場が逆転しているんだ!?

　……言葉って大事なんだなー。





「ごちそうさまー。もうお腹いっぱい。食べ過ぎたー」

「ああっ、薫てめ、なんて綺き麗れいに食べやがってんだよ！」

「意地でも残してやるもんかってがんばったよ」

「がんばるなよ！　おまえには慈じ悲ひの心ってもんがないのか!?」

「これぐらいで許してやろうってんだから、むしろ寛かん大だいさに感謝してほしいなぁ」

「「「うんうん」」」

　やはりシンクロして頷うなずき合う女性陣。

　これ以上、オレが何か言ったところで立場を悪くするだけっぽい。すでにもうオレの弁当も残っちゃいないし、これ以上争あらそったところで本気で虚むなしい戦いにしかなりそうになかった。はぁ。

「さーて、じゃ食後の運動に鬼おにごっこでもしよっか」

「聡里やる」

「あ、俺もやるよ」

　ポンポンと腹を叩たたきつつの薫の提案に、聡里、信司が早さつ速そく手をあげた。

　この年とし頃ごろになってよりにもよってそれかよ、と思わないでもなかったけれど、いや、だからこそいいのかも、な。

　だって、聡里ももう一人のひとも、多分、やったことがないんだろうから。

「え、鬼ごっこ、ですか？　わ、わたしも？」

「うん、アス姉もやろう」

　ぐいっと聡里が先輩の手を引く。

　おおっ、積極的になってきたなぁ、聡里のヤツ。いい傾けい向こうだった。もう感無量？　子の成長を見守る親の心境って、こういうものなのかもしれない。

「んじゃオレも……っ～～～！」

　ぎゅううううっ！　っとみんなからは見えないようにオレの太ももをつねってくるひとがいた。

　恨うらみがましい目をそっちに向けると、目配せを送られる。何か話があるってことか。

「あ～、やっぱオレいいや。腹減って動けそうにねえ」

　ううっ、先輩と鬼ごっことかしたかったのになぁ。

　捕つかまえる拍ひよう子しに胸タッチとか。っていかんいかん。腹が減りすぎて性欲まで強くなっている感じがする。

　人間、生命の危機に陥おちいると、子孫を残そうって本能が働くらしいし……別にオレが特別スケベとかそういうわけじゃないはずだ。

「そっか。じゃあこの四人でやろう。鬼は小沢くんだね」

　発案者の薫が場を仕切りつつ、びしっと信司に指を突きつける。

「また俺かよ」

「不満？」

「望むところだーっ！」

　ひゃっほーいっと信司は喜色満面で美少女たちを追いかけ始める。

　うわ～、心底楽しそうだなー。

　今は夏だけど、もうこの世の春って感じ。

「……あいつ、あたし一筋とか言ってなかった？　まあ、一向に構わないんだけど」

　でもいいのか？　なんか崇すう拝はいしていたサヤ姉の評価はだだ下がってるぞ？

　まあ、いいか。信司だし。

　オレに弁当を本当に米粒一つたりとて恵めぐんでくれなかったヤツだし。

「で、なんだよ」

　思考を真面目まじめモードに切り替かえて、サヤ姉に問いかける。

　オレを鬼ごっこに参加させずに残したのは、何か話があるから、だよな。

「明日香の記憶に関して、よ。無関係なのもいるし、あの娘こたちの前じゃちょっと、ね」

「ちょっと……か」

　無関係というのは薫のことだろう。しかし、明日香先せん輩ぱいや聡里は《オーバーライン》のことをすでに知っている。その前でも言い難にくいということは、それはすなわち、あまり喜ばしい内容ではないということ、か。

　オレも覚かく悟ごを決める。

「正直なところ、あんたにも伝えるべきかどうか、迷ったのよ。でも、あんたはなんだかんだで強いから。そして、一人で抱えてられるほど、あたしは強くないから」

「おいおい、らしくねえこと言うなよ」

　決めた覚悟が、早くも揺らぎそうになるじゃねえか。

　しかし、サヤ姉がここまで言うって、いったい？

「超ちよう能のう力りよくの分類で言うと、聡里のが精神感応テレパスなら、海かい原ばらさんのは記憶読み取りサイコメトリーに近いものだとあたしは推測しているの。いえ、読み取りならぬ読み盗とりと言ったほうがいいのかしら」

　フンっとサヤ姉は鼻を鳴らし、

「聡里の時に、あたし言ったわよね。人間の脳は、科学的には電気信号によって全すべて動いているって。極論的には、コンピューターが０と１の二進法で動いているのと仕組みは一緒だって」

「あ、ああ。そう言えばそんなこと言ってたよな」

　聡里を小鳥遊の手から取り戻もどす為ため、乗り込んだカジノ船の一室で、そんな話を聞いたのを覚えている。ちょっとうろ覚えだけど。

　そう確か電気ってのは、『電子の移動』によって発生しているエネルギー、だったはずだ。電子は当然、『量子力学』の取り扱あつかう分野。

　この電気によって形作られた『思考』が、量子テレポーテーション現象とかいうので聡里の中に流れ込んでいた、というのがサヤ姉の仮説だったはずだ。

「あっ！　量子テレポーテーションで記憶をふっ飛ばした？」

「今回はそう単純じゃないのよね。そうね、あんたにわかりやすいようにコンピューターに例えましょうか。もちろん人間の脳とコンピューターは仕組みが全然違う。既き存そんのノイマン型コンピューターがどれだけ進化したところで、人間の思考を模したコンピューターが作られることはない。だからあくまで例えね。ふむ、パソコンは手元にないからとりあえずタブレットで代用。カー坊、ちょいちょい」

　サヤ姉が自らのタブレットＰＣをバッグから取り出すや、手でオレを呼び寄せる。画面を見ろってことか？

　しかし……いくら従姉いとことは言っても自分のことを好きとか言ってくれた、しかもとんでもない美少女と触ふれ合あいそうなぐらいに額を寄せ合うって、めっちゃ緊きん張ちようする。

　あれ？　サヤ姉、シャンプー変えた？　あの唇はつい先日……って意識しちゃダメだダメだ。今は真面目な話し中ーっ！

「よ～く見てなさい」

　サヤ姉がタブレットで音楽プレーヤーを起動する。この曲がどうかしたのかと思った矢先にそれは終しゆう了りようさせられて、今度はブラウザが立ち上がる。かと思えばそれもやっぱりすぐに終了してカメラモードに切り替わる。

「あたしが何をしたかわかるでしょ？」

「わかるかっ！　いったい何がしたいんだ、サヤ姉!?」

「あーもう。勘の悪いヤツね」

　あんたがそれ言うか。

　オレを全否定してない？

「あたしが今、タブレットで何をしたか言ってみて」

「はぁ？　音楽プレーヤー起動して消して、ブラウザ立ち上げて消して、カメラモードにしたんだろ？　だからそれがなんだよ？」

「そう、あんたは画面を見てたから、あたしが何をしてたのか当然わかる。これが聡里なの」

「え？」

「この画面が要は人間の『表層意識』ね。ほら、タブレットの画面を、液えき晶しようモニターで見たりとかもできるでしょ？　聡里の《力》はまさにこれ。自分のモニターに、自分が認識した他人の画面を映し出せる能力ってわけ。繰くり返すけれど、あくまで例えであって厳密には違うわよ？」

「ああ、わかりやすくってことだな」

「そう、今回はあんまり理屈言ってもしゃあないから、ね。抽ちゆう象しよう的てきな理解でいい」

　なんか含ふくんだ感じだった。

　最初のサヤ姉の言葉とも相まって、嫌いやな予感が止まらない。

「人間の記憶ってのはこの例えだとハードディスク内のデータってところかしら。さて、カー坊、このタブレットではあんたの小学校時代の写真が見れたりするんだけど……」

「おいっ!?」

　ちょっと待て。先月みたいにオレの黒歴史だったりしないだろうな？

　小学校時代とかけっこう馬鹿やってた記憶ありまくるんだけど。

「今、その写真、見える？」

「……いや、風景画像の上にアプリアイコンがずらっと並んでるだけ、だな」

「そうね。見ているだけのあんたには、つまり聡里にはってことなんだけど、このタブレットを実際に操作することはできない。あくまで画面を覗のぞき見みることができるだけ。実際に操作するのはあたし。ほいっと」

　ひょいひょいっと手て馴なれた操作で、画面にはオレが当時の戦隊ヒーローがプリントされたシャツを着て、虫取り網を片手にＶサインしている写真が映し出される。あっ良かった。恥はずかしいヤツじゃなかった。

「しかしサヤ姉、こんな古いヤツをわざわざ携けい帯たい端たん末まつにまで入れなくても……」

　かなり気恥ずかしいんですけど。

　サヤ姉、そこまでオレのことを……

「べ、べべべ、別にわざわざ入れてるわけじゃないからね！　こ、これだけじゃなくて今までの写真関係は全部、別の場所に保存してあるの！　これはそれをネット経由で引っ張ってきただけ！　そ、その、あんたでも聞いたことぐらいあるでしょ、クラウドサービスって」

「あー、確かに最近その単語よく耳にするなぁ」

「ま、まあ、そ、そんなことはどうでもいいのよ！　記憶を取り出すってのはさ、今みたいに画面上に、人間の脳で言うならワーキングメモリーってところに引っ張り出してこないといけないわけ。つまり、聡里より他者に強い干渉をする能力であると言えるの」

「あ、ああ」

　なるほど、記憶を読み出すって行こう為いは、確かに画面を見ているだけじゃ駄だ目めで、実際にコンピューターを操作しなくちゃできないことだ。希優さんの《力》も、実際に対象の脳に強く干渉しているってわけだな。

「聡里の場合、他者を観測することで対象の脳内情報が流れ込んでくる。ここから逆説的に考えれば、海原さんの能力の発動条件が対象にもその紅あかい瞳を観測させなければいけないという理由も自ずとわかる」

　逆？　観測すれば対象から流れ込んでくるんだから、観測されれば……

「え～っと、つまり、希優さんから何らかの情報が対象に送り込まれている？」

「そういうこと、ね」

　言いつつ、サヤ姉はオレの手を取り、タブレットにトントンと二度軽く触れさせる。画面上で、写真が拡大する。この場合、オレがサヤ姉のタブレットに「画像を拡大しろ」という情報を送ったということ、だな。

「さて、こっからが本題」

　サヤ姉が言って、タブレットをオレに手渡してくる。

「タブレットの持ち主であるあたしにも、その写真を取り出せないようにするにはどうすればいいと思う？」

「え？　ん～、そこまでオレ、パソコンに詳くわしいわけじゃないからよくわからないけれど……そうだな、圧縮ファイルにして暗号キーを設定する、かな。サヤ姉ならあっという間に解除してしまいそうだけど」

「そうね。速そつ攻こうでぶち破ってあげるわ」

「あとは、あっ！　その写真、ネット経由でって言ってたから、ちょっとオレには伝つ手てがないけれど、電波妨害ジヤミングできる装置とかでもいけるかもな」

「へ～、よくそれに気づいたわね。やっぱあんた、発想力はいいのよね。現実的じゃないからってすぐに思考から外したりしない。……でも、あんた、一番簡単な方法からは目を逸らしてるわよね？」

「うっ……」

　思わずオレは言葉に詰まる。

　図星、だったから。

「気づいてるんでしょ？　もっとてっとり早くて、あたしでも容易には見れないようにする、その方法。言えないなら、言ってあげる。そう、暗号化とか回路を断たつなんかよりよっぽど簡単……」

「やめろ、言うなっ！　サヤ姉、言うなぁっ！」

　自分でも、その方法を意図的に避さけていたのには気づいていた。あえてそうじゃない可能性にすがっていたのに。

　サヤ姉は自嘲の笑みとともに投げやりに吐き捨てる。

「削さく除じよしてしまえばいいのよ。綺麗さっぱり、ね」





「まあ、ハードディスクなら、最近だと消えた情報を取り出す技術があったりするんだけれど、それでも復元できるかどうかはぶっちゃけ運うん次し第だい。ついでに言えば脳の記憶する仕組みとかきっちり解明されているわけでもないから、この作業を明日香でやるのは現実的にはまず不可能」

　茫ぼう然ぜん自失なオレの前で、サヤ姉はつらつらと補足説明をした後、証明終了ＱＥＤとばかりにふうっと溜息混じりに肩をすくめてみせた。

「き、消えたとは……まだ断定できないだろ」

　自分でも無駄な抵抗とわかっていたけれど、抗こうせずにはいられなかった。

　サヤ姉が哀れんだ目でオレを見る。オレの馬ば鹿かさ加減に呆れたわけではなくて、すでにそこはサヤ姉が通過した場所だったから。おそらくサヤ姉もすでに何度となく否定しようと足あ掻がいて、それでも、出来なかったから。

　サヤ姉はじっとオレの目を見つめて、問う。

「海原さんの『願い』は？」

「き……消えてしま……え……」

　自分で口にしながら、その響ひびきに戦せん慄りつが疾った。

「《オーバーライン》の能力は願望が密接にからむ。だから明日香の記憶はね、忘れているんでも、封ふう印いんされているんでもなくて、消えていると見るのがやっぱり自然なの」

　忘れているならば、つまり、脳の中に残っているのならば、何らかのアプローチによってそれを取り出せるようになる可能性は十分にあるだろう。まさしく今日、こうやって思い出の地巡りしているのはそれを期待してのことだ。

　封印されているでも、何らかの方法でその封ふうを解けば、記憶は回復する。

　しかし、そもそもとして、先輩の中に記憶が残っていないならどうあがいたところで思い出しようがない。

「さっきも人間の記憶の仕組みとか完全に解明されてるわけじゃないと言ったと思うけど、人の脳にどういう処理を施ほどこせば記憶をピンポイントで二年分消せるかなんてあたしにもわからない。だからこっからは本当に想像」

　サヤ姉はそう前置きし、

「おそらくね、海原さんの中には願望を具現化した自動プログラムみたいなものがあるんだと思うの。対象が海原さんの瞳を観測している間、これがさっきあんたにタッチパネルを触れさせた時のように対象の記憶を勝手に操作──具体的には新しい記憶から消去していく作業をし続ける……」

「…………」

　絶句しつつ、オレは首を下に傾け手元のタブレットを覗き込んだ。そこにはまだ小学校時代のオレが脳天気に笑っている。今、オレが所定の作業をいくつかこなせば、この写真を消すことができるだろう。

　それこそ跡形もなく。

「目が紅いのはおそらく《力》の副作用で左目の色素が消失し、毛細血管の透過が起きているから、かしらね。何かに強く干渉すれば、相応の反動はあるものだから」

　記憶を消す代わりに色素が消える、か。相関があるようには思えないけれど、因果関係をとことん無視するのが量子力学であり、《オーバーライン》だ。そこに論理的な帰結を求めるのは労力の無む駄だなんだろうな。

　量子力学の基本は、そういうものだと思い込め、だ。

「そして海原さんが視たという無数の光は、このいわばウィルスが食い散らかした明日香の記憶の残滓。まあ、あくまであたしの想像で、もしかしたらまったく違う仕組みで消してるのかもしれない。でも、今回、過程はどうでもいい。肝かん心じんなのはね、明日香の脳内から記憶が消えているという結果に関してはほぼ間違いないってこと、よ」

　サヤ姉がそっと空を仰あおぐ。

　オレも釣つられて上を向くと、木々の間から陽光が漏れきらきらときらめいていた。

　明日香先輩の中からは、すでに記憶が失われている。

　希優さんが視たという明日香先輩の記憶も空気に溶け消えた。

　どこにももう、存在しない。

　じゃ、じゃあ明日香先輩は……

「……死んだ人間を生き返らせることなんかできないように、いくら超ちよう天てん才さいのあたしでも、あたしを超こえるあんたの閃ひらめきをもってしても、すでにないものを取り戻すことは、誰にも出来ないのよ……っ！」

　ガシャンっ！　カラカラカラカラ……

　すぐ背後で何かが落ちる音とそれが転がる音が響いた。

　驚おどろいて振り向き、さらにオレは我わが目を疑う。

　そこにはいるはずのないひとがいた。

　今一番、ここにいてほしくないひとだった。

「な、なんで……希優さんがこんなところに!?」

「やっぱり受け取れないって、藤ふじさんに小切手返そうと思って電話したらこの公園を指定されて。でもまだ来ていないみたいで、そ、そしたら、か～くんがいて……」

　藤って、希優さんに明日香先輩の記憶を消すよう指示したという藤美音子とかいう女のことか！

　しかし、待ち合わせ場所に指定したのがよりにもよってこの公園だなんて、偶然の一致にしても、タイミングも含めて運が悪すぎる。

　どこまでも『運命の悪あく魔ま』っていうやつは、オレたちに対して残ざん酷こくで悪意に満ちた存在らしい。

　つーっと希優さんの瞳から、涙なみだの珠たまが流れ落ち頬ほほを伝っていく。

「あ、あはは。やっぱり、ね。やっぱり……アタシの罪は消えないんだね」

















ACT5

Trouble of Enchantress




　やっぱり、明あ日す香かさんの記憶は戻らないらしい。

　そりゃ、そうだよね。何を期待していたんだろう。

　お母さんが記憶を失ってから色々な病院に連れて行ったけれど、何一つアタシたちのことを思い出してくれたりはしなかったじゃない。

　そんな見ず知らずのアタシたちを育ててくれたお母さん。

　寝ねる間も惜おしんで一いつ生しよう懸けん命めいに頑がん張ばってくれたのに。

　こんなろくでもない娘に育ってしまってごめんなさい。

　電話が鳴る。

　でも取らない。

　メールが届く。

　でも見ない。

　彼かれはきっと慰なぐさめの言葉をくれるのだろう。

　いたわりの言葉をくれるのだろう。

　とっても優やさしい男の子だから。

　アタシの様子がおかしいと、お母さんも優ゆう也やも美み優ゆも心配してくれる。

　なんでみんな、アタシなんかを気き遣づかうの？

　アタシにはそんな資格、ない。

　あるわけが、ない。

　アタシは悪いことをしたんだよ？

　許されないことをしたんだよ？

　なんで、なんでみんなアタシを責めてくれないの？

　お願いだから優しくなんてしないで。

　もう誰でもいいから……。

　アタシに罰を与あたえてよぉ。

　アタシは罰を受けなくちゃいけないのに。

　傷つけられなくちゃいけないのに。

　そうか。

　誰かに頼たよるからいけなかったんだ。








　いつものようにバイトに行くと、希き優ゆさんが辞やめていた。

　店長は希優さんの仕事に対する責任感を知っているからいったい何事だ!?　と何度も事情を訊きき出そうとしたみたいなんだけど、ごめんなさいと繰り返すのみでついには店長も辞めるのを認めざるを得なかったらしい。

　やっぱりオレと顔を会わせ難いと思っているんだろうな。責任感の塊かたまりのような希優さんが、その肝心の仕事を放ほうり投なげてしまうほどに。

　オレが先輩の記憶を取り戻すなんて下手に希望を与えてしまったのが完全に裏目に出てしまった。ひとは最初から希望がない時より、希望を失うことが一番ショックを受けるものだから。

　あの後、涙も拭ぬぐわず走り去る希優さんをオレはもちろん追いかけはした。

　ただ、なんと声をかければいいのかわからなかったのが正直なところだ。

　オレが何とかする？　絶対に不可能だなんて話を聞かれたばかりでか？　どうやってと訊かれたらなんと答えりゃいいんだよ。

　気にしないで？　先輩に片かた想おもいしているオレがそれを言うのか？　あまりにも空々しすぎるだろ。傷口に塩を塗ぬりこむようなものだ。

　ガムシャラに走ってれば追いつけたんだろうけれど、その迷いがオレの足を鈍にぶらせた。公園を出るやすぐさまタクシーを拾われてしまい、もうオレには追いかけることができなくなっていた。

　電話をかけても繋つながらない。

　メールにも返信がない。

　話がしたいとは思いつつも、でも、なんと声をかければいいのかずっと答えを出せずにいる。





　それでも時だけは、いたずらに過ぎていく。

　明日香先輩の想い出での地巡めぐりは長なが崎さきくんだりまで足を延のばして続けているけれど、結果だけを言えば完全に徒労に終わった。

　忙いそがしい日々に追われ気がつけば、先輩の記憶は戻らないまま夏休みは残りあとわずか三日というところまで差さし迫せまっていた。バイトも昨日で終わり、まるで希優さんとのつながりが完全に切れたかのようで、もやもやしたものを感じずにはいられない。

「水難と女難の相が出てますよ。まあ、気をつけても無駄ですけど」

　そして、先輩の予知夢もまた、一向に止まることなく続いている。

　先輩の予知夢の原因は、『誰もいない遠くへ行きたい』だった。予知夢が続いているということはすなわち先輩の心からその願望を取り除けていないということで、ここにいたいと先輩に心から思ってもらうことが、オレたちはできていないということでもあり……。

　オレも内心、力なさにけっこうへこんでいたりする。って落ち込んでてどうする？　空元気だって元気のうちだろ。よし！

「具体的にはどんな感じの夢だったんですか？」

「ふんっ。教えてなんてあげません」

「あ……そです、かぁ……」

　いきなりめげそうになったよ。

　じとっとした視線でねめつけられ、オレは身を縮こまらせて目の前にあったオレンジジュースをすする。喫きつ茶さかりおすとろには今、オレたち以外に客の姿はなく、妙みように耳みみ障ざわりな音が響いた。

　い、いたたまれねえっ！

　な、なんか今日の先輩、いつにもまして不ふ機き嫌げんきわまりないんですけど。

　記憶を失う前の先輩にも女たらし、女の敵と言われたオレだけど、あれはなんだかんだで親しみのこもった冗談だったんだなぁといまさらながらに痛感している。どうもオレ、今の先輩にはかなり露ろ骨こつに警けい戒かいされているんだよなぁ。はあ……。

　店長さんは奥おくでキュッキュッと皿を磨みがいている。先輩が記憶を失ったことを知った時はもちろんびっくりしていたけれど、いつもと変わらず先輩に接している。懐ふところ深いよなぁ。さすが大人の男というか。オレにはたどり着けない境地だ。

　先輩としても、それこそ小学校時代から接している店長さんの存在はずいぶんと助けになっているようだ。最近は特に入いり浸びたっているらしい。

「水難に女難……ねぇ？　そういや以前薫かおるに、『女の子助けて事故死』とかネタ振ふりされたような……」

　一応注意しておこう。今はまだ外晴れているけれど、夕方前には台風の影えい響きようで大雨になるとか天気予報で言っていたし、な。

　まあ、先輩の予知夢はすでに起こった過去だから、先輩の言うように気をつけたところで起こるべくして起こってしまうんだろうけど。

　なんて考えていたら、先輩の視線の温度がいつの間にかさらに下がっていて、もはや軽けい蔑べつに近いものとなっていた。え？　あれ？

「……一応、これデートですよね？　他の女のひとの話するなんて、サイテーです」

「あっ、うっ、す、すみません。え、でも、これデート……なんですか？」

「あ、あくまでデートの一いつ般ぱん的てき定義にそえば、です。べ、別にあなたのことなんてなんとも思ってませんから」

「あ……そです、かぁ……」

　今の先輩はみんなには優しく穏おだやかに接しているのに（それでもどこか線引きしたところは感じるけど）、ずっとオレに対してだけなんか妙に冷たいんだよなぁ。

　眼の前のオレンジジュースをそれこそ親の仇のごとくざくざく乱暴にストローを突っ込みかき混ぜてるあたりに、オレへの苛いら立だちが見え隠れしてるように感じる。

　い……いったいオレが何をしたっていうんだぁっ!?　いや、何をするんだ、オレ？

　まあ、こうして逢あってくれはするんで嫌きらわれてまではいないと思うんだけど。チクチクと心が痛いです。

「あなたはもう少し女のひとに対してしっかり距きよ離りをとって接するべきだと思います。じゃないと本命のひとに失礼です」

　いや、オレの本命は明日香先輩なんですけど。

　なんて言えるかぁ！　この空気ではさすがにそれは言えねえっ！　視線の温度が絶対零れい度どに到とう達たつすること請うけ合いだ！

「オ、オレから女のひとに何かしたことはありませんって！」

　とは言え弁解ぐらいはしておかないといろいろまずい。誤解されたままってわけにはいかないし。

　先輩は興味なさげにオレンジジュースの氷をストローでからんと回す。うううっ、この「間」が異様にきつい。

　先輩は妙に確信に満ちた口調で言う。

「なるほど、つまり、女のひとのほうからは何かされたりしてるんですね？」

「いいっ!?　あ、それは……」

　詰んだ。

　その、なんだ、先輩以外の女性からキスされたことが実は何度かありまして。うち一人とはディープキスまでされてたりして……でも、でも、でも！　全部不意打ちだったんだぞ！　回かい避ひしようがなかったんだぁっ！

　でもそんな言い訳、通用しそうにないよなぁ。ううっ、先輩からのだってほとんど騙だまし討うちみたいなものなのにぃっ！

　こ、こうなったら最終手段だっ！

「ぐーっ」

「ここまであからさまな寝たフリ初めて見ましたっ！」

「ぐーっ」

「バレてても続けるんですか!?」

「だって、だって、口を開けば開くほどドツボにハマるんです……」

　なんで、なんでこうなるんだ!?

　オレはちゃんと先輩一筋を貫いているはずなのに！

「はあ、別に言い訳とかしないでいいです。あなたが基本的には誰にでも優しい、いいひとだってことは、わかっているつもりですから」

　基本的にはってあたりに含んだものを感じるのはオレの気のせいですよね？　気のせいでいいんだよね!?

「……だからみなさん、あなたに惹ひかれているんでしょうね」

　あっ、また、だ。最近の先輩はこういう瞳めをすることが多くなっていた。日を追うごとに、どんどん、どんどんそれが増えている。

「あの、もしかして、オレたちと一緒にいるの……つまらないです？」

　最近ずっと心に溜ため込んできた言葉を、オレはついに口に出さずにはいられなかった。

　だっておかしいじゃないか。みんなと一緒にいる時ほど、みんなのことを話した時ほど、決まって寂しそうにしてるなんて、さ。

「っ……楽しい、ですよ」

　その言葉は決して嘘ではなかったと思う。でも混じりけなしの本音というわけでもないと思った。オレの質問に息を呑のんだのが、そのなによりの証しよう拠こだった。

　先輩も自分の態度が怪あやしかったことを自覚したのだろう、ふうっと観念したように小さく息を吐く。

「皆みなさんいいひとです。ほんとわたしなんかにはもったいないぐらい、いいひとたちばかり。とてもよくしてくれます。でもそれが正直……つらい時があります」

「いいひとなのが、つらい？」

　普通よくしてくれたら、嬉しいよな？　冷たく接せられる方がいや、だよな？　実際、《絶対不可避の不吉を告げる魔女ラプラス》としてみんなから無視されていた頃ころの先輩は、とても寂しそうだった。

　意味が、わからなかった。

「みなさんがわたしにすごく優しくしてくれるのは、以前のわたしに対して、ですよね。みんな、わたしが記憶を取り戻すことを望んでいます。それが、その……」

「あ……」

　次に続く言葉が出てこない。

　もちろんみんな、早く記憶を取り戻して、なんて面と向かって先輩に言ったりはしていないだろう。けど、取り戻して欲しいと期待しているのも偽いつわらざるところだった。

　それが先輩にとって無言のプレッシャーになっていたんだ。

　何と言ってもこの一ヶ月、オレたちがしたのは思い出の地巡り。最近こそ「何か思い出しましたか？」という言葉こそ禁句扱いしているけれど、期待の眼まな差ざしまでは止められない。

　奇くしくも聡さと里りの時と同じ状じよう況きようだ。言葉は飲み込めても、思うことまでは止められない。隠そうとしても些さ細さいな態度からそれは漏れ出てしまう。

　そうか。当たり前、だったんだ。

　明日香先輩のため、記憶を取り戻そうと行動するオレを含むみんな。

　みんなのため、思い出そうと頑張り続ける明日香先輩。

　全員が必死に力を尽くしているのに。

　いや、必死だからこそすれ違う。

　そんな、お互いがお互いに過か剰じようなまでに気を遣つかった関係。

　こんなの、楽しいわけがない。

　こんな歪いびつな関係の中に、ずっといたいなんて思ってもらえるわけがない。

　でも、オレたちはまだ子どもで、店長さんのように大人の境地には至れない。

　そこまで達観できない。

　どうしたって、願ってしまう。

　その願いが、先輩を苦しめる。

　なんて、悪あく循じゆん環かん。こんなんじゃ先輩の予知夢は……止まらない。





　雨風が窓を叩きギシギシと軋きしませていた。

　予報通り、台風がこの街に上陸したようだ。なんでも今年最大とのことで、日本列島に接近する前から、太平洋岸を中心に高波による被ひ害がいをもたらしすでに二名が死亡しているというほどだった。

　バイトが終わっていて良かったぜ。被害とその後の片付けとかを考えると気が遠くなる。

　父さんと母さんは、仕事先で立ち往生。無理して帰って事故に遭あうのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいし、と近場のビジネスホテルに泊とまるとのことだった。

「でさ、今のままじゃ先輩の予知夢を止められないと思うんだよ。とりあえずさ、記憶が難しいならこっちだけでもって思うんだ」

　オレは電話越ごしに昼間思いついたことを語る。

　先輩の記き憶おく喪そう失しつと予知夢再発は、確かにセットで起こったことだけれど、よくよく考えれば根は違う。誰もいない遠くへ行きたい、心の奥おく底そこにあるその願いを失わせれば、記憶を取とり戻さずとも予知夢は止まるはずなのだ。

『そうね。そっちのほうが建設的ではあるわね。……あんまりあんたらしくないやり方だなとは思うけれど』

　電話の向こう側で、サヤ姉がちょっとつまらなさそうに呟く。

　まあ、確かにオレらしくはないなという自覚はある。こういう何かを切り捨てて何かを取るってのは、ドライすぎて正直、オレの好みからかけ離はなれている。

　今だって先輩の記憶を諦あきらめたわけでは、もちろんない。それでも、それが非常に困難であることは認めざるをえないところだった。なら出来ることからまず片付けていくほうがいいに決まっている。

『とりあえず休み明けからは記憶の回復よりも、みんなで楽しくってところに重点置くって感じ？』

「いや、それはそれで堅かた苦くるしいから。もう何も考えずひたすら楽しむ方向で」

　頭の中に希優さんの泣き顔が浮うかび、ズキッと心が痛む。

　先輩の記憶を取り戻さない限り、希優さんの罪は、いやもっと正確に言えば罪悪感を消すことはできない。彼かの女じよの本当の笑え顔がおを、取り戻せない。

　でも、時間は常に先へ先へと進んでいる。あんまり一つの場所で堂々巡りしているのはやっぱり健全ではない。

　最善ではないかもしれないけれど、明日香先輩が心から楽しそうに笑ってくれれば、そういう姿を希優さんに見せられれば、あのひとの心も多少は軽くなってくれるんじゃないか。以前みたいに笑ってくれるように、なるんじゃないだろうか。

　そう……信じたい。

『やっぱあんたって……馬鹿よね。でも、それが生きていく上では真理なのかも、ね。馬鹿と天才は紙一重とはよく言ったものだわ』

「貶けなすか褒ほめるかどっちかにしてくれ」

『褒めてるわよ。あたし的には絶賛のつもり。まあ、それでも……明日香の予知夢が止まるかどうかは、正直、なんとも言えないわね』

「……なんでだよ、以前は止められたじゃないか。先輩に毎日楽しいって思ってもらえれば、ここにいたいって思ってもらえれば、いけるんじゃないのかよ？」

　もちろん、ガキのオレだって、本当に誰かを楽しくさせる、幸せにするってことが、言葉で言うよりすっごく大変だってことぐらい知っている。

　それでも、以前できたことだし、なにより、オレは一人じゃ、ない。みんなとならそれができるはずだ。新たに聡里も加わってにぎやかにもなってるし、な。

『あんたへの信しん頼らいが足りないのが、一番のネックなの』

「オレへの？　ううっ、確かにオレ、今の先輩から信用されてないよなぁ」

　昼間の先輩の態度がいやがおうにも脳のう裏りをよぎる。

　もう行動のいちいちを疑われている感じだった。信用されているというには程遠い関係に甘んじていると言うしかない。

『まあ、あんたが思っているほど信用されてないわけじゃないと思うけれど……いえ、女関係の信用に関しては地に落ちてることは否定しないけど』

「否定してくれよ！」

『どうも、ね。今の明日香には、けっこう強い人間不信があるのよね』

　スルーかいっ！　まあ、いいけどさ。

　でも……人間不信？

『明日香の境きよう遇ぐう考えると、妥だ当とうっちゃ妥当なんだけど。親から無視されて、学校では級友たちに忌き避ひの目で見られて……他人を信じられないほうが当たり前よね』

「あ～～～、そだ、確かに出で逢あったばかりの頃の先輩って、今みたいに他人をどこか突き放してるところ、あったかも。いや、かもじゃねえ。確かにあった」

　当時の先輩は、いざって時に絶対に何も言ってくれなかった。

　独りで抱かかえ込んじゃうところがあった。

　だから死の予知のことを、オレたちに相談してくれなかった。お別れのメールとしてしか教えてくれなかった。

「でも、あれ？　記憶を失う直前の頃の先輩って、あんまりそういう感じ、しないんだけど？」

　ふざけたじゃれあいみたいな会話の中で「ないしょ」されることはそりゃいっぱいあるけれど、どうしても切せつ羽ぱ詰つまった時とかは、素す直なおにオレやサヤ姉に打ち明けてくれてるような気がする。

『……あんたさー、玉たま野のの一件の時さ。銃を向けられてもなおあの娘を助けようとしたでしょ？』

　玉野とはうちの学校の野球部の元エースで、いままさにオレが思い出していた死の予知を巡る騒そう動どうの時、先輩を逆恨みして襲った麻薬中毒シャブ中のクズ野や郎ろうのことだ。

　ヤクザとも通じていたみたいで、ヤツに銃を突きつけられた時のことを思い出すと今でもぶるっと背筋が震える。それでもオレがあの場に踏ふみとどまれたのは、先輩をなんとしても助けたかったことと──

「あ、ああ。まあ、予知で助かることわかってたし」

『そうその予知よ。自分への死の予知が出てて、そして、死をもたらす者が実際に目の前に現れた。そんな状況よ。明日香もいろいろ精神的に追い詰つめられていたと思うのよね。そこに颯爽と騎士様が死も恐れずに助けに駆かけつけたわけよ』

　思い返してみて、そこまで格好よくはなかったと思うんだけどなぁ。けっこうガタガタ震えてたし、あの時のオレ。

　これは誰にも、そう先輩にだってサヤ姉にだって内緒にしていることだけど、ちょっとだけほんのちょびっとだけちびってたし。

　いや、だってさ！　弾丸が風切ってく音がすぐ耳元を突き抜けていくのよ!?　怖すぎるっつーの！

　そして最後には先輩のビンタで気絶。

　うん、絶対に騎士だなんて格好良い姿ではなかった。自分で言ってて情けなくなるけれど。

　でも、そうだな。先輩に対して、オレのがむしゃらな必死さぐらいは、確かに伝わったんじゃないかとは思う。

『吊り橋効果なんて言葉もあるし、あんたの好意は心から信じられるって、あの時、明日香の心に強く強く刷り込まれたと思うのよね。言葉だけじゃ足りないものってやっぱりあるのよ。百聞は一見にしかずって言うじゃない？　一〇〇どころか一〇〇万の言葉を重ねるより、あんたの行為はあの娘の心に響いたんじゃないかなって』

「……つまり、先輩の人間不信の壁をぶち壊すには、そういう強烈な体験が必要ってことか？」

　でもなぁ。そりゃあ今年は命の危機に瀕するなんてレアな経験を二度ほどこなしてはいるけど、さ。

　普ふ通つうは、長い人生でもそうそう出食わしたりしないはずで。

　これからまた起こる可能性なんて低いし、あったとしてそこにオレが居合わせられるかどうかって問題もあるし。

　あっ、予知返しに使った自作自演策、あれなら……って駄目だ。バレたら人間不信を余計に悪化させかねない。

　うわ～、どうすりゃいいんだよ。

『別に必要とまでは言わないわ。こんなものは荒療治の類。長い時間をかけて、信頼を育はぐくんでいくのが正しい人間関係ってやつよ』

「長い時間……かぁ」

『そう、長い時間』

　なるほど、確かにサヤ姉の言うとおり、それが正道なんだろうな。

　ちゃんと段階を踏んで先輩の心の外壁を一つ一つ丁寧に取り除いていけば、いつかは先輩もオレたちのことを心から信用してくれる日がくるだろう。

　予知夢を視なくなる日もくるんだろう。

　でも、それはいつだよ？

　何ヶか月げつ、いや何年先かもしれない。

　その間、先輩は予知夢に苦しみ続けるのか？

　希優さんは罪悪感に縛られ続けるのか？

　タ～タッタタ～♪

　携けい帯たいから唐とう突とつにちょっと遠い感じで音楽が鳴り響く。ぐるぐると思考の迷路に陥りかけていたから丁度良かったかも、な。

「わりい。誰かから電話かかってきた。とりあえず切るわ。いろいろサンキュな」

『ん。またね』

「ああ。また」

　いったん通話を切り、もう一度通話ボタンを押おす。

『も、もしもし！　夜分遅おそくにすみません！　姉さんが、姉さんがいないんです！　どこにいるか心当たりはありませんか!?』

　それは、先行きの見えなさに打ちひしがれたオレにさらなる追い打ちをかける、優也くんからの切羽詰まった緊急連れん絡らくだった。





　玄関にあった雨ガッパを手早く身に着けるや、オレはすかさず外へと飛び出──

　──そうとしてドアの重さに愕然とする。それでも力づくでこじ開けると、今度は痛いぐらいの雨風が顔面を叩きつけてくる。そのあまりの激しさに、目もろくに開けられない。

　風が轟々と唸うなりを上げ、ところどころから何かが倒れたり転がったりする音が響いてくる。

「こんな状況で外って……正気の沙さ汰たじゃないぞ、希優さん！」

　オレの身体も今にも風に吹ふき飛ばされそうだった。いつもだったら絶対、外になんか出たいと思わない。コンビニにちょっと買い物に行くのだってためらう。

　だからってな、今ここで希優さんを捜しにいかないなんて選択肢、オレにとれるか！

　相も変わらず先輩の予知夢は外れねえな。

　ちくしょう！　水難と女難ってこういうことかよ！

「あ～、でも、どこ捜しゃいいんだよ!?」

　がしがしっと頭を掻きむしる。

　なんか、なんかヒントねえのか!?　ひと一人を捜すには、この街は広すぎる。以前先輩を助けられたのだって、信しん司じが偶ぐう然ぜん、先輩の姿を見かけていたからなんとかなったようなものだ。闇雲に捜したって見つかるわけがない。

　しかも、以前より状況は悪い。こんな嵐あらしの中じゃ自転車なんてとても使えない。

　タクシー？　今はバイト代が入って懐は暖かいけど、こんな状態じゃ窓から外の様子を調べるなんてできるとは思えない。

　つまり、頼りになるのは自分の二本の足のみ。移動範はん囲いは極端に限られるってことだ。

　優也くんの話だと希優さんはかなり自じ暴ぼう自じ棄きになっている感じだし、一刻も早く見付け出さなくちゃいけない。

　見当違ちがいのところへ向かってなんていられない。

　ピンポイントで捜し当てるしかない。

　どこだ？　希優さんはいったいどこにいる？

　考えろ考えろ考えろ。

　ってやっぱり駄目だ！　くそっ、今になって思い知る。オレ、希優さんのこと、ほとんど何も知らねえ！

　サヤ様親衛隊ＳＳＳの情報網も、今日に限っては役に立たねえよなぁ。こうなったら、サヤ姉にプロファイリングでも……あっ！

「そうかっ！　あそこだ！」

　確信とともに、オレは駆け出す。

　希優さんは十中八九あそこにいる。ここからは徒歩でも問題なく行ける距離だ。

　走る走る走る。

　雨に打たれようと、風に押し戻されようと、オレはただただひた走る。

「はあ……はあ……」

　どれぐらい走ったか。

　酸素が足りなくて、もう頭の中がぼ～っとして覚えていられない。

　横っ腹どころかもう心臓が破裂しそうなほど痛い。

　喉のどはもうヒューヒューとか変な音まで出してる。

　濡れたズボンがどんどん重くなり、体力をさらに奪い取っていく。

　それでもオレは足だけは緩めない。

　緩めてなんて、られるかよ。

　あの待ち合わせの日、オレは間に合うことができなかった。

　二度と、同じ過ちは繰り返さない。

　どんなに辛かろうが、苦しかろうが、体力が尽き果てようが、意地だけで足を突き動かす。

　そうだよ、意地だけで生きてんのが男オレたちだろ！

　だったら、今こそ貫き通さなくていつ張るんだよ、ええおいっ!?

「い……いたぁ……」

　ようやく、目的地にたどり着く。

　なるほど、格言というものはやはり偉大だった。

　犯人は現場に戻る。

　オレたちと明日香先輩が待ち合わせをしたあの場所に、希優さんはいた。

　無人の夜の街に棒立ちになって、自らの罪を洗い流して欲しいとばかりに暴風雨に身体を晒している。その目は両方とも虚うつろで、何もかもが痛々しすぎて見ていられなかった。

「なに、してるんですか」

「か～……くん？」

　近づき声をかけると、苦しさとか申し訳なさとか絶望感とかいろいろな感情がごちゃまぜになって揺ゆれる瞳が、オレを映し出した。

　その表情は、雨のせいでわからないんだけれど、間違いなく泣いていると確信できた。

　いろいろ、本当にいろいろ言いたいことはあったんだけど、とりあえずその辺全て飲み込んで、オレは希優さんの腕うでを引っ張る。

「帰りますよ」

「あ、ま、待って、待ってよか～くん」

　戸惑い足を踏ん張る希優さんを、オレは力づくで連れて歩く。

「帰れない、帰れないんだよ！」

「なに聞き分けのない子どもみたいなこと言ってんですか、希優さんらしくもない」

「今帰ったら、自分が何を言うかわからないんだよ！　自信がないんだよ！」

「え？」

　正直、希優さんの言葉の意味は、測りかねた。ただ、今の希優さんを家族の下に帰すのは正解ではないような気がした。

　こういう時は、自分の勘かんを信じるしかない。

「わかりました。でも、希優さんをこんなところに置いてはおけません。行きますよ」

「い、行くってどこに!?」

「希優さんが自分の家に帰れないなら、オレの家しかないでしょう。おし、いたいた」

　ここが駅で助かったな。台風の最中でも、いや、最中だからかな、客待ちしたタクシーが群れをなしていた。

　コンコンとオレが一番手近にあったタクシーの窓を叩たたくと、後ろのドアが勢いよく開いた。そこに希優さんを無理やり押しこむ。

「ず、ずいぶんとずぶ濡れですね、お客さん」

　五〇代ぐらいの白髪の目立つ細身の運転手が、見るからに嫌そうな顔をする。面倒な客に捕つかまった、という内心が鈍いオレにもよく伝わってくる。

　普通の人は、やっぱり壊れかかった申し訳程度の傘で身体を隠かくすとか、屋根伝いで移動するとかして、多少は濡れないように気をつけているものだ。

　必然的にお尻しりや背中までずぶ濡れになっている人間なんて、そうそういない。この雨風の中、傘もささずカッパも着ずに長い時間棒立ちしていたような酔狂な人間以外は。

「あ～、その～、お客さん……」

「釣りはいらないから、これでお願いします」

　オレも乗り込みつつ相手の言葉を遮さえぎるように、財さい布ふから珠玉の一万円札を取り出し運転手に渡す。

　なんら苦労することなく親からもらったお金じゃない。クソ暑い中、頑張って働いて稼かせいだオレの苦労の結晶だ。惜しくないと言ったら嘘うそになる。

　でも働いたからこそわかるんだ。今、オレたちが座ろうとしているのは真っ白で綺麗なシーツ。濡れたら結構目立つし、当然、次の客を座らせられない。これじゃあオレたちを運んだ後は商売上がったりだ。

　嫌がられるのが当たり前なのだ。でも、今はこんなところで押し問答している時間も惜しい。今も握にぎっている希優さんの腕が、夏だってのに凍ったように冷たいんだよ！

「超特急で今から言う場所に向かってください！」

「……あんちゃん。あんた、見たところ普通の学生だってのに剛毅だねぇ」

　明日からまた貧乏学生に逆ぎやく戻もどりだっての。

　夏休み中の旅行にもけっこう使ったし、もう完全に素寒貧。どうやらオレの財布はとことんお金に縁えんがないようにできてるらしかった。





　家に着くなり、オレは希優さんを洗面所に押しこむ。

　もちろん日本の平均的家屋らしく隣となりは浴室になっていて、そしてタクシーで移動している間に携帯を使ってすでに浴槽にはお湯を張ってある。ほんと便利な世の中になったよなぁ。

　他にも外出先から携帯使って、テレビ番組の録画やエアコンを起動して部屋を温めたり冷やしておいたりなんてこともできる。最近、市販でもそういう機械が売っているけれど、うちのはもちろんサヤ姉製の特注品だ。

「ごめんね、また……迷めい惑わくかけちゃって」

　ドア越しに希優さんの涙で滲んだ声が届く。

「そんなことはどうでもいいですから早くお風ふ呂ろに入ってください」

「でも……か～くんだって身体冷えてるだろうし、アタシなんかより……」

「女のひとを震わせて一人だけぬくぬくと、なんてサイテー野郎に成り下がるのはまっぴらごめんです。男って馬鹿な生き物ですから。ちっぽけなプライドでも、守れないより風邪引くほうを選ぶんです」

　きっぱりと強い口調で言い切る。垂れてくる洟も、むずむずする鼻も意地で我慢する。

「……うん、わかった。ありがとね、か～くん」

　オレの言い分に完全に納なつ得とくしたわけではないんだろうけど、説得は無駄だと、そんなことするぐらいなら自分が風呂に入ったほうが結果早くオレを入れられると悟ったのだろう。ドア越しに衣擦れの音が漏もれ聞こえてくる。

　って、うわ、うわ、うわわっ！

　とにかく冷え切った希優さんの身体を温めないと、ってことしか頭になかったのだけれど、けっこうこの状況すごくね？

　自宅に女の子──それもすっげえ美人を連れ込んでお風呂にって……あれ？　妙な既視感があるんだけど。あの時もオレはテンパりまくってたっけ。って何を桃色なこと考えてんだよ、オレは。今はそんな時じゃ……。

　ガラッ……ちゃぽん……。

　い、今、ドア二枚隔てた先には裸はだかの希優さんが……って駄だ目めだぁ！　ここにいるとオレの妄もう想そうがとどまるところをしらないっ！

「着き替がえてこよ」

　居間に畳んであったバスタオルを拾って頭を拭きつつ、オレは二階の自室へと向かう。馬鹿と定評のあるオレでも濡れたままじゃさすがに風邪ぐらい引く。

「あっ、希優さんのも用意しないとな」

　せっかくお風呂で温まってもらってもびしょ濡れの服をまた着たんじゃ元の木阿弥だ。とは言え、希優さん、女のひとにしてはけっこう背が高いほうだから、小柄な母さんのじゃサイズが合わないだろう。

　成長期ってことでちょっと大きめの買ってるしオレのがちょうどいいかな。男物だけどその辺は我慢してもらおう。

　手早く適当に着替えて、希優さんの分も見繕って、オレは階下へと再び降りていく。

「き、希優さん、着替え用意してきました。は、入らせてもらいますよ！」

　コンコンと洗面所のドアを叩き、ことさら大きな、そして自分でもわかるぐらい震ふるえまくった声でオレは宣言する。

　いや、やっぱ、なぁ？　あんな美人がお風呂入っているわけで、そのお着替え場所に進入するというのはオレも年とし頃ごろの男子だからめっちゃ緊張するわけですよ。

「あ、う、うん」

　風呂場だからか反響してエコーがかかり、いつもよりよく通る感じの声で希優さんが返事を返してくれる。

　よし、許可が出た。そ～っとドアを開けると、まず目に入ってきたのは洗濯機横のカゴの中に畳まれた希優さんの脱ぬいだ衣類。

　つーかちょっと待て。いいから待て！

　衣類の上にちょこんと置かれた山が二つあるあの黒い物体はなに!?

　ちょっと縮んだ感じの、三角形の黒い物体もなに!?

　やべっ、鼻血出そ。

　ここはオレにとってあまりに危険地帯すぎる。早く任務を終えて脱出しなければっ！

「ねえ、そのままで、聞いてくれる？」

「えっ！　な、なんです!?　オ、オレは邪なことなんて何も」

　って馬鹿かオレはーっ！　こんな返事じゃそういうこと考えてるって告白してるようなもんじゃねえかぁっ！

「最近のアタシ、おっかしいんだぁ」

　どこか軽い口調で、まるで他人事のように希優さんが言う。

　そのあまりに不自然な軽さに、オレの浮ついた気持ちはたちどころに吹き飛ぶ。

「家に引きこもって一日中膝ひざかかえてるだけで……そんなアタシを優也や美優は心配して優しく労ねぎらってくれるのに、アタシは感情的にわめきちらすことしかできなくて、このままじゃ……このままじゃ……」

　でも、その強がりはほとんどもたなくて、すぐに涙声に変わった。

「言っちゃあいけない言葉を、言っちゃいそうで……アタシがこうなったのはあなたたちのせいだって。そんなこと、ないのに。アタシが勝手に考えて、相談もせずに決めたことで、二人は何も悪くないのに……でも感情が言うこと聞いてくれないの」

「……だから、家を出たんですか？」

「うん……絶対に、絶対にそれだけは言いたくなかったから。あの二人にまで、アタシの罪を背負わせたくはなかったから」

　その言葉とともにザバッと何かが水から上がる音がしたと思うと、モザイクがかった浴室のドアにすらりとした扇情的な影かげが映し出される。

　ちょっ!?　な、なな、なにしてるの、希優さん!?　ま、まだ男のオレがここにいるんですよ!?

　そんなオレの戸惑いは伝わらず、さらに浴室のドアが開け放たれる。もちろんオレの手によるものではなく、希優さんの手によって。

　視界に肌はだ色いろが飛び込んでくる。女性特有の柔やわらかなラインを描いた肢体。その平均をはるかに上回る双丘の先には桃色の──

　バッ！

　オレは慌あわてて回れ右をして希優さんに背中を向ける。

「見てない見ません見えませんでしたっ！　湯気で、そう湯気でっ！　っていうかいきなりなにドア開けてんすか!?　早く風呂場にゅうううっ!?」

　絶叫とともに、オレの手からばさっと着替えが落ちる。

　むにゅうっと確かに背中に感じる、柔らかくも弾力性に飛んだ二つの何か。やや遅れてオレの胸にそっと細い腕が回され、きゅっと抱だきしめられる。

「き、希優……さん？」

「抱いて、よ……」

「な、ななな、なに言って!?」

「アタシの身体、好きにして、いいから」

「あうあうあうあう」

「だから……奪うばってよ、傷つけてよ、アタシをめちゃくちゃにして、よ。一生消えない罰ばつをこの身体に刻んで、よ……」

　希優さんが涙混じりに自暴自棄な言葉を並べていく。

　いったい、どうしたんだ？　今、何が起きている？

「好きなことして、いいから。何しても……いいから。ひどいことしてよ。なぶってよ殴なぐってよなじってよ叩いてよ責めてよ罵ってよ……とにかくアタシに罰を与えてよぉっ！」

　強烈な違い和わ感かん。

　明らかに、何かがおかしい。狂ってるとすら思った。

　希優さんが犯した罪は、明日香先輩から二年分の記き憶おくを奪ったこと、だ。それがかけがえのないものだったことは確かなんだけど、別に命を奪ったわけでも半身不随にしてしまったわけでもない。顔や目立つところに一生残る傷痕を付けたわけでもない。いくらなんでもこれは度が過ぎている。

　いや、そもそもこれじゃあ、あまりに本末転倒すぎる。

　今まで希優さんの自罰的なところを責任感の強さからくるものと思っていたけれど、オレはもしかして、根本的なところを勘違いしていたの、か？

　ふっと頭の中をよぎったのは以前読んだ、心的外傷トラウマに関しての本。もしかして今の希優さんって……心的外傷後ストレス障害ＰＴＳＤかそれに近い状態なんじゃ……？

　オレはそういう心的外傷トラウマにも負けず人と触ふれ合うことができる彼女を『強い』と思っていた。

　でもそうじゃ、なかったんだ。

　ただ母親とは違う形だっただけなんだ。

　幼少の頃の希優さんは、何かある度に、常に『殴られて』いた。そしてそれが、当たり前だった。

　その環かん境きようがあまりにも過酷だったから、辛しん辣らつだったから、そして当時の希優さんがあまりにも幼かったから。悪いことをしたときに、いや実は悪くなんてなかったときのほうが多かった可能性のほうが大きい気がするけれど、とにかく自分は傷つけられなくちゃいけないと強烈に思い込んでしまっている。

　刻み込まれた心的外傷トラウマにより、どうしようもなく歪んでしまっている。

　そうだよ、なんでオレは気づけなかった。

　希優さんの《力》はまだ顕在だ。それはつまり、心の奥底に『記憶を消したい』という願いがまだあるということ。希優さんが本当に消したかったのは、なかったことにしてしまいたかったのは、他でもない自分の記憶だったんだ！

　オレは、馬鹿だ。

　希優さんの罪悪感を消そうとやっきになっていたけれど、彼女に本当に必要だったのは、そういうものじゃない。

　希優さんが自分の罪と向き合える強い女性だった？　違う、彼女は実はぜんぜん向き合えてなんていなかった。

　オレは彼女の腕を振りほどき、目をつぶって振ふり向むくやぐっと希優さんの両りよう肩かたを抱いて、無理やりオレから引き離す。そして言う。

「オレは希優さんを抱くつもりはありません。もちろん、殴ったり責めたりもしません。絶対にしません。だって、そんなことしてもだれも救われないじゃないですか」

　心を鬼おににして、冷たく言い捨てる。心が、痛い。彼女の心に言葉の刃を突き立てるのが、つらい。

　でも、彼女が望むような罰じゃ、希優さんの心は救われないから。なにより希優さん自身が、ほんとは気づいているはずだから。

　それは単なる自己満足にすぎない、と。

「希優さんを抱いたりなんかしたらオレは先せん輩ぱいに顔向けできなくなるし、殴ったらオレの拳こぶしが痛いし、責めたらオレの心が苦しい。それで先輩の記憶が戻るわけでもない。ただ加害者である希優さんの心が軽くなる気がするだけ……です」

　だからオレは締めつけられた胸の痛みをこらえつつ、希優さんの願いを『否定』する。

　さあ、ここからだ。オレは一旦言葉を切り、呼吸を整える。

　希優さんは、本当は弱いひとだった。それでも同時に、その弱さを乗り越えようと今まで必死に自分を律してきたひとだ。違う『自分』になろうと頑張っていたことを、今のオレは知っているから。

　だから耐たえられると、信じる。さあ、本当の断罪を下そう。

「いつまで……甘えてんですか。貴女あなたがやっていることは全部、結局のところ、貴女のためでしかない。今、貴女は貴女しか見えていないっ！」

　我ながら、よく言うよな、ほんと。今言ってる言葉、全部、自分に跳はね返ってきてる。

　オレも覚えがある。先輩に一ひと目め惚ぼれして告白した時だ。あの時のオレは完全に自分のことばっかりで、ただただ自分の気持ちを伝えなくちゃってことしか頭になくて、先輩の気持ちとかそういうこと、まったく配慮できていなかった。しようともしていなかった。

　人間、追い詰められると、極端に視野が狭くなるものだ。お互い様すぎて、こんなことオレが責められることじゃ本当はないんだけど、我慢して続ける。

「本当に貴女がやらなくちゃいけなかったことは、考えなくちゃいけなかったことは、自分が楽になるための罰じゃなくて、傷つけた明日香先輩の為ために貴女が何ができるか、でしょう!?」

「あ……あああ……」

　希優さんから悲痛な声が漏れてくる。

　それでもオレは言葉の刃を納めない。

「希優さんがそういう思考に陥おちいってしまうのは、心的外傷トラウマのせいもあって仕方ないのは今わかりました。罪悪感で心が折れて弱くなっているのも、わかります。でも……でもいい加減しっかりしてくださいよ。いつまで……いつまで『自分』を見失ってんですかぁっ!?」

　あらんかぎりの心の力を込めて、オレは吼える。

　今の希優さんは、見ていられねえよ。あまりにも不甲斐ないじゃないか。こんなのがオレの『師匠』だなんて、認められるかよ！

「オレにこういうことを教えてくれたのは……オレの甘えを言葉で！　行動で！　それとなく叱ってくれたのはぁっ！　他でもない貴女じゃないですかっ!!　こんなこと、オレが心から尊敬してる『いつもの希優さん』なら余よ裕ゆうでできるはずのことでしょう!?」

　肺の中の空気を全部吐はき出すように、喉が枯れんばかりにまくしたてる。

　そう、こんなのは本当の希優さんじゃない。あるわけがない。あまりにも不運が重なりすぎて、そこにつけこんだ小鳥遊たかなしが『禁断の果実』を与えてしまったから、『子どもの希優さん』が表に出てきているに過ぎない。

　確かにこれも希優さんの一部、本音の姿ではあるのだろう。でも、『いつもの希優さん』は彼女をきっちり心の奥で眠らせていた。

　心的外傷トラウマっていうのは、《オーバーライン》のせいでマイナスなイメージが強いけれど、決してマイナスだけじゃ、ないんだ。

　よく言われるけれど、温室育ちの花よりも厳しい環境で育った雑草のほうが生命力ははるかに強い。それと同じだ。

　過か酷こくな環境は、潰されさえしなければ、強い反発力を生む。成長の糧となる。

『怒おこる』は、「自分が不快である」という感情をただ相手にぶつけることだ。対して『叱る』は、相手の成長を願い、言動の良くない点を指摘することを言う。希優さんは決してオレを怒らなかった。

　それは他ならず、希優さんが感情的に怒る人間になりたくなくて、父親を反面教師にしてきたということ。オレが知っている「いつもの希優さん」は、「怒るのではなく叱れる人間になろう」と願い努力し必死に頑張ってきた姿なのだ。

　おそらくそれは、彼女の二人の弟妹きようだい、優也くんと美優ちゃんに自分と同じ想おもいをさせたくないがため。母子家庭だった希優さんの家ではきっと、彼女がずっと二人の面倒を見てきたはずだから。

「オレみたいなガキが言っても説得力ないですけど。いつも希優さんに甘ったれなところ注意されてたオレが言えるような立場でもないですけど。本心、ですから」

　トーンを落とし、ゆっくりと言い含めるように言葉を紡ぐ。

　言いたいことを言い切り、オレはぜいぜいと肩で息をする。あ～もう、ほんとなんでオレごときがこんなこと語らなくちゃいけねえんだよ。

「ううん、心に、響いたよ。なによりお客様の為に、とか偉えらそうに言ってたくせになっさけないよね、アタシ」

「希優さん……」

　やらったか？　さらに自己嫌けん悪おに陥らせちまったか？　そう言えばあの本にデリケートな問題だから素人がむやみに心的外傷トラウマに触れるべきではないみたいなこと書いてあったような……。オレは最悪の判断ミスをやらかしてしまったのか？

　次々と浮かんでくる不安にオレは後悔を掻き立てられるが、それは杞憂だった。

　しばらくして、背後から楽しそうな笑えみが零れてくる。

「あはは、ちっちゃい頃ころ怒おこられたことはいっぱいあったけれど、叱られたのは、これが初めて、かも」

「希優さん、要領いいですもんね。そういう姿、たしかに一度も見たことないや。オレなんか店長に怒鳴られっぱなしだったのに」

「そりゃ怒られたくなかったからねー。あ～あ～、ついに『初めて』奪われちゃった。しかも年下の子に」

「き、希優さん!?」

「うふふ。あはははっ」

　どこか扇情的で、それでいて茶目っ気にあふれた、いつもの希優さんらしい笑い方だった。

　これはこれで心臓に悪いんだけど、うん、それでも断然こっちのほうが、やっぱりいい。

「そだね。アタシ、結局、自分のことばっかりだった。か～くんの言うとおり、アタシは明日香さんと心から向き合わなくちゃいけなかったんだね。自分を救うんじゃなく、傷つけたひとのことを考えなくちゃ、ダメだよね。人からもらったものじゃなく、悪いことをして得たものでもなく、アタシ自身の力で償わなくちゃ、いけなかったね」

「……はいっ」

　これだ。これがオレの知っている、そしてオレが憧れた、『いつもの希優さん』だ。

「さっそく、アタシにできること、考えなくちゃ」

「な～に言ってんですか。そんなの考えるほどのこっちゃないでしょう」

　オレは茶目っけたっぷりに笑ってみせる。

　むう、ウインクしたいところだけど、目を開けるわけにはいかなくてちょっとマヌケかもしれない。まあその辺はご愛あい嬌きようだ。

「先輩、もう希優さんにお願い言ったじゃないですか。お友だちになってくださいって。先輩、《力》のせいでずっと独りでしたから。あのひとが抱えている寂しさは、きっとオレや、社交的な希優さんには想像もつかないほどだと思います」

「……だから加害者のアタシとすら友だちになろうとしたんだね」

「先輩は希優さんのことを加害者だなんて思ってないと思いますけどね」

　でも、今の先輩が友だちを欲ほしいって思っているのは確かだ。だって記憶を失う前の先輩は、みんなでいる時、とても楽しそうだったから。

　そして、今、先輩は記憶を失っている。失った記憶の中にしか付き合いのないオレたちとだと、どうしても先輩は記憶を取り戻もどさなくちゃって、どっかで気を張っちゃうと思う。それはあんまり望ましくない。

　今の先輩が何の気負いもなく付き合えるのは、小学校から付き合いのある店長さんか、記憶を失ってからの付き合いの希優さんしかいない。

「……そっか。うん。さすがか～くんが惚れてるだけあるよね。アタシも、そんな明日香さんと友だちになりたい。ううん、友だちなんて生なま温ぬるい。なんでも話せる頼ってもらえる『親友』になってみせる！」

「おーっ」

　気炎を上げる希優さんに、オレは思わず拍手を送る。多分、今、希優さん、活き活きしてるんだろうなぁ。すっごく見たいけれど、やっぱり目ま蓋ぶたは開けられなくてもどかしい。

「明日にでも電話で遊びに誘さそってみるよ。最初はぎくしゃくするかもだけど、ちゃんと向き合う」

「なに悠長なこと言ってるんですか？」

　決意を新たにしているっぽい希優さんには悪いけれど、オレははっきり言う。だって、明日なんて遅すぎるだろ？　鉄は熱いうちに打てって言うし、明日にして決意が鈍ってもらっても困る。

「善は急げ、でしょ？　明日香先せん輩ぱいの電話番号、入ってますから」

　オレはズボンのポケットから携帯を取り出だしてみせる。

　オレからかけて代わっても、それじゃあ意味がない。希優さんが自分からかけるのが大事だ。

「うん……ありがと」

　希優さんが受け取ったのを確かく認にんして、オレはそそくさと洗面所から出ていく。

　もう、オレの出る幕はどこにもない。

　女同士の話を男のオレが隣で盗ぬすみ聞ぎきなんて、野暮の極みってもんだろ？





「はあ、どうすっかなぁ」

　いつの間にやら嵐はピークを過ぎ、その勢いを弱めていた。

　とりあえず居間に戻ってその辺の雑誌なんかを適当に開いたりしてみてるのだけど、内容が全然頭に入ってこない。

　正直、途と方ほうに暮れてるとさえ言っていい。

「ほんと、どうすりゃいいんだよ、これ」

　雑誌を少しずらして自らの股間に目を向けると、ギンギンだった。もうそそり立っていた。いつもが富士山なら、エベレストぐらいに。

　……ごめん、今のはオレも見栄張り過ぎたと思った。

　理由は言わずもがな。ナマおっぱいを見て、ナマおっぱいを押しつけられて、極めつけは耳元で「抱いてよ」と囁かれて……

　おさまるわけあるかぁぁぁぁっ!!

　もうかれこれ一時間もこんな状態ですよ。どっかの赤い人に「これが若さか」とか言われそうだよ！

　遠くかすかに話し声が聞こえる。希優さん、まだ先輩と話してるんだな。うん、もうすっかり打ち解けたってところか。それはいい。実にいい。心から喜ばしいことだ。

　でも、さすがにもういつ終わってもおかしくない頃合いだよね？

　やべえ、ほんとどうしよう。ってさらに尿意までもよおしてきたんですけど!?

「これも水難の一つか？」

　頭を掻きつつ、用足しに席を立つ。

　勃ちながらってのはなかなか大変だ。まず出にくくて途と切ぎれ途切れになるし、狙ったところに入れるのもけっこう難しいし、つーかそもそもちょっと痛いし。

　まあ、そんな他人にはとても言えない苦労を終えてトイレから出ると、

「あっ、か～くん。ちょっと」

　洗面所のドアが少しだけ開いて、そこから希優さんの細い手がちょいちょいっと手招きしていた。

　その手はしっとりと水気を帯び、ほんのり桜色に染まっていて……愚息よ、マジでいい加減にしてくれぬか!?

「あ、はい、なんすか？　着替えになにか問題ありました？」

　何気ない感じを装いつつ訊く。ふう、とりあえずドアの隙すき間まからしか希優さんはこっちを見てないから、平静にしてれば悟られることはないはずだ。

　いつもどおり、いつもどおりにやれ～。

「そっちは大だい丈じよう夫ぶなんだけど、明日香さんが君に代わってって」

「先輩が？」

「うん。その、ごめんね、か～くん」

「ああ、電話代ですか？　気にしなくていいのに」

　先輩とは携帯のキャリアが一いつ緒しよだからいくら話しても電話代はかからないのだ。じゃなかったら高校生のオレの小遣いじゃ毎日先輩と電話なんてとてもできない。

「とにかく、ごめん、ね。明日、アタシも手伝うから」

　そんな言葉を残して希優さんはバタンっと逃にげるように洗面所のドアを閉める。

　なんだろういったい？　まあ、あんまり先輩を待たせるわけにもいかない。

「はい、もしもし、電話代わりました」

　オレは自らの耳に携帯を当てて通話に出る。

　わざわざオレにって何の用だろう？　あれかな？　希優さんとの仲を取り持ったことへのお礼とかかな？

　ははっ、だとしたら嬉うれしいなぁ。別に先輩に褒めてもらいたくてしたわけじゃないけれど、それでもやっぱり頑張った甲斐があったと……

『どうして台風が吹き荒れるこんな真夜中に、あなたと希優さんが一緒にいたりするんですか？』

　サーッと自らの血の気が引いていく音を聞いた気がした。

「そ、そそそ、それはぁ、そのぉ」

『しかも希優さんの声、反響してる感じで……あれ、お風呂場からですよね？』

「ち、ちがっ……」

『っていうか裸の希優さんに抱きつかれてるところ、視てますから』

　ぎゃあああああっ！　よりにもよってなんつーところをぉぉぉぉっ!?

　またか、また誤解を招くような行動をやっちまったのか、オレはぁぁぁっ！

　今日の先輩が最初からずっと不ふ機き嫌げんだったことや、「女のひとに対してしっかり距離をとって接するべき」という言葉。そして「女のひとのほうからは何かされたりしてるんですね？」と妙に確信的に言われたこと、それらはすなわち──

　水難と女難って台風云々じゃなくてこっちだったのね……。でも今いま更さらわかったところでどうにもなるかーっ！

『さて、何か申開きがあるなら聞きますけど？』

「あ、ああ、あああ明日ぁっ！　明日逢あって直に説明しますからっ!!」

　思いっきり狼狽うろたえた甲高い声でそう宣言して、オレは急いで通話を切る。

　今の状況を説明しても、絶対に何か誤解されるという確信がオレにはあった。こんな何の準備もしていない状況では分が悪すぎる。とにかくきっちり理論武装する時間が必要なのは間違いなかった。

　猶予が一日延びただけ、と心の声が囁ささやくけれど気にしない！

　ガチャリ。

「うわあっ！」

　いきなり何の前まえ触ぶれもなく玄関の扉とびらが開き、オレはみっともない声をあげていた。

　まさか先輩!?　とびくついたけどもちろんそんなことはなく、

「？　どうしたの、カー兄？」

　入ってきたのは聡里だった。そのぶかぶかの厚手の手袋に包まれた手にはお鍋が抱えられていて、ほかほかと湯気を立てている。

　最近、両親の留守の際はこうしてサヤ姉から鍵を借りて料理を届けてくれるのだ。うん、いつも実に助かっているんだけど、こんな天気でも持ってきてくれたことには感謝しかないのだけれど、今日に限ってはなんかすっごく嫌いやな予感しかしないのは気のせいですか？

「え？　か～くん、もしかしてご両親が帰ってらっしゃったの？」

　ピクン。聡里のキツネ耳が今の希優さんの声を聞きとったかのように、逆立った。

　い、いや、そんなわけないよな。けっこう玄関と風呂場の距離は離れている。希優さんもバレないよう気き遣づかって近くのオレに聞き取れる程度の声に絞っていた。だから聞こえているわけが……

「今……女のひとの声、したね？」

「カ、カアサンジャネ？」

「海かい原ばらさんの声、だったよね？」

「ソ、ソラミミジャネ？」

　あれがしっかり聞こえるってお前、いったいどういう耳してんのーっ!?

　なにか!?　そのキツネ耳は集音装置付きとでも言うのか!?

「で、なんでカー兄は股間にテント張ってるのかな？」

　だあああああああああっ！　まだ元気いっぱいだったのかよマイサン!?

「べ、べべ、べつに何もやましいことはしてないからなっ！」

「……そう、まあ、なにはともあれ」

　いつの間にかお鍋は下駄箱に置かれていて、代わりとでもいうように聡里の手にはすちゃっとスマートフォンが握られていて──

「待て聡里！　待ってくれ！　話し合おう！　お前、何か絶対誤解してるってーっ！」

「あっ、サヤ姉。カー兄が家に海原さん連れ込んでる。しかも海原さん今お風呂。そしてカー兄は野獣と化してる。じゃ」

　ぷつっ。

　って、おい!?　なんてこと告げ口してくれやがるんですか!?　確かに一部事実も含まれていたかもしれないけれど、悪意に満ちた誇張満載だったぞ!?

「さ、さささ、聡里さん、お、おまっ、オレ、マママ、マジで殺されっぞ、これぇ!?」

「……カー兄、一つ教えておいてあげる」

　恐きよう慌こう状態に陥ってろれつが回らなくなったオレに、聡里は溜ため息いきとともになおも冷たく語りかけてくる。

　表情はいつもの通り無表情なんだけど、ひゅおおおっと夏だというのに冷気がオレのところまで吹き寄せてくる。もしかしてこいつ、実は相当怒ってる？

「聡里は三番目でいいとは言ったけれど、四番目五番目に甘んじるつもりはないんだよ」

「だから違うんだーっ!!」

　本来なら聡里の自尊心の芽生えとも取れる発言であり喜ぶべきなのかもしれないけど、そんな余裕あるかぁぁぁぁぁぁっっ！

　ガタガタガタガタっ！

　やばいやばいやばい。

　逝った、オレ絶対に逝ったよ。殺される殺される殺されるーっ！

　ああ、もうマジで脳裏に今までの人生が再生され始めてんぞ！　これ以上ない死亡フラグ立ったよ。どうすんだよ、ほんとにーっ!?

　なんで人生にはリセットボタンってないの!?　セーブポイントに戻ってやり直させてください。二度と、二度と女のひとが入ってるお風呂になんて近づきませんからっ！

　……セーブポイント？　つまり、バックアップ、か？

　先さき程ほどの走馬灯が、そのキーワードを元に急激に一つの「形」を為していく。

「はっ、ははは……」

　我ながら、実に厨二すぎる発想だと思う。

　あんまりにも夢物語すぎて、春先にこんなこと思いついていたら絶対黒歴史にして脳内から抹消している。

　だが、それでも。

　それでも今のオレには、これが「正解」なんだと、妙な確信があった。

















　どどどどどどどどどどっ！　バァンっ!!

「かあああぼおおおおおおおお！」

「あっ、サヤ姉、丁度いいところに。聞いてくれ」

「言い訳なんぞ聞くかあああああっ!!」

　どぐぉっ!!

　あれ？　なんでオレ、宙を舞まってるの？





　カッ！

　強烈な強い光を浴びせかけられ、オレの意識が覚醒する。

「うっ」

　あまりに眩しすぎて目蓋を開けられない。薄目で状況をうかがうと、なんか目の前に手術で使うような物々しいライトがオレを照射していた。

　さすがに不快で身をよじろうとして、身体が動かないことに気づく。

　え？　手首と足首になんかＳＭで使われるようなレザーみたいなものが巻かれ、チェーンできっちり固定されてるんですけど？

　背中には固く平べったい感触、どうもオレは仰向けに大の字で寝かされ、完全無欠に拘こう束そくされているっぽい。

　え～っと、なんなの、この状況？

「気がついたようね」

　ひょこっとオレの前に顔を出したサヤ姉は、口元をマスクで覆おおい、白衣を身にまとっていてまさにマッドサイエンティストそのものな出で立ちである。あの～、その背後に並ぶものものしい器具の数々が妙にオレの危惧を煽あおってくるんですけど？

「サ、サヤ姉、これはいったい……!?」

「あんたが天然ボーイミーツガール体質だってことは知っているつもりだったけれど、少々侮っていたわ。もっと早く、こうするべきだったのね」

　ふっとマスクの裏で自じ嘲ちようしたように、疲つかれた微び笑しようを零こぼすサヤ姉。

　ゴクリと唾を飲み込みつつ、オレは問う。

「こ、こう……って？」

「矯正」

　マジでオレに何するつもりなんだ、あんたーっ!?

　ガチャンガチャン！　だあっ！　手足固定されてて逃げ出すこともできねえっ！

「あの二人も快く承諾してくれたわ」

　すっとサヤ姉が顎あごをしゃくった先には、

「えっちなのはいけないと思います」

「わくわく、わくわく」

　ピンクのナース服の明日香先輩と聡里の姿があった。うわうわ、ふたりともすっげー似合ってる。可愛かわいい。って見蕩れてる場合じゃねえしっ！

　つーかこれ、どう考えても夢だよね？　は、ははは、そうだよな、夢だよな。こんなのあまりに非現実的すぎる。

　あれ？　でもさっき逃げようと暴れた時、レザーが食い込んでけっこう痛かったような。

「あ、あの、誤解。か～くんは下心なくただアタシを案じて……」

　おずおずとただ一人、オレを弁護してくれるひとがいた。男物のカジュアルシャツとジーンズに身を包つつんだ希優さんだ。服はもちろんオレのである。

　しかし、彼女を見る女じよ性せい陣じんの視線は、どこまでも冷ややかだった。なんか羨ましく妬ましいものでもみるような目だった。

「うん、まあ、下心がなかったことは認めてもいいのよ。つーかないからこそ問題というか。無自覚にこういうイベント起こすんなら、もう起こさないようしっかり躾けて自覚的行動を促うながすしかないと思うのよ」

「「うんうん」」

　サヤ姉の言葉に、妙みように重々しく明日香先輩と聡里が頷うなずいている。

　なんだろう？　人権って言葉、あなたがた知ってますよね？　人権ないのは悪人だけのはずですよ？

「待て待て待てっ！　オレの話を聞いてくれ！」

「「「却下」」」

　だからなんであんたら、いつもこういう時だけシンクロしまくるんだよ!?

　……って、そうだった。

　ほんとこんな馬ば鹿かをやってる場合じゃないんだった。

「だから聞いてくれって。明日香先輩の記憶、戻せるかもしれないんだ」

「えっ!?　……ちっ、助かったわね、あんた。詳くわしく聞きましょうか」

　それまでとは種類の違う真しん剣けん味みを帯びた表情に切り替え、サヤ姉が低い声で言う。

　このひとのこういう頭の切り替えの速さは、実に助かる。

　助かるのだけれど、

「とりあえずこれ、外してくんない？」

　毎度ながら、決めるべき時にオレはやっぱり決まらない。





「自由っていいなぁ」

　オレは拘束が解かれた手足をぶらぶらさせつつ、しみじみ呟つぶやく。

　いや、もう、ほんと文字通り、まな板の上の鯉の心境？　某ボクシング漫まん画がで、身動きできないところを攻こう撃げきされるのはとんでもない恐きよう怖ふだ、みたいなことが描かれていたけど、あれマジだね。生きた心地ここちしなかったわ。

　ここはサヤ姉の家の地下研究室の一角か？　おいおい、オレが寝かされていたのってよく見ると漫画やアニメに出てくる実験台そのものじゃねえか。

　もし、閃きを得ていなかったら、オレはいったいどうなっていたのだろう？　今更ながらに背筋が寒くなる。

「で、どういうことよ。記憶を取とり戻せるかもって。ないものをどうやって……」

　サヤ姉が問うてくる。

　もしかしてヘタなこと言ったら、実験台に逆戻りだったりするのだろうか。でもオレのアイディアには根こん拠きよとかはまったくなく、あるのはなんとなくというオレの勘のみ。

　先行き不安すぎる……。でも、話すしかねえよな。

「えと、サヤ姉、その前に聞きたいんだけど。サヤ姉自身の能力について」

「あたしの？」

「うん、どういう能力か、もう分ぶん析せきし終わっているのかなって」

「まだよ。ここ最近は明日香のことで手一杯でそんなこと考えてる余裕もなかったし。あったところで量子的にどうやったら頭が良くなるかなんて見当もつかないけど」

「そっか。よかった」

　もう分析し終わっていて、違うものだと結論が出ていたりしなくて。まだわからないということは、オレがこれから言うものだって可能性が残っているということだから。

「シンクロニシティって、サヤ姉知ってるよな？」

「そりゃあまあね。意味ある偶然の一いつ致ちってやつでしょ。ニトロがどうとか猿がどうとかってあれ。まあ、どっちもデマなんだけど。科学分野だとグラハム・ベルとイライシャ・グレイの電話特許にまつわる逸いつ話わなんかがシンクロニシティの一例としてよくとりあげられるわね」

　ほんとこのひとなんでも知ってるよな。とりあえず電話の逸話を知っているなら話が早くて助かる。つーか猿って？　いや、今はとにかく先に進めよう。

「これがサヤ姉の能力なんじゃないかなって、思ったんだ」

「これ、が？」

　オレの言葉の意味がわからなかったようで、サヤ姉が首を傾げる。

　おおっ、けっこうレアじゃね？　こういうシチュエーション。ちょっと感動。

「ちょっと話飛ぶけど、アガスティアの葉とか、マヤ暦とか、アカシックレコードとか、地球の本ほん棚だなとか。……そして《全ての情報を知り得、分析できる存在ラプラス》とか。この世のすべての記憶や情報が集まる場所、そういう概念みたいなのって、けっこう古今東西いろいろ、あるよな」

　なんでこんな難しそうな単語をオレが知っているのかなんて突っ込むなよ？　男にはな、厨二っていう誇大妄想が逞しくなる時期があるんだよ。これ以上触れてくれるな。

「まあ、同じ人間が思いつくことだし。似かよるのも仕方ないんじゃない？　人類の一つの夢ってところかしら」

「そうだな、夢、かもな。でももし本当にさ、そういうのが実在していて、ベルとグレイの話だと、電話のアイディアをどっちかが先に思いつき、それがさっき言ったみたいな世界の記憶に流れこんで、もう片方が吸い上げることで同期が起こった、なんてことないかな？」

「っ！」

　サヤ姉がはっと何かに気づいたように、目を見開く。

　オレの思いつき、けっこういい線いってるってことか？

「アイディアって、要は閃きだろ？　でさ、サヤ姉、以前、『閃きは経験に基づく知性の発露』って教えてくれたじゃないか」

「……確かに言ったわね」

「言い換えればさ、閃きってのはそれ単体で成立するものじゃなくてさ、経験や知識なんかもそこに紐づいてるものってことだろ。で、こっからが本題なんだけど、サヤ姉の能力は、さ。そうやって今まで多くの人間が積み上げてきたものを好き放題に吸い上げられることじゃないかって……思ったんだ」

「そういえばサヤ姉、以前、田舎いなかで見せてくれたカードさばき。あれ練習もせずにテレビでやってたのを見ただけで覚えたんだよね？」

　思い出したように、聡里が言う。

　そう、本来なら大量の『経験』を積まねばできないはずのことを、サヤ姉はあっさりやってのける。

　見えない拳フアントムなどもそうだ。本来、どれだけハンドスピードがあろうと、攻撃を見えなくすることはできない。

　ある程度武道を嗜んだ玄人は、素人のように武器えものそのものは見ない。手足が動き出してからかわそうとしても人間の反射速度的に不可能だからだ。視線、肩、重心、呼吸など、攻撃の起こりを見る。

　こういうのを遠山の目付けというらしい。オレも空手をやっていたのでそれなりにはこれができる。そんなオレでもサヤ姉の攻撃はまったく見切ることができない。

　つまり、サヤ姉の攻撃は起こりすら消し去っているのだ。漫画の知識で恐縮だが、実は日本の古武術にはそういう技法が存在しているらしい。無む拍びよう子し、縮地なんて呼ばれるものがそれだ。

　これも長い長い、基本に何処までも忠実な「型」の繰くり返かえしによってのみ到とう達たつできる境地であるという。

　マグナムだって、この小柄な身体であの破壊力を出すには、重心移動やインパクトのタイミング等々、いろいろ技術がいるはずなのだ。

　学問系に関しては専門外なんであれだけど、それでもやっぱり、本読んだだけで理解できるものでもないと思うんだよな。何度も何度も失敗し、トライアンドエラーを繰り返して、その『経験』によって上っ面じゃない、『活きた知識』に変えてくもんだって、思うんだ。

　もちろん、凡人よりはるかに少ない努力で凡人のはるか上を飛んでいく天才も、世の中には大勢いる。でも、それは少ないだけで皆無というわけじゃ、ない。

　なら、サヤ姉はその本来必要とするべき『経験』を、どこかから補ほ填てんしていると考えるのが自然じゃないか？

「そしてそこになら、さ。先輩の頭の中から消えたはずの二年間の記憶も、バックアップされてるんじゃないかなって……そう、それこそクラウドみたいに」

「バックアップって、そんな……人間は機械じゃないんだよ」

「あ、あの、いったいなにを……？」

　事態についていけないっぽい希優さんと明日香先輩が首をかしげている。

　ああ、わかってる。わかってますって。

　我ながら荒唐無稽なことを言ってるのは、な！

　でもオレの武器は『閃き』なんだろ？　オレにはこれにすがるしかないんだ！

「サヤ姉の《力》がそこからいろいろな情報を吸い出せるというものなら、それを応用すれば先輩の記憶もなんとかって思ったんだ。どう……かな？」

　サヤ姉ならこんな馬鹿げた思いつきからでも、何か突破口を見つけてくれるかもしれないじゃないか。

　それにさ、クラウドってのも、偶ぐう然ぜんとは思えないんだよ。クラウドって日本語に直すと雲だろ。原子のモデル図って以前、サヤ姉には理解しやすいよう惑星モデルで想像しろって言われたけど、最近の研究だと、存在の可能性の雲が原子核を包むという電子雲モデルってのに移り変わってるみたいなんだ。

　シンクロニシティじゃないけれど、こんな偶然の一致、出来過ぎじゃね？

「ははっ」

　しばしの沈ちん黙もくの後、サヤ姉がフッと笑みを零す。苦く笑しようではあったけれど、でもその口元は楽しそうに不敵に釣り上がっていく。

「馬鹿と天才は紙一重って言うけれど、あんたってやっぱ、あたしを超えてるわ……じゃ、早さつ速そく行ってくる」

「え？」

「集合的無意識アカシツクレコードに、明日香の記憶を取り戻しに、ね」

　そう呟いて、サヤ姉は『思考時間』に入った。








ACT EX

Trouble of Enchantress




『目』を見開くと、一面、真っ白な世界が広がっていた。

　ここはあたし、高たか尾お沙さ耶やの精神世界──とばっかり思っていたんだけど、どうも違ってたみたいだ。

　分析心理学の権けん威いカール・グスタフ・ユングによれば、人の心の構造は、意識、個人的無意識、集合的無意識の三層からなるらしい。

　上二つに関しては、一いつ般ぱんにもそれなりに知られていることだろう。

　意識というのはいわゆる表層意識、自分で認にん識しきできる思考のことを言う。聡さと里りが能力によって読み取っているのは主にこの領域だ。

　個人的無意識というのは、個人の経験から生まれた自分では意識できない心のことを言う。コンプレックスや、隠れた性癖などといったものがこれに含まれ、まさしく「無意識」のうちに性格などに影えい響きようを与あたえている。

　そして個人的無意識のさらに下層に位置するというのが、集合的無意識だ。

　ユングが提唱した分析心理学における中心概念であり、個人の経験を超えた先天的な構造領域であるという。全ての人間が共有している領域なのだ、と。

　そしてシンクロニシティはこの集合的無意識により引き起こされるというのがユングの主張だ。この辺の知識ないはずなのに、あの馬鹿はよくもまあ。

　シンクロニシティは日本語では「共時性」と訳され、定義としては複数の出来事が非因果的に意味的関連を呈して同時に起きることを言う。そう、非因果的と言えば、量子を思い出さずにはいられない。

　そも生命の脳というものは、「論理」だけで構成されたノイマン型コンピューターではない。最近では、人間の脳は一種の量子コンピューターであるという説を唱える学者も少なくない。量子であるがゆえに「不確定」であり、「不確定」ゆえにゆらぎ、それが突拍子もない「ひらめき」を生むのだ、と。

　そして、量子にはＥＰＲペアに代表されるように、量子チャネルと言われる現代科学では解明できない不可思議なつながりがある。

　あくまであたしの想像に過ぎないが、そういう量子の不思議なチャネルにより生命が繋がった世界が、ここなのだろう。

　あたしたち人間は三次元世界ないしは四次元世界にいると言われている。縦、横、奥おく行ゆきの三次元に、時間を加えて四次元。

　マクロの世界を記述する相対性理論、ミクロの世界を記述する量子論、実はこの二つは相反し、とにかく折り合いが悪い。この二つを統一して記述できる「万物の理論」の完成が、現在の科学者あたしたちの悲願の一つである。

　まだまだ完成までの道のりは険しいと言わざるを得ないが、そうかもしれないと言う仮説理論なら、実はすでにあったりする。

　それがＭ理論。二つの世界が矛盾なく共存できるこの理論によれば、世界は一一次元であるというのだ。

　なかなか荒唐無稽な話ではあるが、もしかしたらここは、Ｍ理論で言うところの五から一一番目の次元のどこかなのかもしれない。

　一にして全。全にして一。

　はるか昔より連綿と続く、生命の記憶が重ね合わさった世界。

　地球上のありとあらゆる生命がこの世界と繋つながっており、今こうしている間も情報のやり取りを行っている。

　あたしの知る技術の中では、インターネット、中でもＰ２Ｐの概念が一番近い。winnerなどファイル共有ソフト──いわゆる違法に使用されることが多い技術であり、あたしも煮え湯を飲まされていたりもするからあまりいい感情は持っていないのだけど、近いんだから仕方がない。

　ここに流れている情報は、本当にバラバラに細分化されていて、このままではほとんどジャンクガラクタ同然だ。だから吸い上げたところでその個人にとって意味のある情報になり得る確率は極きわめて低いと言わざるを得ないだろう。

　しかし、なんらかのキーコードがあれば、ジャンクはそのキーコードに吸い寄せられていき、やがて意味をともなった情報へと変化する。

　同時期に同じアイディアが発表される。それは本当に単なる偶然というケースも大いにあるのだろうが、カー坊が言ったように、誰だれかが最初に思いついたアイディアがこの世界に流れ込み、そして偶然キーコードを持ちえた他の誰かへと伝播していく、なんてケースもいくらかはあったのかもしれない。

　行ったことのない場所、見たこともないはずの場所を以前から知っているように感じるというデジャヴという現象、嘘かホントか前世の記憶を有するという人々、それらももしかしたら、何らかの偶然でキーコードを持ち得、ここを通して情報を取得したのかもしれない。

　とは言え所しよ詮せん、それらは偶然の産物。

　無意識のさらに下に存在する世界だ。本来なら何人たりとも意識的にこの世界に到達することはできない……はずだった。

　この世界に唯一意識的にアクセスし自由にキーコードを生成し情報を検索できる《マスター》の権限、それが《オーバーライン》としてのあたしの能力。

「は、ははは……」

　まったく笑うしかないわよね。

　あたしこそ《この世の全てを知る存在ラプラス》そのものじゃないの。

　超天才？

　他人が血反へ吐どを吐いて泥をすすって必死に積み上げた知識なり経験なりアイディアを、労なく吸い上げてるだけじゃない。

　借り物を我わが物顔で使って得意げになってたって、とんだ道どう化けよね、あたしは。

　カー坊があたしを上回るのはある意味、必然。未知の命題に対する解答は、まだこの世界にもないのだから。

　しかもこの《力》は、さらにあたしに追い打ちをかけてくれる。

　能力がないと両親に見切られ、ベビーシッターに預けられた幼い頃ころのあたし。

　カー坊や叔父さん叔お母ばさんが、家族の愛情を教えてこそくれたけど。

　楽しく優やさしい時間を与えてはくれたけれど。

　あんなやつら両親、あたしのほうから捨ててやったのよって外面こそ強がっていたけれど。

　でもやっぱり心の底ではそれだけじゃどこか足りなくて。

　あたしは、どうしようもなく両親を求めていたんだ……。

　両親とつながっていたかったんだ……。

　なんてみじめなのかしら。

　現在も《力》が使えているということは、それは必然的に今も求めているということで。

　あんな、あんな……あたしを捨てた人間を、心の底から憎にくんでいるはずの人間の愛情を、今も浅ましく求めているだなんて。

　こんな真実、気づきたくなんて、なかった……。

　ほんと……みじめ。

　まあ……今は嘆いていてもしゃーないわよね。自分のことは後でゆっくり考えるとしましょう。

（明あ日す香かのここ二年の記憶）

　頭の中に言葉を思い浮うかべると、それがキーコードとなり、あたしのそばに無数の光が生まれ、どんどんそれらは大きくなっていく。

















　この二年の間に明日香と接した人間たちの想いが溢れかえっていた。

「これだと、ちょっと区別がつかないわね」

　インターネットの検索に概念としては近い。ネットの検索エンジンは独自のアルゴリズムを要し、より利用者の求める情報が検索上位に表示されるようチューンナップされているものなのだけれど、この空間にはさすがにそんな人為的な便利機能は用意されていない。

　今まで《知識》や《経験》を軒並み吸収していたわけだけど、それならどれだけ汲み上げても問題なかったわけだけど──まあ、今後はともかく──とりあえず今回はそういうわけにはいかない。

　ローラー式に一つ一つ開いていくなんてまっぴらごめんだった。誰かの心を覗のぞき見みる、その辛苦は聡里を見て痛いほど知っている。

　だからあたしはカー坊を思い浮かべる。

　あたしがあいつに抱いている狂くるおしい感情で心を満たす。

　そして同じものを持っている明日香を探す。

「……見つけた」

　この世界と繋がったまだ淡い想い。戸と惑まどいや疑問、それでもなお隠せぬ思慕。記憶を失ってもまた惚れるなんて、やっぱり面倒な女ね、あんた。

　もう一つ、繋がりの切れた想いも見つける。

　こちらが抱く想いは、強く深く切なく激しく、そして熱い。

　明日香、あんた、こんなにあいつのこと好きだったんだね。まあ、あたしも負けてるつもりはぜんぜんないけれど。

「まったく……ほんと世話が焼けるんだから」

　今まではダウンロードしか出来なかったけれど、意識すれば、仕組みを理解すれば、当然できることは増える。

　今のあたしなら、アップロードもできるはずだ。

　あたしは切り離された想いをそっと優しく壊れものを扱あつかうように抱き上げ、繋がった想いへと返す。

「ほら、親友ライバル。さっさと帰って来なさいよね」

















Epilogue

Trouble of Enchantress




　その夜はどんちゃん騒ぎに興じた。

　明あ日す香か先輩の記憶回復記念だ。サヤ姉の家は実験とかもあるから防音設備もしっかりしてるし、近所迷惑にはならない。

　カーくん。久しぶりに先輩にそう呼ばれて、あまりの懐なつかしさと嬉しさにオレは身体の震えが止まらなかった。

　明日香先輩は記憶を失っていた頃のこともしっかり覚えているらしかった。希き優ゆさんと抱き合って「ずっと友だちですよ」ってハイテンションで浮かれていたのがとても印象深かった。

　希優さんはひとが変わったように明るくなった明日香先輩にちょっと目を白黒させていたけれど、それでも先輩をそっと抱き返していた。

　少し妬けるけど、まあ、今日ぐらいは、な。

　先輩の記憶を取り戻すのはやっぱり大変だったのか、サヤ姉は乾杯の音頭を取った後、疲れた顔で寝室に引っ込んでしまった。ゆっくり休ませてあげよう。

　聡さと里りは場の雰ふん囲い気きに酔ったのか、妖あやしい踊りを披露していた。表情はやっぱり無表情のままなんだけど、うん、けっこう内面は急激に変化してるみたいだ。

「あははっ。たのしかったね～」

「タフっすね～希優さん」

　そして明け方、「連れん絡らくはしてあるけど家族も心配してるだろうし」と希優さんが帰宅を申し出てきたので、この辺の地理にはあまり詳しくないでしょうとバス停までの案内を買ってでたところである。

　先輩と聡里は居間にあるソファーで熟睡中。さすがに騒ぎ疲れたらしい。

「あ、ここっす。バスマーク点滅してるし後数分で来ると思います」

「そう。……いろいろ、本当にいろいろ、ありがとね、か～くん」

「なんですか、改まって。オレのほうこそ希優さんにはいっぱいのこと教えていただきましたから、おあいこですって」

「……家に電話した時さ。美み優ゆには延々電話口で泣かれながら叱られて、優ゆう也やにはさんざん理り詰づめで叱られて、母さんにも一言『心配かけるな』って叱られて、もちろん昨日か～くんにも叱られて……」

「あうあう。オレのは忘れてもらってけっこうです。今思い出すだけで顔から火が出そうです。あの時のオレはどうかしていたんです」

「え～、あんなの忘れられるわけないよ。一生覚えてる」

「勘かん弁べんしてくださぁい」

「だって、か～くん言ってくれたよね。いつものアタシを、心から尊敬してるって」

「うっ、ええ、まあ、面と向かって言われると照れますけど、嘘じゃ、ないです」

「ありがと。母さんも優也も美優もね、最後には決まってアタシのことが好きだって大事だって、自じ慢まんの姉だって……言ってくれたんだよ」

「……そうですか」

　希優さんの言葉を噛かみ締しめるように頷き、オレは口元を綻ばせる。

「か～くんが尊敬してくれて、家族が自慢に思えるいつものアタシはさ、でも、やっぱり父親のおかげもあると思うのよ。反面教師がいたから、アタシはこうなれた。じゃあ頭っからあのひとのこと、もう否定しなくてもいいんじゃないかな～って。つーかね、いっぱいいっぱい叱られて、生涯大事にしたい親友ができて、一晩語り明かして……な～んかど～でもよくなったというか」

　ん？

　今の希優さんの言葉、もしかして……おい、まさかっ！

「希優さん、コンタクト外してください！」

「え、えええっ!?　いきなり何を言い出すの!?　そんなの危ない……」

「手鏡持ってますよね!?」

「そ、そりゃあ女だし」

「じゃあそれでコンタクト外した左目を確認してください、早く！」

「いきなりどうしたの、か～くん？」

「いいからお願いしますっ！」

「わ、わかったよ。絶対アタシの見えるところにこないでよ？　もう、それにしてもか～くんってときどき強ごう引いんだよね。ま、まあ悪い気はしないけれど」

　年下に命令されあまりいい気はしないのかブツブツ言いながら、それでも希優さんはオレに言われたとおり、手鏡をバッグから取り出して、自らのその美び貌ぼうを映し出す。

　そして──

「……えっ？　なん……で……？」

　鏡を凝ぎよう視ししたまま、呆ぼう然ぜんとした表情で固まる。

　そっとオレも後ろから希優さんの肩かた越ごしに鏡を覗き込む。二つとも、瞳ひとみの色は一緒、どちらも紅あかく染まっていない。そしてどちらにも虚うつろさはなくしっかり焦しよう点てんも定まっている。

「やっぱり、な」

　オレはニヤリと会心の笑みを浮かべる。

　希優さんの過去を聞く限り、お父さんこそ、希優さんの消したい過去の象徴だった。そのお父さんのことを希優さんはさっき、「もう否定しなくてもいい」と言った。「ど～でもよくなった」とも。

　そう、つまり、希優さんは自らの過去を消したいなんて思わなくなったということ。心的外傷トラウマを克こく服ふくし、『願望』を失った希優さんは《オーバーライン》の資格も失ったのだ。

「希優さん、最後の確認だ。オレを見てよ」

「だ、だだ、ダメだよ。目が紅くなくなっても、まだ記憶を消す《力》は宿ってるかもしれないじゃない」

「でもいつかは試さないと。いつまでも左目見えないんじゃやっぱり大変でしょう？」

「もう慣れたから大だい丈じよう夫ぶだって。それにもともと弱視だし見えたからって」

「んなもんコンタクトで矯正できるでしょ。ってもうめんどくせ」

　ひょいっと空手で培った体捌きを最大限に活かして、希優さんが瞬きした瞬しゆん間かんを狙って素早く希優さんの前に回りこんでその目を覗き込む。

「わわっ！」

　慌てて目蓋を閉じる希優さんだけど、少しだけ遅おそかった。

　間ま違ちがいなく、彼かの女じよの瞳には、オレが映ったはずだ。でも、オレは今までのことを覚えている。ついさっき、希優さんの左目が『紅』を失ったことをしっかりと覚えている。

「希優さん、オレ、まったく記憶消えてませんよ。希優さんだってオレの記憶、見えなかったでしょ？」

「……君は本当に強引で……むちゃくちゃだね」

　そっと固く閉じた目蓋を再び開けて、希優さんは呆あきれたような目でオレを見る。

　うん、とっても綺き麗れいだ。髪かみで左目を隠していた時より、焦点の合っていない目で見られるより、両目でオレを見る希優さんが、今までで一番綺麗だった。

　嬉しくなって、オレは鼻をこする。

「無茶無謀がオレの専売特許っすから。中学時代とかそのせいでヒーローとか馬鹿にされてたぐらいっすからね」

「ふ～ん。じゃ、そのヒーローに相応しいプレゼントをあげるね」

「え？」

　ゆっくりと希優さんの両手が伸のびて、オレの頬ほほを捕つかまえる。

　速かったらおそらく反射で避さけていた。でもゆっくりだったから、そこに害意や敵意がなかったから、逆に避けることができなかった。

「希優さん？」

「祝福の、キス」

「っ!?」

　咄嗟に逃げようとした時にはもう遅くて、両頬をしっかり抑えられていて。

　上から被せるように、希優さんの唇くちびるがオレの唇のほんの少しだけ横に触れて、そしてすぐに離はなれていく。

「な、ななななっ!?」

　両りよう腕うでの拘束が緩むや、オレは希優さんの唇が触れたところを押さえつつ、思わず後ろに飛びすさる。

　なんでこんなこと……っ!?

「か～くん、アタシは君が好きだよ」

「えええええっ!?」

　驚おどろきまくるオレに、希優さんはなんともいえない複雑そうな、でもだからこそ男心を蕩とろけさせる妖よう艶えんな微笑ほほえみを浮かべる。

「でもね。アタシ、明日香さんのことも大好き。あのひとから貴方を奪うなんて、できないし、したくない。だからこのキスを想おもい出でに、アタシはこの恋を忘れる」

　そっと希優さんが空を見上げた。

　想いが溢れたかのように双眸から涙なみだの珠たまが零れ落ちていき、そして地面で弾ける。

「さようなら。アタシの初はつ恋こい」

　小さく紡つむいだその言葉は、台風が通り過ぎ雲ひとつなく澄み渡わたった空へと消える。

　なんと声をかけるべきか迷うオレはやっぱり情けなくて、そしてやっぱり希優さんは強かった。彼女はペロッと舌を出し、イタズラっぽく小こ悪あく魔ま的ないつもの微笑みを浮かべて、こう言った。

「これからも友だちとしてよろしくね、か～くん」





　ちなみに。

　ちょっと不誠実ながら、黙だまっていればみんなにはバレないだろうと高をくくっていたのだけれど（唇にはしてないしノーカンでもいいよね!?）。

　オレが希優さんからキスされたことはなぜか聡里の時のように明日香先輩には筒つつ抜けで。

















　おかげで風呂場での一件も再燃し。

　その日からしばらく、女性陣から絶対零れい度どの視線に晒されるハメになったとだけ記しておく。








エンディングロール

Trouble of Enchantress




「～～、以上だよ。いやぁ、画面を覗き見るなんて例えを言っていたときはこのひと実はわかってる!?　ってびっくりしちゃったなぁ」

　スーツ姿に少々シャープさが際きわ立だった眼鏡めがね、化け粧しようが施された冷徹なその美貌。それらがもたらすイメージとは裏腹に、彼女はどこか幼さを感じさせる明るい声と口調で楽しそうにまくしたてる。

　実にミスマッチこの上ない。だが、だからこそ逆にそそるものがあることも否めない。

　藤ふじ美み音ね子こ。それが彼女が最近使っている偽名の一つだ。三代目大泥棒が活躍する国民的アニメに登場する、日本で一番有名な『魔性の女』の文字列変換アナグラム。

　そう、魔性の女Enchantress。彼女ほどこの言葉が似合う女性を私は知らない。

「ははっ、案外それもシンクロニシティかもしれませんね」

　ふむ、よくよく考えてみれば、《オーバーライン》も時期を同じくして出現している。これもシンクロニシティの一つかもしれない。少し調べさせてみるとしよう。

「報告は以上ですか？　お疲れ様さまでした。いつもありがとうございます」

「よ～し、じゃ、これで今日のお仕事はお終しまいだね」

　彼女はかつらウイツグを脱ぬいで眼鏡を外し、私社長の前だというのに堂々とウェットティッシュで化粧を落とし始める。

　まったく奔放なひとだ。かつらは暑く蒸れるのが、化粧は顔に色々塗りたくられるのが気持ち悪くて仕方ないらしい。

　こういうところは歳相応と言うべきか。しかし一度、役に入ってしまえば……。

「貴女ほどの名女優の演技をこうも間近で見れる私は果報者ですね」

　我が社が誇るメイクアップアーティストの技量と彼女の演技力があれば、こと別人になりすますだけなら《変身ミラージユ》を持つ亀田玲央にも匹敵する。肉親とて変装した彼女を見破ることはできないだろう。

　そんな彼女の尽力もあり、私の計画は実に順調だった。万事滞り無く予定通りに進んでいた。そのはずだったのに、

「まさか、消し去ったはずの記き憶おくを取り戻すとは、ね。相変わらず、高たか尾お女史はとんでもない方です。こちらの思おも惑わくを尽く覆してくれます」

　私はぎしっと椅い子すの背もたれに深く背中を預け、やや大げさに嘆息する。

　まあ、最後こそ予想外ではあったが、当初の目的は達成できたので大きな問題はない。やはり観かん田だ明あ日す香かは《力》を失っていなかった、それが確認できただけで今回は十分だろう。

　それに思わぬ収穫もあった。人類全て働き蜂に知識や経験を差し出させる──まさに『女王蜂クインビー』だ。生まれながらの女王である彼女に相応ふさわしい能力と言えよう。ふふっ、我が悲願の達成に二人とも是が非でも欲しい逸材だ。

「あくまで個人的な意見だけどさ。いつもあなたの計算を狂わせているのは生徒会長じゃないと思うな～」

「ほう、では誰だと言うのです？」

「路端の石ころ」

「……ふむ。わかりませんね。なぜ貴女方は揃そろってそんなに彼かれを特別視するのやら。どこにでもいる少年でしょう？」

「《オーバーライン》は常に独りユニーク……だからね。どこにでもいそうだからいいんだよ。それでいてどこにもいなさそうなのがほんと最高だね。ま、あなたにはわからないと思うよ」

　その物言いに、私は苦笑を禁じ得ない。

「そこまで彼に惹かれながら、それでも私に付く、と？」

「うーん、好きな子ほどいじめたくなる心理？　叶かなわないのは知ってるからね」

「片かた想おもい、ですか。私には無む縁えんなもので少々わかりかねますな。力づくでも奪うばってしまえばいいじゃないですか」

「ははっ、小鳥遊たかなしさんらしいね。でも片想いってそう悪いものでもないよ？　彼の言動に一喜一憂して、恋の切なさと甘酸っぱさを楽しめる。付かず離れず心地良い距きよ離りで、あれこれ想像して楽しみつつも深く傷つくことはない。ほんといいことずくめ。あっ、嫉妬して意地悪ぐらいしたくなるのも、恋の醍醐味だよね～」

「私が言っていいものやら迷いますが、歪んでますね」

「そりゃあ《オーバーライン》だもん。ああ、そうか。だからみんな、どこまでもまっすぐな男の子ヒーローに恋焦がれちゃうんだね」

「ははぁ、なるほど。人は自分にないものを求めるものですからね。そういうことですか」

「あなたには兄貴のことで借りもあるし、それにあなたの考えている計画は、ボクにとっても魅み力りよく的てきだし。だからまあ協力は惜しまないよ」

「では、これからもよろしくお願い致しますね。薫さん」





ｆｉｎ　



















　　　あとがき





　くだらないこだわりと言われればそれまでなんですが、実は一～三巻まで女性の下腹部を覆う布地のことは、一貫して「ぱんつ」と表記してきました。

　ええ、ひらがなです。

　世間一般ではカタカナで書くところを、あえてひらがなで統一してきました。

　そも、ひらがなには漢字やカタカナにはない温かみと柔らかさがあります。小説では専門用語で「漢字を開く」という技術があり、わざとひらがなにすることで情緒を出すなんてこともあるほどです。

　本当はカタカナなど使いたくないのですが、あえて皆さんにわかるように表記してみましょう。

　パンツ。

　ぱんつ。

　諸君、あえて繰り返そう。

　わたしはぱんつが好きだ。大好きだ！



　はい、というわけでお久しぶりです。鷹山誠一です。

　いい加減、四巻にもなるとぱんつネタも厳しくなってきますね。

　さて、実は本シリーズには副題的なものがあったりします。表紙のタイトルロゴの裏とか章タイトルの下とかに刻印されているのですが、気づいておられない方もけっこう多いかもしれませんね。

　ちなみに今巻は『Ｔｒｏｕｂｌｅ　ｏｆ　Ｅｎｃｈａｎｔｒｅｓｓ』になります。

　いやぁ、それにしても今回は修羅場りました。

　〆切●ケ月前になってそれまでの原稿を全破棄してプロットから書き直すことになるわ（自主的にです）、〆切●週間前に家族が風邪をこじらせ隣でゴホゴホゴホゴホと何日も咳しまくって恐怖を煽ってくれるわ、〆切▲日前に左手中指が細菌感染で炎症を起こし二倍ぐらいに腫れ上がりキーボードを打つのも難儀するわ、〆切●日前になって作内に抜粋していたネタがまったくのデタラメだったことに気づいて大修正するハメに陥るわ、〆切●日前に五時間分の原稿が消えるわ……よく間に合ったよなぁ、これ（苦笑）

　まあ、そんなトラブルにも負けず頑張った甲斐があり、個人的にはかなり満足の行く出来に仕上がっております。読者の皆様にもそう思っていただければ幸いです。

　そうそう一応念のため。本シリーズは作内において心的外傷を取り扱っていますが、あくまでフィクションです。デリケートな問題ですので生半可な知識で素人が取り扱っていいものではなく、現実での対処は専門の医師等に任せることをお薦め致します。

　では最後に恒例の謝辞に入らせて頂きます。

　担当様、今回もいろいろ無茶を言って申し訳ありませんでした！　そしてその無茶を聞き入れて下さり本当にありがとうございました！

　伍長様、いつも原稿遅れ気味でその割を食わせてしまって申し訳ありません。この本がスケジュール通り出版されるのは本当に担当様と伍長様のおかげです。

　この本を出すにあたり尽力していただいた出版・流通・書店関係者各位にも感謝を。

　そして何より拙作を手にとってくださった読者の皆様に心よりの感謝を。

　それではまた五巻でお会いしましょう。



鷹山誠一
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